
Title 『氏族大全』版本考
Sub Title Comparative study of the printed edition of the Shi zu da quan
Author 住吉, 朋彦(Sumiyoshi, Tomohiko)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication

year
2005

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko
Institute). No.40 (2005. ) ,p.269- 332 

JaLC DOI
Abstract
Notes 挿図
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00106199-20050000-0269

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


尚
古
の
思
想
を
維
持
し
て
来
た
近
世
以
前
の
漢
学
者
は
、
先
人
の
事
蹟

に
通
ず
る
こ
と
を
習
い
と
し
、
典
籍
に
親
し
み
、
史
上
に
伝
え
ら
れ
る
勝

事
に
深
い
共
感
を
寄
せ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
知
識
は
い
わ
ゆ
る
故
事

と
し
て
凝
縮
さ
れ
、
読
書
人
の
間
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
踏

ま
え
て
識
者
の
間
に
の
み
通
用
す
る
表
現
が
生
み
出
さ
れ
、
や
や
も
す
る

と
故
事
に
通
じ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
事
態
を
も
派
生
し
た
。

そ
の
結
果
、
経
史
子
集
の
一
次
的
な
著
述
に
取
材
し
、
故
事
を
集
成
し
て

検
閲
に
備
え
る
た
め
の
編
著
が
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た

編
集
へ
の
欲
求
は
、
中
国
で
出
版
事
業
の
成
熟
し
た
宋
末
以
降
、
坊
刻
本

と
い
う
媒
体
を
得
て
、
書
林
と
読
者
と
の
間
に
相
互
に
高
め
ら
れ
、
次
第

に
勢
い
を
増
し
て
数
多
く
の
編
著
が
刊
出
さ
れ
た
。
本
稿
に
取
り
上
げ
る

『

氏
族
大
全』

は
、
そ
の
よ
う
な
気
風
の
横
溢
し
た
元
の
世
に
、
通
俗
の

参
考
書
と
し
て
坊
間
に
編
集
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。

後
に
見
る
よ
う
に

『

氏
族
大
全』

の
基
本
構
造
は
、
特
定
の
人
名
に
関

わ
る
故
事
を
簡
潔
な
章
段
に
纏
め
、
主
体
と
な
る
人
名
の
姓
氏
に
よ
っ
て

こ
れ
を
分
類
し
、
姓
氏
の
文
字
の
韻
に
よ
っ
て
排
列
し
た
も
の
で
、
毎
章

そ
の
要
句
を
抽
出
し
て
題
目
に
掲
げ
、
主
要
の
姓
名

｢

何
某｣

よ
り
本
文

を
書
き
起
こ
し
た
体
裁
で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
章
段
を
括
る

姓
字
の
標
出
に
際
し
、
文
字
の
声
類
と
氏
族
の
貫
籍
、
出
自
に
関
す
る
細

注
を
伴
う
他
、
毎
姓
本
章
に
続
き

｢

女�
婚
姻｣

の
節
を
設
け
、
特
に
婚

姻
に
纏
わ
る
故
事
を
集
め
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は

『

四
庫
提
要』

巻

一
百
三
十
六
、
子
部
類
書
類
二
に
、
本
書
を
解
題
し

｢

蓋
宋
元
之
間
、
婚
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禮
必
有
四
六
書
啓
、
故
載
之
獨
詳
、
亦
以
便
於
剽�
也｣

と
説
明
し
て
い

る
よ
う
に
、
婚
礼
の
書
啓
に
用
い
る
た
め
の
参
考
記
事
で
あ
る
ら
し
い
。

ま
た
毎
姓
の
首
尾
に

(

版
本
に
よ
っ
て
異
な
る)

、
そ
の
文
字
を
含
む
熟

字
を
列
挙
し
附
記
し
て
あ
る
の
は
、『

提
要』

に
は

｢

至
毎
聲
末
間
附
韻

藻
數
語
、
如
洪
韻�
洪
涵
洪
、
翁
韻
仙
翁
塞
翁
之
類
、
既
與
氏
族
不
相
關

渉
、
且
掛
漏
無
取
、
徒
滋
蛇
足｣

と
酷
評
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
韻

藻
を
存
す
る
こ
と
は
、
本
書
が
作
文
の
用
に
応
え
る
書
物
と
し
て
編
集
さ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
従
来
、
本
書
を
書
目
に
列
し
録
す
る
際
、

氏
族
の
来
歴
と
故
事
を
集
め
た
書
物
と
解
し
、
内
容
に
従
っ
て
史
部
伝
記

類
に
掲
げ
る
立
場
と
、
数
あ
る
作
文
の
参
考
書
の
中
で
人
名
に
纏
わ
る
故

事
の
み
に
特
化
し
た
編
集
と
判
じ
、
機
能
に
従
っ
て
子
部
類
書
類
に
掲
げ

る
立
場
と
の
、
両
様
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
編
者
の
期
待
す
る
受
容
を
も

考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
書
の
場
合
は
後
者
の
処
置
に
分
が
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。

本
書
の
編
者
の
名
は
既
に
佚
し
、
今
日
で
は
全
く
伝
わ
ら
な
い
。
そ
の

編
集
の
時
期
に
つ
い
て
は
、『

四
庫
提
要』

に

｢

不
著
撰
人
名
氏
。
書
中

所
引
事
蹟
、
迄
於
南
宋
季
年
、
蓋
元
人
所
編
次｣

と
あ
る
説
が
定
着
し
て

お
り
、
陸
心
源
の

『

儀
顧
堂
続
跋』

巻
十
一
に
も
本
書
を
録
し
て

｢

癸
集

末
夾
谷
姓
下
、
注
曰
大
金
支
裔
、
其
爲
元
人
所
撰
無
疑｣

と
指
摘
し
、
元

人
の
撰
に
成
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
書
の
記
事
を
見
る
と
、
よ
り
端

的
に
は
己
集

(

巻
六)

の
首
、
上
声
一
董
韻
の

｢

孔｣

氏
の
項
に

｢

先
聖

世
系｣

を
説
き

｢

孔
子
名
丘

(

中
略)

大
元
加
諡
大
成
至
聖
文
宣
王｣

と

記
し
て

｢

大
元｣

の
文
字
を
含
み
、
元
泰
定
元
年

(

一
三
二
四)

麻
沙
呉

氏
友
于
堂
刊
行
の

『

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書』

丙
集
巻
十
三
至
十
九
の

七
巻
が
、
ほ
と
ん
ど
本
書
の
剽
窃
で
あ
る
の
を
見
る
と
、
本
書
の
編
集
が

元
の
世
に
成
っ
た
こ
と
を
示
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の

『

氏
族
大
全』

が
こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
書
物
と
し
て
ど
の

程
度
受
け
容
れ
ら
れ
て
来
た
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
本
稿
で
は
版
種
と
伝

本
の
研
究
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

予
め
若
干
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
く
と
、
中
国
大
陸
に
於
け
る
版
本
の
伝

流
と
い
う
意
味
か
ら
言
え
ば
、
滔
々
た
る
受
容
の
広
が
り
が
あ
っ
た
と
は

言
い
難
い
。
明
代
の
官
庫
に
は

『

文
淵
閣
書
目』

巻
十
二
、
昃
字
號
第
一

厨
書
目

｢

姓
氏｣

条
に

｢

氏
族
大
全

〈

一
部
二
冊
闕〉｣

｢

氏
族
大
全

〈

一

部
四
冊
闕〉｣

と
見
え
、
既
に
不
完
全
の
収
蔵
で
あ
り
、
明
末
私
家
の
蔵

書
目
に
も
本
書
の
名
を
散
見
す
る
が

(

１)

、
必
読
の
書
と
し
て
一
般
に
普
及
し

た
と
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
著
録
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
元
来
本
書

が
坊
間
に
出
た
通
俗
の
書
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
実
際
上
、
本
文
に
故
障

の
多
い
こ
と
な
ど
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
明
の
葉
盛
の
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『
水
東
日
記』

巻
五
に

近
代
雜
書
著
述
考
據
多
不
精

(

中
略)

所
謂
氏
族
大
全
尤
甚
。
湯
公

讓
指
揮
以
博
學
強
記
自
許
。
一
日
劉
草
窗
家
偶
及
趙
明
誠
、
湯
以
爲

趙
抃
之
子
。
予
偶
記
抃
之
子
出�亢
、�几
。
明
誠
則
宰
相
挺
之
子
也
。

湯
大
以
爲
不
然
。
徐
元
玉
在
座
、
亦
不
能
決
曰
、
明
日
當
考
書
、
負

者
作
東
道
耳
。
湯
退
既
詳
考
得
實
、
乃
攜
氏
族
大
全
叫
呼
而
來
曰
、

本
子
誤
我
矣
。
近
考
廣
州
十
賢
、
李
朝
隱
一
作
李
尚
隱
、
因
訛
而
爲

李
商
隱
、
亦
出
氏
族
大
全
云
。

と
あ
り
、
偶
々
劉
溥

(

号
草
窓)

の
家
に
集
っ
た
葉
氏
と
、
博
学
を
自
認

す
る
湯
胤
勣

(

字
公
譲)

や
徐
有
貞

(

字
元
玉)
等
が
、
宋
の
趙
明
誠
の

世
系
に
つ
い
て
議
論
に
な
り
、
負
け
た
者
が
客
を
請
う
賭
け
と
な
っ
た
が
、

『

氏
族
大
全』

の
誤
伝
が
も
と
で
、
湯
氏
が
窮
地
に
陥
っ
た
と
い
う
話
を

載
せ
て
い
る
。
実
際
本
書
庚
集

(

巻
七)

上
声
二
十
九
篠
韻
の

｢
琴
鶴
清

風｣

章
を
見
る
と

｢

趙
抃
、
字
閲
道
。
氣
貌
清
逸
、
人
不
見
其
喜
慍
、
自

號
知
非
子(

中
略)

位
至
參
政
、
年
七
十
七
薨
。
諡
清
獻
公
、
二
子
、�几
、

明
誠｣

と
あ
っ
て
、
湯
氏
弁
解
の
如
く
で
あ
る
が

(

２)

、
と
も
か
く
も

『

水
東

日
記』

の
記
事
は
、
明
代
中
葉
に
於
け
る
本
書
の
一
定
の
流
布
と
、
必
ず

し
も
芳
し
か
ら
ざ
る
評
価
を
伝
え
て
お
り
、
後
に

『

四
庫
提
要』

が

『

水

東
日
記』

を
引
き
、
さ
ら
に
例
証
を
加
え
て

今
考
、
中
間
所
列
朝
代
先
後
、
多�
倒
失
次
。
如
王
導
妾
雷
氏
干
預

政
事
、
陳
之
張
貴
妃
、�
孔
二
嬪
、
怙
寵
亡
國
、
而
並
入
之
女�
、

則
深
爲
不
倫
。
又
如
韋
思
廉
劉
奉
林
諸
人
、
既
別
立
仙
之
一
目
、
而

張
果
姜
識
諸
人
、
亦
以
仙
術
顯
名
、
乃
仍
混
入
人
物
之
中
、
無
所
區

別
、
體
例
亦
殊
疎
舛
。

と
、
本
書
の
見
識
や
編
集
上
の
不
備
を
も
非
難
し
な
が
ら

特��
尚
爲
廣
博
、
有
其
人
爲
史
傳
志
乘
所
不
詳
、
而
獨
見
於
此
者
、

頗
足
以
資
旁
證
。
至
於
王
氏
有
臨
沂
太
原
二
派
、
勾
氏
避
宋
高
宗
諱

分
作
數
姓
、
蘭
亭
會
詩
名
氏
諸
本
之
不
同
、
亦
間
附
考
訂
。
寸
有
所

長
、
固
未
嘗
無
裨
於
藝
苑
也
。

と
、
考
証
に
資
益
す
る
点
を
拾
っ
て

｢

寸
有
所
長｣

と
評
価
し
て
い
る
の

は

(

３)

比
較
的
公
平
と
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
は
明
清
の

間
に
、
伝
本
こ
そ
絶
た
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
般
に
信
を
得
て
常
に
繙
か

れ
る
書
物
で
あ
っ
た
と
は
見
ら
れ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
の
勢
力
は

微
弱
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

(

４)

。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
本
書
を

取
り
上
げ
、
そ
の
版
本
に
つ
き
考
証
整
理
し
よ
う
と
試
み
る
所
以
は
、
専

ら
本
邦
中
近
世
期
に
於
け
る
頻
用
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
が
国
に
於
け
る

『

氏
族
大
全』

の
普
及
に
つ
い
て
は
、
先
ず
伝
本
の

如
何
に
拠
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
は
後
章
に
詳
述
し
た
い
が
、
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本
書
は
南
北
朝
期
以
降
に
受
容
の
跡
が
見
ら
れ
、
当
初
は
主
と
し
て
五
山

禅
林
に
於
い
て
学
ば
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
本
書
の
受
容
に

つ
い
て
、
早
く
芳
賀
幸
四
郎
氏
の
著
作
中
に
言
及
が
あ
り
、
五
山
僧
の
作
っ

た
日
録
、
抄
物
や
文
集
中
に
本
書
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
例
を
拾
遺
さ
れ

た

(

５)

。
ま
た
そ
れ
以
上
に
本
書
の
受
容
が
頻
繁
で
細
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
国
室
町
期
以
降
流
通
の
様
々
の
版
本
に
見
え
る
、

参
考
増
補
の
た
め
の
注
記
書
入
の
様
子
で
あ
り
、
屡
々

｢

排
韻
云｣

と
称

し
て
本
書
の
引
用
が
甚
し
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『

韻
府
群
玉』

元
元

統
二
年
刊
行
の
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
、
同

[
南
北
朝]

刊
行
の
熊
本
県
立
図

書
館
蔵
本
、『

新
増
説
文
韻
府
群
玉』

元
至
正
十
六
年
刊
本
の
三
井
高
堅

旧
蔵
本
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
等
、『

韻
府
群
玉』
の
諸
本
中
に
は
、

欄
上
や
行
間
、
貼
紙
の
上
に
、
本
書
の
引
文
補
注
や
校
字
の
結
果
を
附
記

し
て
互
注
す
る
伝
本
を
数
多
く
存
す
る
。
韻
事
の
実
践
に
つ
い
て
用
途
の

広
か
っ
た

『

韻
府
群
玉』

と
共
に
、
本
書
が
参
照
さ
れ
て
い
る
実
相
に
鑑

み
る
と
、
本
書
は
五
山
禅
僧
の
学
問
の
現
場
に
於
い
て
座
右
に
置
か
れ
繙

か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
と
揆
を
一
に
し
て
、
本
書
に
は

わ
が
国
独
自
の
複
製
が
三
度
に
も
渉
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
文
形

成
の
様
子
を
含
め
、
わ
が
国
の
中
近
世
期
に
行
わ
れ
た
学
問
が
ど
の
よ
う

な
版
本
情
況
に
拠
っ
て
成
立
し
て
い
た
か
を
、
伝
本
に
従
い
確
か
め
て
お

く
こ
と
に
も
一
定
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
十
集

元
闕
名
編

[

元]

刊

十
六
行
本

本
書
の
版
本
は
一
系
統
を
基
礎
と
し
、
本
版
は
そ
の
根
源
に
最
も
近
い

位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
後
続
の
版
種
中
、
本
版
の
覆
刻
本
が
広
く
流
布

し
、
本
邦
刊
出
の
本
は
こ
の
部
類
に
属
す
る
。
ま
た
直
接
間
接
の
翻
刻
本

も
数
種
見
出
さ
れ
、
諸
本
の
枢
要
を
成
し
て
い
る

(

図
版
一
、
二
参
照)

。

先
ず
綱
目

(

一
一
張)

、
首
題

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
下
に
一
格
を
低
し
集
目
、
直
下
に
小
字
に
て
声
目
を
附
し
、

次
行
低
三
格
に
韻
目
を
標
し

(

墨
囲

陰
刻)

、
次
行
よ
り
姓
氏
を
列
す
。
毎
行
十

段
、
毎
韻
改
行
し
て
癸
集
、
覆
姓
の
夾
谷
氏
に
至
る
。
十
行
十
六
字
格
、

末
行
下
辺
花
魚
尾
下
題

｢

氏
族
大
全
綱
目

〈

畢〉｣

。

巻
首
題

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全

(

隔
五
格

〈

或
九
格〉 )

甲

(

至
癸)

集

(
墨
囲
陰
刻

〈
或
陽
刻〉 )｣

、
次
行

｢

一
東

(

墨
囲

陰
刻)｣

等
韻
目
、
次
行
一
格
を
低
し
て

｢

馮

(
墨
囲

陰
刻)

〈

宮
音

始
平〉｣

等
と
姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
、

同
行
下
に
附
注

(
小
字

双
行)

、
次
行
低
五
格
に

｢

能
斷｣

等
と
章
目
を
標
し
、
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次
行
よ
り｢

馮
簡
子｣

以
下
本
文
。
記
事
の
末
に｢

左
襄
三
十
一
年(

小字)｣
等
と
引
書
目
を
附
す

(

間
々
欠
く)

。
ま
た
行
を
接
し
、
低
三
格

｢

女�
婚
姻

(
墨
囲

陰
刻)｣

と
標
し
て
、
さ
ら
に
章
目
本
文
を
附
す
。
ま
た
同
姓
の
末

尾
に
は
章
目
を
置
か
ず
圏
発
下
に
簡
略
の
伝
を
列
す
。
末
行
下
さ
ら
に
圏

発
を
打
っ
て
韻
藻
を
列
す
。
屡
々
毎
姓
改
張
。
全
編
左
の
如
し
。
な
お
本

書
は
、
姓
氏
を
含
ま
な
い
韻
に
つ
い
て
は
韻
目
を
掲
載
し
な
い
。

甲
集(

一
―
二
十
九
之
三
十
―
五
十
七
、
計
五
六
張)

(

上
平
声)
一
東
・
馮
―

十
虞
・
殳

乙
集(

四
八
張)

十
二
齊
・
齊
―
二
十
七
刪
・
環

丙
集(

四
二
張)

(

下
平
声)

一
先
・
田
―

九
麻
・�

丁
集(

五
二
張)

十
陽
・
陽
―�

戊
集(

一
―
卅
七
之
三
十
八
―
五
十
一
、
計
五
〇
張)

十
二
庚
・
程
―
二
十
七
咸
・
凡

己
集(

四
二
張)

(

上
声)

一
董
・
孔
―

九
麌
・�

庚
集(

四
〇
張)

十
一
薺
・
禰
―
五
十
三�
・
湛

辛
集(

一
―
四
十
至
四
十
一
―
五
十
七
、
計
五
六
張)

(

去
声)

一
送
・
貢
―
五
十
四
鬥敢
・
念

壬
集(

三
八
張)

(

入
声)

一
屋
・
陸
―
三
十
二
洽
・�

癸
集(

一
五
張)

(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

左
右
双
辺

(

一
八
・
七
×
一
二
・
〇
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
六
行
、
行
二

十
八
字
。
線
黒
口
、
双
黒
魚
尾

(

不
対
向

〈

或
対
向〉 )

、
上
尾
下
集
目
、
間
々
大
小

字
数
を
附
し

(

或
は
下
象
鼻)

、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題

｢

甲
集
終｣

等
、

大
尾
題

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
終

(

跨行)｣

。

こ
の
版
本
は
、
数
字
に
よ
る
巻
立
を
採
ら
ず
十
干
の
集
目
を
標
す
る
。

ま
た
姓
氏
等
の
附
注
を
除
き
同
一
の
字
格
を
以
て
構
成
さ
れ
、
毎
章
の
区

別
は
改
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
本
文
中
に
墨
釘
や
空
格
を
存
し
、
乙
集

第
九
張
前
半
第
五
行

(

以
下

｢

乙
９
前
５｣

等
と
略
記)

に

｢

崔�
子
八

人�官�共�晉�品木�與
球
■
■
世
以
擬
漢
荀
氏
八
龍｣

(

実
際
の
墨
釘
は
連
属
、
以

下
同)

と
、
丙
４
後
13
に

｢

邊
粛(

中
略)

李
奉
天
／
□
□
□
比
唐
修
文

館
学
士
好
事
者
號
爲
二
十
四
氣｣

と
、
丙
12
前
１
に

｢

姚�
(

中
略)

未
幾
果
以
□
帥
臣
被
劾｣

と
、
丙
12
前
３
に

｢

姚
勉
字
□
■
号
雪
坡｣

と
、
丙
39
後
14
に

｢

過
■
■
仕
宋
爲
秘
丞
宰�
縣｣

と
、
戊
６
前
８
に

｢

明
山
賓

(

中
略)

帝
命
裁
成
大
典

(

中
略)

嘉
礼
則
□
□
又
沈
約
徐
勉

等
參
評｣

と
、
戊
14
後
８
に

｢

縢
宗
諒

(

中
略)

邵
■
篆
号
四
絶｣

と
、

辛
31
後
12

｢

／
■
侍｣

、
辛
51
前
９

｢

氏
■
／｣

等
と
あ
る
が
、
嘱
目

の
版
本
を
見
る
限
り
、
ど
の
本
に
拠
っ
て
も
こ
れ
ら
の
箇
所
に
正
文
を
得

な
い

(
辛
集
の
二
例
は
空
格
が
正)

。
右
の
故
障
が
多
く
姓
名
称
号
の
所

に
生
じ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
書
承
や
翻
刻
の
問
題
で
は
な
く
、

― 273 ―



稿
本
に
不
明
の
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

〈

早
稲
田
大
学
図
書
館

ヌ
八
・
二
六
〇
三〉

五
冊

後
補
古
縹
色
表
紙

(

二
一
・
八
×
一
四
・
三
糎)

左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
首

冊
の
み
打
付
に

｢
新
編
排
韻

共
五｣

と
書
す
。
毎
冊
後
表
紙
中
央
打
付

に

｢

五
冊
全｣

と
書
す
。
改
糸
。
天
地
截
断
、
裏
打
修
補
。
綱
目
の
後
、

本
文
に
入
る
。
丙
至
戊
集
、
辛
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集

(

毎

声
一
冊)

。

室
町
期
と
見
ら
れ
る
朱
筆
を
以
て
標
批
圏
、
竪
批
句
点
、
行
間
校
改
校
注
、

稀
に
返
点
、
連
符
、
音
訓
送
仮
名
を
加
え
、
別
手
墨
筆
に
て
欄
外
校
注
並

に
本
文
鈔
補
を
施
し

(

巻
首
章
目
の
墨
囲
は
鈔
補)
、
又
欄
上
に
別
手
の

室
町
期
の
朱
墨
を
以
て
補
注
を
加
う
。
毎
冊
首
に
不
明
墨
印
影
を
存
す

(

６)

。

こ
の
本
の
甲
集
第
二
至
七
張
に
、
前
後
と
は
著
し
く
字
様
の
異
な
る
版

本
を
配
し
て
あ
る
。
ま
た
料
紙
も
異
な
る
か
と
見
え
、
別
本
の
補
配
か
と

疑
わ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
に
同
版
の
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

単
に
補
刻
で
あ
る
可
能
性
を
含
め
、
な
お
後
時
の
考
証
に
期
す
る
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

北
平
図
書
館
旧
蔵
書(M

icrofilm
)〉

一
冊

存
己
至
庚
集

明
晋
王
府
旧
蔵

存
二
集
。
表
紙
書
影
を
得
ず
。
裏
打
修
補
。
一
冊
二
集
。
摺
印
の
情
況
は

判
然
と
し
な
い
が
、
し
ば
し
ば
版
面
の
破
損
が
認
め
ら
れ
、
上
々
と
は
見

ら
れ
な
い
模
様
で
あ
る
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

晉
府
／
書
畫
／
之
印｣

朱
印
影(

明
晋
王
府
所
用)

、

首
尾
に

｢

國
立
北
／
平
圖
書
／
館
所
臧｣

朱
印
影
を
存
す
。

王
重
民
氏

『

中
国
善
本
書
提
要
補
編』

子
部
類
書
類
並
に
阿
部
隆
一
氏

『

中
国
訪
書
志』

(

昭
和
五
十
一
年
、
汲
古
書
院
、
同
五
十
八
年
増
訂)

三

五
二
頁
著
録
。

同

[

元
末]

刊

[

明
修]

覆

[

元]

刊
十
六
行
本

こ
の
版
本
は
前
出
十
六
行
本
の
覆
刻
と
認
め
ら
れ
る
が
、
綱
目
の
款
式

は
底
本
に
異
な
っ
て
い
る
。

先
ず
綱
目

(

六
張)

、
首
題

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目｣

、
次

行
花
口
魚
尾
圏
発
下
に
二
格
を
低
し

｢

甲
集〈

上
平
声〉｣

等
と
、
又
次
行

に
韻
目
を
標
し
、
直
下
よ
り
姓
氏
を
列
す
。
毎
韻
改
行
、
癸
集
の
覆
姓
入

声
夾
谷
氏
に
至
る
。

巻
首
題｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全(

隔
五

格

)

甲
集(

至
癸
集)

(

陰刻)｣

、
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次
行

｢

一
東(

墨
囲

陰
刻)｣

等
と
韻
目
を
標
し
、
次
行
低
一
格｢

馮(

墨
囲

陰
刻)

〈

宮

音

始
平〉｣

等
と
姓
氏
及
び
声
類
貫
籍
を
標
し
同
行
下
に
附
注(

小
字

双
行)

、

次
行
低
五
格

｢

能
斷｣

等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
姓
名

｢

馮
簡
子｣

以
下
の
本
文
、
末
尾
に｢〈

左
襄
三
十

年〉｣

等
と
引
書
目
を
附
す(

間
々

欠
く)

。
毎
章
改
行
。
又
行
を
接
し
、
低
二
格

｢

女�
婚
姻

(

墨
囲

陰
刻)｣

と

標
し
て
、
さ
ら
に
章
目
本
文
を
附
す
。
又
同
姓
の
末
尾
に
は
章
目
を
置
か

ず
、
圏
発
下
に
簡
略
の
伝
を
列
す
。

左
右
双
辺

(

一
八
・
三
×
一
二
・
一
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
六
行
、
毎
行

二
十
八
字
。
小
黒
口
、
双
黒
魚
尾

(

不
対

向

)
、
上
尾
下

｢

甲｣

等
集
目
、
下

尾
下
張
数
。
巻
尾
題

｢

某
集
終｣

、
大
尾
題

｢
新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族

大
全
終

(

跨行)｣

。

本
版
の
款
式
は
底
本
に
同
じ
、
左
記
の
伝
本
に
見
る
限
り
、
本
文
採
用

の
文
字
は

｢

為｣
｢

漢｣

等
と
、
簡
体
に
従
う
度
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
現
存
本
に
は
後
修
の
痕
跡
が
あ
り
、
甲
集
第
十
三
―
十
六
、
廿
九
之

三
十
、
三
十
一
―
五
、
四
四
至
四
十
五
―
六
張
以
下
の
張
子
は
匡
郭
四
周

双
辺
で
磨
滅
が
甚
し
く
、｢

爲｣

字
に
は
簡
体
を
用
い
な
い
等
、
旧
版
の

残
存
を
示
す
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
来
は
同
版
未
修

本
の
伝
存
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
ま
で
一
本
の
み
の

著
録
し
か
得
ら
れ
な
い
た
め
に
、
暫
時
右
の
如
く
明
修
と
標
記
し
た
。
ま

た
版
式
そ
の
他
、
巻
首
に
取
材
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
修
刻
に
係
る
か
と

推
さ
れ
る
。
参
考
の
た
め
に
記
し
て
置
く
と
、
旧
板
と
推
さ
れ
る
甲
集
第

十
三
張
の
匡
郭
内
径
は
一
八
・
二
×
一
二
・
一
糎
で
あ
る
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

二
〇
五
・
一
四

〇
三
〇
四
一〉

一
〇
冊

清
繆�
孫
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
三
×
一
五
・
七
糎)

、
素
絹
包
角
、
金�
玉
装
。

毎
冊
前
後
各
二
葉
の
宣
紙
を
副
え
る
。
綱
目
末
尾
の
半
張
分
は
原
紙
を
失

い
、
新
た
に
紙
料
を
加
え
匡
郭
と
界
線
の
み
鈔
補
。
甲
集
を
二
冊
に
分
か

ち
壬
至
癸
集
を
一
冊
に
収
め
る
他
は
毎
冊
一
巻
。

朱
筆
に
て
句
点
句
圏
批
点
批
圏
を
加
え
、
又
別
手
の
朱
筆
に
て
句
点
竪
点

を
、
墨
筆
に
て
本
文
校
改
、
行
間
欄
上
に
補
注
を
施
し
、
欄
上
に
標
点
を
、

破
損
部
に
鈔
補
を
加
う
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

如
／
錦｣

朱
印
影
、
巻

首
に
同

｢

古
／
愚｣

、
単
辺
楕
円
形
陽
刻

｢

冰
香
樓｣

朱
印
影
、
巻
首
及

び
第
五
、
八
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

友
年
所
見｣

朱
印
影
、
第
一
、
十
冊
尾

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

海
昌
／
陳�｣

｢

拾
遺
／
補
闕｣

、
第
三
、
九
冊
首
に

同

｢
海
昌
／
陳�｣

(

小)

、
同
小
判
形

｢

立
炎｣

、
第
七
冊
首
に
同
方
形

｢

陳
立
炎

(
隷書)｣

朱
印
影
、
第
十
冊
尾
に
同

｢��
斐
軒｣

朱
印
影
、
首
尾

に
同

｢

古
書
流
通
處

(

隷書)｣

朱
印
影
、
首
に
同

｢

雲
輪
閣｣

、
巻
首
に
同
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有
界

｢�
孫｣

朱
印
影

(

以
上
二
顆
清
繆�
孫
所
用)

を
存
す
。

該
本
巻
首
の
書
影
を

『

国
立
中
央
図
書
館
金
元
本
図
録』

丙
部
・
図
一

一
一
に
収
め
る(

書
入
や
印
影
を
抹
消)

他
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
現
在
、

国
家
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の｢

古
籍
影
像
検
索
系
統｣

(http://rarebook.

ncl.edu.tw
/rbook.cgi/)

に
て
閲
覧
で
き
る
。

同

[

明
初]

刊

覆

[

元]
刊
十
六
行
本

こ
の
版
本
も
知
見
一
例
の
み
で
、
し
か
も
残
本
の
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
て

い
る
。
以
下
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
に
よ
っ
て
得
た
特
徴
の
み
を
記
す
。
幸
い

に
巻
首
を
存
す
る
が
、
綱
目
の
様
子
等
、
底
本
に
合
致
す
る
。

先
ず
綱
目

(

一
一
張)

、
次
行
線
黒
魚
尾
下
に
一
格
を
低
し
集
目
、
次
行

三
格
を
低
し
て
韻
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
各
一
格
を
隔
て
姓
氏
を
列
す
。

尾
題

｢

氏
族
大
全
綱
目

〈

畢〉｣

巻
首
、
題
下
の
集
目
ま
で
九
格
を
隔
て
、
第
三
行
、
姓
氏
下
双
行
注
の
末

よ
り
下
辺
に
達
し
連
属
す
る
柱
状
の
墨
釘
を
存
す
。
本
文
の
字
体
は
、
初

編
の
標
目
を

｢

能
断｣

に
作
る
等
、
さ
ら
に
簡
略
の
度
を
増
す
、
但
し
巻

首

｢

爲｣

字
は
繁
体
を
残
す
。
ご
く
僅
か
に
文
字
の
増
減
を
認
む
。

単
辺
有
界
、
三
魚
尾
、
上
間
に
集
目
、
下
間

(

対向)

に
張
数
、
屡
々
双
魚

尾

(

対向)

。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

北
平
図
書
館
旧
蔵
書(M

icrofilm
)〉

二
冊

存
甲
至
乙
集

存
二
巻
。
表
紙
書
影
を
得
ず
。
裏
打
修
補
。
毎
冊
一
巻
、
綱
目
第
一
至
三
、

乙
集
第
三
十
五
以
下
の
張
子
を
欠
く
。

毎
冊
首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

國
立
／
北
平
圖
書
／
館
所
臧｣

印
影
を
存

す
。前

出
王
氏

『

補
編』

並
に
阿
部
志
三
六
二
頁
著
録
。

右
の
他
、『

浙
江
図
書
館
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類

(

三
六
四
頁)

に

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
十
集
十
卷

元
刻
本

邵
瑞
彭
跋
／

一
冊
／
存
三
卷

〈

甲･

乙･

丙
三
集〉

／〈

十
六
行
二
十
八
字

四
周
單
邊

白
口〉

4286｣

と
録
す
る
版
本
は
、
上
記
十
六
行
本
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
本
邦
覆
刻
の
十
六
行
本
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
順
序
で
あ
る
が
、

行
論
の
都
合
上
、
先
ず
元
末
明
初
の
翻
刻
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
、
次
で
少

し
く
年
代
を
溯
り
、
あ
ら
た
め
て
本
邦
の
版
刻
に
及
ぶ
。
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新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
十
巻

[

元
末]

刊

(

玉
融
書
堂)

二
十
行

翻

[

元]

刊
十
六
行
本

本
版
の
最
大
の
特
徴
は
全
編
を
巻
立
と
す
る
こ
と
で
、
款
式
の
上
で
も
、

題
目
以
下
編
集
上
の
目
子
を
大
字
に
、
本
文
は
小
字
双
行
の
扱
い
と
し
て
、

改
行
を
少
な
く
次
々
と
追
い
込
ん
で
行
く
形
を
取
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は

宋
末
か
ら
元
明
に
か
け
て
流
行
し
た
、
坊
刻
の
韻
書
類
書
や
詩
学
書
類
と

同
工
の
様
式
で
あ
り
、
版
式
字
様
も
そ
れ
ら
と
共
通
し
て
い
る

(

図
版
三

至
五
参
照)

。

封
面
、
双
辺
有
界
、
上
層

｢(

毎
字

改
行)

玉
融
書
堂｣
下
層

｢(

中
央
界
線
上

花
卉
形
陰
刻)

排

韻‖�
廣
事
類
／
氏
族
大
全

(

大書)｣

牌
記
。

先
ず
綱
目

(

一
四
張)

、
首
題

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
二
格
を
低
し
声
目
、

次
行
低
三
格
に
韻
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
低
一
格
以
下
に
声
類

(

墨
囲

陰
刻)
、

姓
氏
、
貫
籍

(

小字)

を
列
す
。
毎
行
五
段
。
巻
十
、
覆
姓
の
夾
谷
氏
に
至

る
。
十
行
二
十
一
字
、
尾
題

｢

氏
族
目
録

〈

畢〉｣

。

巻
首
題

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
巻
之
一

(

至
十)

(

大
字

跨
行)｣

、
次

行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し

｢

一
東

(

大
字

跨
行)｣

等
韻
目
、
次
行
圏

発
下
低
二
格

｢

馮

(

大
字

跨
行)｣

等
と
姓
氏
を
標
し
、
同
行
下
に
附
注

(

小字)

、

次
で
圏
発
下
に
韻
藻

(

小字)

を
附
し
、
次
行

｢

能
斷

(

大
字

跨
行)｣

等
と
章
目

を
標
し
、
直
下
よ
り
本
文

(

小字)

。
記
事
の
末
に

｢

左
襄
三
十
一
年

(

細字)｣

等
と
引
書
目
を
附
す

(

間
々
欠
く)

。
毎
姓

｢

女�
婚
姻

(

墨
囲
陰
刻

大
字
跨
行)｣

と

標
し
記
事
を
加
え
、
末
尾
に
は
さ
ら
に
簡
略
の
諸
章
を
列
し
、
各
圏
発
を

以
て
隔
す
。
毎
姓
改
行
。
全
編
を
十
巻
に
分
か
ち
、
左
の
よ
う
な
組
織
を

有
す
る
。

第
一
巻(

三
四
張)

(

上
平
声)

一
東
・
馮
―

十
虞
・
殳

第
二
巻(

三
〇
張)

十
二
齊
・
齊
―
二
十
七
刪
・
環

第
三
巻(

二
六
張)

(

下
平
声)

一
先
・
田
―

九
麻
・�

第
四
巻(

三
一
張)

十
陽
・
陽
―�

第
五
巻(

三
一
張)

十
二
庚
・
程
―
二
十
七
咸
・
凡

第
六
巻(

二
五
張)

(

上
声)

一
董
・
孔
―

九
麌
・�

第
七
巻(

二
五
張)

十
一
薺
・
禰
―
五
十
三�
・
湛

第
八
巻(

三
六
張)

(

去
声)

一
送
・
貢
―
五
十
四
鬥敢
・
念

第
九
巻(

二
七
張)

(

入
声)

一
屋
・
陸
―
三
十
二
洽
・�

第
十
巻(

一
二
張)

(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

四
周
双
辺(
二
〇
・
三
×
一
二
・
四
糎)

有
界
、
毎
半
張
二
十
行
、
毎
行
小

二
十
七
字
、
柳
公
権
様
式
。
中
縫
部
小
黒
口
、
双
線
黒
魚
尾

(

不
対

向

)

上
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尾
下
題

｢

氏
族
幾｣

、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏

族
大
全
巻
之
幾(

大
字

跨
行)｣

、
大
尾
題｢

排
韻
事
類
氏
族
大
全
十
巻
終(

大
字

跨
行)｣

。

本
版
は
前
掲
十
六
行
本
の
集
目
を
廃
し
十
巻
と
す
る
が
、
実
態
は
十
集

本
の
組
織
と
同
等
で
、
本
文
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
く
、
増
刪
も
見
当
た
ら
な

い
。
た
だ
第
一
巻
、
五
支
韻
中

｢

危｣

氏
条
に
、
十
六
行
本
の
系
統
に
は

宋
の
危�
の
小
伝
を
存
す
る
が
、
本
版
に
は
こ
れ
を
廃
し
、｢

危｣

氏
に

詳
注
を
施
し
て

｢

望
族
。
汝
南
。
得
姓
姫
周
、
始
封
洛
陽
王
。
後�千
光
之

固
始

(

中
略)

朝
議
大
夫
臨
川�
、
殿
中
侍
御
史
樵
、
昭�
、
與
今

中

書
参
知
政
事
臨
川
素
、
皆
其
裔
。
至�
五
十
八
世
、
而
洛
陽
固
始
武
夷
祖

墓
倶
無
虞
、
子
孫
皆
有
而
江�
尤
多
焉｣

の
長
文
を
存
す
る
こ
と
は
独
特

で
あ
る
。
ま
た
本
版
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
、
右
氏
族
注
中
に
、
元
末
明

初
の
大
官
で
あ
っ
た
危
素
に
つ
き

｢

中
書
参
知
政
事｣
と
記
す
の
は
、
素

の
中
書
参
知
政
事
で
あ
っ
た
至
正
二
十
至
二
十
四
年

(

一
三
六
〇
―
四)

間
の
著
述
と
見
ら
れ

(

７)

、
本
版
の
刊
行
は
そ
れ
以
降
と
見
な
さ
れ
る
。

該
本
所
用
の
字
体
は
、
元
末
坊
刻
の
常
と
し
て
簡
略
の
省
画
体
を
混
用

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
版
本
に
照
ら
し
、｢

與｣
｢

爲｣
｢

漢｣

｢

遷｣
｢

號｣
｢

無｣

等
、
簡
体
を
常
用
す
る
文
字
に
つ
い
て
も
屡
々
繁
体

を
用
い
、
巻
首
に
於
い
て
は
殊
に
よ
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
版
本

文
中
に
存
す
る
墨
釘
は
、
第
二
巻
第
六
張
前
半
第
四
行
左

(

以
下

｢

二
６

前
４
左｣

等
と
略
記)

｢

球
■
■
世｣

、
三
３
後
４
右

｢

／
■
■
■
比｣

、

三
８
前
１
右

｢

以
■
／
帥｣

、
同

｢

字
■
■
号｣

、
三
24
後
４
右

｢

過
■

■
仕｣

、
五
４
前
７
左

｢

則
■
又｣

、
五
９
前
６
右

｢

邵
■
／
篆｣

等
と
あ

り
、
い
ず
れ
も
前
掲
十
六
行
本
以
来
の
墨
釘
又
は
空
格
を
引
継
い
だ
も
の

で
、
墨
釘
を
増
さ
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
こ
れ
を
補
う
こ
と
も
全
く
為
さ

れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
相
補
わ
ず
妄
従
す
る
形
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
消

極
的
継
承
関
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
十
集
十
六
行
本
と
十
巻
二
十
行

本
の
先
後
を
考
え
る
と
、
一
見
し
て
前
者
が
素
朴
の
款
式
を
有
し
、
元
来

の
形
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
標
目
を
強
調
し
つ
つ
本
文
を
追
い

込
み
、
張
数
の
少
な
い
後
者
は
、
商
業
的
に
よ
り
洗
練
さ
れ
た
形
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
に
本
文
校
改
の
労
力
も
省
か
れ
た
と

言
え
よ
う
か
。

と
こ
ろ
で
十
集
十
六
行
本
で
は
、
毎
姓
の
字
目
に
附
注
し
て
姓
字
の
声

類
と
貫
籍
と
を
示
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
十
巻
二
十
行
本
で
は
本
文
中
に

欠
い
て
お
り
、
首
の
綱
目
中
、
姓
字
の
前
後
に
附
記
し
、
ま
と
め
て
示
す

形
が
採
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
配
置
の
異
同
は
可
逆
的
と
考
え
得
る
が
、

声
類
を
示
す
文
字

(

宮
商
角
徴
羽
の
音
名
に
仮
託
し
て
声
母
の
種
類
を
指

し
た
附
注

(
８))

は
、
両
者
で
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
今
、
上
平
声
の
一
東
、

十
虞
韻
の
部
分
に
つ
い
て
表
示
し
、
両
者
を
比
較
し
て
見
る
。
下
段
に
は
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『
通
志』

七
音
略
と

『

古
今
韻
会
挙
要』

に
よ
り
、
両
書
に
於
け
る
当
該

字
の
声
母
注
記
を
掲
げ
た

(

９)

。

(

字
目)(
十
六
行
本)(

二
十
行
本)

(

通
志)

(

古
今
韻
会
挙
要)

一
東

馮

宮
音

宮

羽

次
宮
濁
音

熊

宮
音

羽

―

羽
濁
音

童

徴
音

徴

―

徴
濁
音

洪

角
音

羽

宮

羽
濁
音

戎

羽
音

商

半
商
徴

半
商
徴
音

翁

商
音

羽

宮

羽
清
音

�中
商
音

商

―

次
商
濁
音

終

徴
音

商

商

次
商
清
音

�
角
音

商

―

商
清
音

宮

角
音

角

―

角
清
音

�豊
宮
音

宮

―

次
宮
次
清
音

豐

―

宮

羽

次
宮
次
清
音

蒙

―

宮

羽

宮
次
清
音

東

徴
音

徴

徴

徴
次
清
音

通

商
音

徴

徴

徴
次
清
音

紅

宮
音

羽

―

羽
濁
音

公

羽
音

角

角

角
清
音

充

宮
音

商

商

次
商
次
清
音

融

宮
音

羽

半
徴
商

羽
次
濁
音

弓

羽
音

角

角

角
清
音

風

―

宮

羽

次
宮
清
音

十
虞

虞

角
音

角

角

角
次
濁
次
音

胡

羽
音

羽

宮

羽
濁
音

盧

商
音

商

半
徴
商

半
徴
商
音

朱

角
音

角

商

次
商
清
音

蘇

羽
音

羽

商

商
次
清
次
音

呉

羽
音

羽

―

角
次
濁
音

于

羽
音

羽

半
徴
商

角
次
濁
次
音

兪

角
音

角

半
徴
商

羽
次
濁
音

符

宮
音

宮

―

次
宮
濁
音

苻

角
音

角

―

次
宮
濁
音

蒲

角
音

角

羽

徴
濁
音

烏

羽
音

羽

宮

羽
清
音
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塗

―

徴

―

徴
濁
音

�余
―

徴

―

徴
濁
音

須

―

角

商

角
次
清
次
音

瞿

―

角

―

角
濁
音

扶

―

宮

羽

次
宮
濁
音

都

―

徴

徴

徴
清
音

殳

―

商

―

次
商
次
濁
次
音

右
の
表
を
見
る
と
、『

古
今
韻
会
挙
要』

の
次
宮
、
次
商
音
を
宮
、
商
に

含
め
、
半
商
徴
、
半
徴
商
音
を
商
、
徴
と
見
な
せ
ば
、
ま
ず
一
東
韻
に
於

い
て
、
十
六
行
本
は

『

通
志』

に
も

『

韻
会
挙
要』

に
も
合
わ
ず
、
二
十

行
本
は
常
に

『

韻
会
挙
要』

と
同
じ
声
類
を
注
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
十

虞
韻
に
於
い
て
は
、
十
六
行
本
は
同
様
に
無
原
則
に
注
記
す
る
の
に
対
し
、

二
十
行
本
は

｢

虞｣

よ
り

｢

烏｣

ま
で
を
十
六
行
本
と
同
じ
に
作
り
、
同

本
に
注
記
を
欠
く
韻
末
の
七
字
に
つ
い
て
は

『

韻
会
挙
要』

に
従
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
元
来
の
声
類
注
記
は
無
軌
道
に
附
さ
れ
て

い
た
の
を
、
二
十
行
本
刊
刻
時
に
本
文
中
よ
り
除
き
、
新
た
に
綱
目
に
正

し
い
声
類
を
注
し
た
が
、
改
正
を
怠
り
十
六
行
本
に
従
う
部
分
が
残
さ
れ

た
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
仮
に
二
十
行
本
か
ら
十
六
行
本
が
出
た
と
考

え
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
誤
っ
た
注
を
本
文
中
に
移
入
し
た
こ
と
に
な
り
、
甚

だ
不
都
合
で
あ
っ
て
、
款
式
の
洗
練
、
張
数
の
縮
少
等
の
現
象
と
揆
を
一

に
し
て
、
十
六
行
本
よ
り
二
十
行
本
が
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
本
版
の
刊
者
と
し
て
標
出
し
た
玉
融
書
堂
の
名
は
、
後
掲
故
宮
博

物
院
蔵
本
の
封
面
に
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
刊
者
に
該
当
し
な
い
可
能
性

を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
本
が
比
較
的
早
印
で
あ
る
な
ど
、
刊
者
に
措
定

し
て
不
審
が
な
い
た
め
、
当
面
通
説
に
従
っ
た
。
玉
融
書
堂
は
、
該
本
刊

出
の
他
に
事
蹟
を
得
ず
、
活
動
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
難
し
い
。
本
版
の

版
式
字
様
を
見
る
限
り
建
安
周
辺
の
書
肆
と
推
測
さ
れ
る
が
、
他
に
確
証

を
得
な
か
っ
た
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院

楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書〉

六
冊

清
原
家
旧
蔵

清
原
国
賢
秀
相
手
沢

後
補
古
渋
引
表
紙

(

二
六
・
一
×
一
五
・
七
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し
て

｢

氏
族
排
韻

〈

第
幾
／
声
目〉｣

と
書
し
、
右
肩
目
録
題
簽
を
貼
布
し
巻
数

韻
目
を
列
記
す
。
左
下
方
打
付
に
国
賢
の
筆
に
て

｢

青
松｣

と
書
す
。
首

冊
の
み
右
下
方
綫
外
に

｢

共
六｣

と
書
す
。
天
地
截
断
、
裏
打
修
補
。
扉

の
位
置
に
玉
融
書
堂
の
封
面
、
素
紙
印
。
首
冊
綱
目
、
第
二
冊
の
首
に
楊

氏
影
像
を
附
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
二
巻

(�)

。

朱
筆
に
て
竪
、
句
点
、
間
々
返
点
、
連
符
、
音
訓
送
仮
名
を
加
え
、
ご
く
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稀
に
欄
上
に
朱
墨
の
補
注
を
施
す
。
但
し
仄
声
で
は
疎
に
遷
る
。
末
冊
、

後
副
葉
に

｢

雲
州
松
江
天
神
橋
邊
骨
董
家
購
之｣

の
墨
識
あ
り
。
目
首
及

び
巻
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

清
原｣

｢

秀
／
相｣

朱
印
影
、
毎
冊
首
に
単

辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
影

(

朱
滅)

、
単
辺
圭
形
陽
刻

｢

藍
川
家
藏

(

楷

書)｣

墨
印
影
、
巻
首
に
同

｢

楊
印
／
守
敬

(

楊
守
敬
印)｣

、
単
辺
方
形

陽
刻

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

、
方
形
陰
刻

｢

宜
都
／
楊
氏
藏
／
書

記｣

、
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢
飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

朱
印
影

(

以
上
四

顆
楊
守
敬
所
用)

を
存
す
。

該
本
の
目
首
及
び
巻
首
の
書
影
を
楊
氏

『
留
真
譜』

巻
六
に
収
め
る
。

ま
た
阿
部
志
一
一
六
頁
に
著
録
が
あ
る
。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

五
五
六
・
四
七〉

四
冊

後
補
古
丹
表
紙

(

二
五
・
五
×
一
五
・
三
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

氏

族
韵

〈

声
目〉｣

と
書
す
。
首
冊
の
み
右
肩
打
付
に
別
筆
に
て

｢
律

〈
共

四〉｣

、
右
下
方
綫
外
に

｢

共
四
冊｣

と
書
す
。
破
損
修
補
。
綱
目
を
存
し

本
文
に
入
る
、
毎
声
一
冊
、
但
し
去
、
入
声
、
覆
姓
を
合
す
。
や
や
後
印
。

室
町
期
朱
竪
批
句
点
、
標
圏
、
室
町
期
墨
欄
上
校
注
を
加
う
。
毎
冊
首
に

単
辺
鼎
形
陽
刻

｢

可
／
中｣

朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

御
府
／
圖
書｣

朱
印
影
を
存
す
。

該
本
全
巻
の
書
影
を
線
装
の

『

日
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
元
版
漢
籍
影

印
叢
書』

中
に
収
め
る
が
、
分
冊
を
変
え
、
邦
人
の
書
入
や
印
記
は
全
て

抹
消
さ
れ
て
い
る
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

北
平
図
書
館
旧
蔵
書

(M
icrofilm

)〉

二
冊

存
巻
二
至
七

無
文
暗
色
表
紙
、
左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し

｢

氏
族
大
全

〈

二〉｣

等
と
書

す
。
蝴
蝶
装
。
第
一
冊
に
第
二
至
四
巻
、
第
二
冊
に
第
五
至
七
巻
を
収
む
。

や
や
後
印
。
毎
冊
首
尾
に｢

國
立
北
／
平
圖
書
／
館
所
臧｣

印
影
を
存
す
。

王
氏

『

補
編』

子
部
類
書
類
及
び
前
出
阿
部
志
三
五
二
頁
著
録

(�)

。

右
の
他
、『

中
国
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に
録
す
る

｢

新
編
排

韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
十
卷

〈

明
刻
本

明
繆
雲
鳳
跋〉

九
六
二
五

(

南
京
図
書
館
収
蔵)｣

と
は
、
同
目
稿
本
に
よ
る
と

｢

十
行
十
九
字
小
字

双
行
二
十
七
字
細
黒
口
四
周
双
辺｣

の
版
式
で
あ
り
、
本
版
ま
た
は
本
版

の
覆
刊
に
係
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

新
編
排
韻
増�
事
類
氏
族
大
全
十
集

明
永
樂
十
七
年

(

一
四
一
九)

刊

(

日
新
書
堂)

十
七
行
本
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翻

[

元]

刊
十
六
行
本

こ
れ
は
前
出
十
六
行
本
の
、
毎
行
の
字
数
は
そ
の
ま
ま
に
、
半
張
の
行

数
を
増
し
て
張
数
の
節
約
を
図
っ
た
版
本
で
あ
る
。
従
っ
て
積
極
的
な
本

文
の
増
刪
や
改
修
等
は
な
く
、
十
六
行
本
の
翻
版
と
言
っ
て
差
支
え
な
い

(

図
版
六
至
八
参
照)

。
但
し
綱
目
に
は
二
十
行
本
の
体
裁
を
逐
う
。

先
ず
綱
目

(

一
三
張)

、
首
題

｢
新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
下
に
一
格
を
低
し
集
目
、
次
行
二
格
を
低
し
て
声
目
を
附

し
、
次
行
低
三
格
に
韻
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
声
類

(

小
字
、

墨
囲
陰
刻)

、
姓
氏
、

貫
籍

(

小字)

を
列
す
。
毎
行
五
段
。
巻
十
、
覆
姓
夾
谷
氏
に
至
る
。
十
一

行
二
十
字
、
末
行

｢

氏
族
目
録

〈

畢〉｣

。

右
の
綱
目
尾
題
前
に
双
辺
有
界

｢

永
樂
己
亥
孟
春
／
日
新
書
堂
新
栞｣

牌

記
を
存
す
。

日
新
書
堂
は
、
元
至
正
年
間
前
後
に
活
動
し
た
建
安
の
書
舗
、
劉
錦
文

(

字
叔
聞)

日
新
堂
の
後
裔
と
思
わ
れ
る
。
明
代
の
刻
書
は
嘉
靖
に
至
り
、

概
そ
弘
治
、
正
徳
の
間
に
活
発
で
あ
る

(�)
。

巻
首
題｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全(

隔
五

格

)

甲(

至
癸)

集(

墨
囲

陰
刻)｣

、

次
行

｢

一
東

(

墨
囲

陰
刻)｣

等
韻
目
、
次
行
一
格
を
低
し
て

｢

馮

(

墨
囲

陰
刻)

〈

宮

音

始
平〉｣

等
と
姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
、
同
行
下
に
附
注

(

小
字

双
行)

、
次
行
低
五
格
に

｢

能
斷｣

等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り

｢

馮

簡
子｣

以
下
本
文
、
底
本
に
同
じ
。
全
編
左
の
如
し
。

甲
集

(

五
〇
張)

(

上
平
声)

一
東
・
馮
―

十
虞
・
殳

乙
集

(

四
四
張)

十
二
齊
・
齊
―
二
十
七
刪
・
環

丙
集

(

三
八
張)

(

下
平
声)

一
先
・
田
―

九
麻
・�

丁
集

(

四
八
張)

十
陽
・
陽
―�

戊
集

(

四
五
張)

十
二
庚
・
程
―
二
十
七
咸
・
凡

己
集

(

三
八
張)

(

上
声)

一
董
・
孔
―

九
麌
・�

庚
集

(

三
五
張)

十
一
薺
・
禰
―
五
十
三�

・
湛

辛
集

(

五
〇
張)

(

去
声)

一
送
・
貢
―
五
十
四�

・
念

壬
集

(

三
五
張)

(

入
声)

一
屋
・
陸
―
三
十
二
洽
・�

癸
集

(

一
四
張)

(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

四
周
双
辺

(

一
八
・
二
×
一
二
・
八
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
七
行
、
行
二

十
八
字
。
小
黒
口
、
双
黒
魚

(

不
対

向

)

、
上
尾
下

｢

氏
族
甲｣

等
、
下
尾
下

張
数
。
巻
尾
題

｢

甲
集
終｣

等
、
大
尾
題

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大

全
終

(

隔
三

格

)

癸
集

(

墨
囲

陰
刻)

(

跨行)｣

。

本
版
本
文
の
文
字
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
底
本
の

[

元]

刊
十
六
行

本
を
受
け
、
字
画
の
節
略
を
さ
ら
に
進
め
、
巻
首
よ
り
簡
体
を
頻
用
し
て

い
る
。
ま
た

[
元]

刊
以
来
の
墨
釘
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
補
う
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こ
と
な
く
保
存
し
、
底
本
の
丙
集
第
十
一
張
後
半
第
十
五
行
に

｢

姚�
宋

南
渡
後
人
号
雪
坡
以
功
除�
守｣

の

｢�｣
字
の
旁
が
版
面
の
故
障
で
不

明
瞭
で
あ
っ
た
の
を
、
本
版
で
は
既
に
墨
釘
に
作
る
等
、
新
た
に
増
加
し

た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
但
し
綱
目
の
款
式
を
独
自
に
変
更
し
た
上
、
姓

氏
の
前
後
に
声
類
、
貫
籍
を
注
す
る
十
行
本
の
様
式
を
取
入
れ
て
お
り
、

そ
の
声
類
注
が
十
行
本
の
ま
ま
で
、
十
六
行
本
よ
り
引
継
い
だ
巻
内
の
声

類
注
と
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
版
が
両
者
の
折
衷
に
よ
り
成
っ
た

こ
と
を
証
し
て
い
る
。

〈

天
理
図
書
館

二
八
二
・
二
・
イ
一
七〉

五
冊

狩
谷�
斎

小
津
桂
窓
旧
蔵

後
補
渋
引
表
紙

(

二
三
・
〇
×
一
五
・
五
糎)

左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
右
肩

よ
り
打
付
に
室
町
期
の
筆
に
て
集
韻
目
、
左
下
方

｢

声
目

幾｣
、
右
下

方

｢

全
五
策｣

と
書
す
。
ま
た
上
小
口
よ
り
表
紙
大
の
剪
紙
を
貼
附
、
室

町
末
の
筆
に
て

｢

排

声
目

[
]

全
五
策｣

と
書
し
、
右
肩
よ
り
又
別

筆
の
朱
墨
に
て
姓
氏
を
列
記
す
。
裏
打
改
装
。
首
冊
前
見
返
し
に
小
簽
を

貼
布
し

｢

月
四

〈

全
五〉｣

墨
書
、
直
下
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

西
荘

[

文

庫]
(

楷書)｣

朱
印
影

(

小
津
桂
窓
所
用)

を
存
す
。
綱
目
の
後
、
本
文
に

入
る
。
丙
至
戊
集
、
辛
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集(

毎
声
一
冊)

。

室
町
期
の
朱
筆
に
て
標
圏
、
合
竪
批
句
点
、
稀
に
欄
上
朱
墨
補
注
、
又
別

手
朱
墨
補
注
を
存
す
。
毎
冊
首
に
双
辺
亀
甲
形
陽
刻

｢�
齋｣

朱
印
影
、

大
尾
に
双
辺
楕
円
形
陽
刻

｢

桂�
｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

静
嘉
堂
文
庫

陸
氏�

宋
楼
旧
蔵
書

四
・
七
二〉

十
冊

甲
至
乙
集
配
同
版
本

後
補
香
色
表
紙

(

二
四
・
五
×
一
五
・
五
糎)

右
下
方
綫
外
打
付
に
冊
序

数
を
書
す
。
襯
紙
改
装
。
虫
損
修
補
。
前
副
葉
、
白
宣
紙
。
綱
目
は
配
本

の
う
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
永
楽
の
牌
記
を
欠
く
。
毎
冊
一
集
。

間
々
清
人
と
思
わ
れ
る
朱
筆
を
以
て
竪
批
点
、
批
句
圏
、
欄
上
同
朱
墨
補

注
を
加
え
、
別
朱
句
点
、
又
別
墨
欄
上
行
間
補
注
、
鈔
補
、
藍
筆
欄
上
標

圏
を
施
す
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

歸
安
陸
／
樹
聲
臧
／
書
之
記｣

、
方

形
陰
刻

｢

歸
安
陸
／
樹
聲
叔
／
桐
父
印｣

朱
印
影
を
存
す

(

二
顆
清
陸
心

源
所
用)

。

『

儀
顧
堂
続
跋』

巻
十
一
に

｢

元
槧｣

と
し
て
著
録
、
以
来
元
版
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
版
本
で
あ
る
が
、
実
は
明
永
楽
十
七
年
刊
本
の
、
牌
記

の
み
を
去
っ
た
も
の
で
あ
る

(�)
。
ま
た
装
訂
の
異
な
る
首
二
冊
は
補
配
に
係

る
た
め
、
左
に
別
掲
し
た
。
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〈
静
嘉
堂
文
庫

陸
氏�
宋
楼
旧
蔵
書

四
・
七
二
の
う
ち〉

丙
至
癸
集
配
同
版
本

存
甲
至
乙
集

(

十
冊
の
う
ち
二
冊)

。
金�
玉
装

(

但
し
下
辺
は
補
わ
ず
、

原
紙
高
二
二
・
九
糎)

。
首
に
綱
目
を
存
す
。
但
し
末
葉
の
後
半
を
刪
去

し
永
楽
の
牌
記
を
存
し
な
い
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢
金
陵
／
放
客｣

朱
印
影
を
存
す
。
そ
の
他
、
全
般

に
渉
る
事
項
は
前
記
し
た
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院

昭
仁
殿
旧
蔵
書〉

六
冊

清
揆
敍
旧
蔵

新
補
藍
色
絹
表
紙

(

二
三
・
〇
×
一
六
・
八
糎)
左
肩
黄
櫨
染
絹
題
簽
を

貼
布
し
双
辺
中

｢

元
板
新
編
排
韻
増
廣
氏
族
大
全｣

の
題
目
を
書
す
。
同

絹
包
角
、
破
損
修
補
、
襯
紙
改
装
。
毎
冊
前
後
宣
紙
副
葉
。
首
に
綱
目
を

存
す
、
但
し
牌
記
刪
去
。
甲
、
辛
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
二
集
。

丙
集
第
二
、
二
十
五
張
、
丁
集
第
二
十
四
張
、
己
集
第
十
四
張
、
辛
集
第

九
、
二
十
八
張
鈔
補
。

間
々
朱
竪
句
点
書
入
、
稀
に
欄
上
校
注
を
存
し
、
全
編
に
別
手
朱
筆
に
て

標
批
圏
、
批
句
点
、
校
改
、
同
墨
欄
上
校
注
を
施
す
。
首
及
び
戊
集
首
に

方
形
陰
刻

｢

束
軒｣

｢

翰
林
／
故
家｣

朱
印
影
、
毎
冊
首

(

修
補
紙
上)

に
同

｢

謙
牧
／
堂
藏
／
書
記｣

、
毎
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

兼
牧
／
堂

書
／
畫
記｣

朱
印
影

(

以
上
二
顆
清
揆
敍
所
用)

、
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

天
禄
／
繼
鑑｣

、
毎
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

天
禄
／
琳
琅｣

、
毎
冊
首

尾
に
単
辺
紡
錘
形
陽
刻

｢

乾
隆
／
御
覽
／
之
寶｣

朱
印
影
、
毎
冊
前
後
副

葉
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

五
福
／
五
代
／
堂
寶｣

｢

八
徴
／
耄
念
／
之
寶｣

｢

太
上
／
皇
帝
／
之
寶｣

朱
印
影
を
存
す
。

『

天
禄
琳
琅
書
目
後
編』

巻
十
、
ま
た
阿
部
志
二
六
七
頁
に

｢[

元
末
明

初
間
・
建]

刊｣

本
と
し
て
著
録

(�)

。

右
の
他
、『

嘉
業
堂
善
本
書
影』

巻
四
に
収
録
の
存
己
至
癸
集
葉
昌
熾

附
跋
本
は
こ
れ
に
同
版

(�)

、
上
海
図
書
館
協
力
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
東
亜
図
書
館
編
集

(

陳
先
行
氏
主
編)

『

柏
克�
加
州
大
学
東

亜
図
書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志』

(

二
〇
〇
五
年
、
上
海
古
籍
出
版
社)

子
部
類
書
類
に
著
録
の
一
本

(

四
五
〇
番)

は
、
巻
首
に
図
版
も
存
し
同

版
と
確
認
さ
れ

(

日
本
伝
来
本)

、
さ
ら
に
著
録
の
又
一
本

(

四
五
一
番)

は
、
存
己
至
癸
集
、
葉
昌
熾
附
跋
の
劉
承
幹
旧
蔵
書
、
即
ち
前
記

『

嘉
業

堂
善
本
書
影』

収
録
本
そ
の
も
の
の
由
で
あ
る
。
ま
た

『

中
国
古
籍
善
本

書
目』
子
部
類
書
類
に
録
す
る
本
書｢

元
刻
本｣

の
一(

九
六
二
三)

は
、

同
書
稿
本
に
拠
れ
ば
十
七
行
二
十
八
字
上
下
細
黒
口
左
右
双
辺
双
魚
尾
の

― 284 ―



版
式
で
あ
り
、
完
本
の
上
海
図
書
館
蔵
本
、
蘇
州
市
図
書
館
蔵
本
、
残
本

の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
、
鎮
江
市
博
物
館
蔵
本
の
四
部
は
本
版
も
し
く

は
同
系
の
版
本
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る

(�)
。

同

[

南
北
朝]
刊

覆
[

元]

刊
十
六
行
本

右
の
永
楽
刊
十
七
行
本
に
先
立
つ
版
刻
に
、[

元]

刊
十
六
行
本
を
覆

し
た
本
邦
南
北
朝
期
刊
行
の
版
本
が
あ
り
、
世
上
五
山
版
と
し
て
流
布
し

て
い
る
。
該
版
の
款
式
字
様
は
、
細
か
な
点
に
至
る
ま
で
底
本
の
そ
れ
を

映
し
て
い
る
。
こ
の
版
に
つ
い
て
は
早
く
川
瀬
一
馬
氏『

五
山
版
の
研
究』

(

昭
和
四
十
五
年
、
日
本
古
書
籍
商
協
会)

に
整
理
著
録
さ
れ
、
初
印
本
、

明
徳
四
年
印
本
、
後
印
本
の
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
次
に
解

題
の
上
、
標
記
の

[

元]

刊
本
が
底
本
に
当
た
る
こ
と
、
三
度
目
の
印
本

は
後
修
に
係
る
こ
と
を
指
摘
し
補
い
た
い
。
な
お
解
題
に
つ
い
て
は
、
底

本
に
異
な
る
点
の
み
を
記
す

(

図
版
九
至
十
一
参
照)

。

先
ず
綱
目
、
首
第
二
行
の
魚
尾
、
第
三
行
の
韻
目
黒
牌
墨
囲
せ
ず
。

巻
首
題
下
集
目
墨
囲
せ
ず
、
姓
氏
陰
刻

(

間
々
陽
刻)

。
巻
立
張
数
も
底

本
に
同
じ
。

左
右
双
辺

(

一
八
・
六
×
一
二
・
〇
糎)

。
小
黒
口
、
上
魚
尾
下
題

｢

氏

甲｣

等
、
大
尾
題
下
未
刻
墨
釘
。
そ
の
他
、
瑣
事
に
渉
る
が
、
甲
集
第
二

十
一
張
前
半
第
七
行

(

以
下

｢

甲
21
前
７｣

等
と
略
記)

よ
り
三
条
ほ
ど

未
刻
の
行
を
遺
し
、
集
目
張
数
並
に
木
目
状
の
同
心
円
陰
刻
、
乙
12
後
末

尾
未
刻
部
に
顔
相
戯
刻
、
丙
１
至
８
大
黒
口
、
己
22
前
10
よ
り
未
刻
部
、

鏡
映
し
に

｢

月
雨｣

と
陰
刻
、
同
42
後
未
刻
部
同

｢

大｣

と
陰
刻
、
庚
40

前
６
至
９
並
に
14
至
15
未
刻
等
の
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
版
本
で
も

[

元]

刊
十
六
行
本
以
来
改
修
さ
れ
な
い
墨
釘
を
、
そ

の
ま
ま
に
存
す
る
か
、
或
い
は
空
格
と
し
て
処
理
す
る
上
、
新
た
に
相
当

数
の
墨
釘
を
増
し
て
い
る
。
底
本
の
甲
25
後
16

｢

危�
字
逢
吉
號
驪
塘
宋

嘉
定
中
柴
與
之
得
謫｣

の

｢

謫｣

字
が
、
底
本
の
版
面
不
良
の
た
め
判
読

の
難
し
い
所
、
こ
の
本
で
は

｢

得
■｣

と
墨
釘
に
作
り
、
同
様
に
丙
11
後

15

｢

姚�
宋
南
渡
後
人
号
雪
坡
以
功
除�
守｣

の

｢�｣

字
の
旁
を
墨
釘

に
作
り
、
戊
48
前
３

｢

閻
温｣

条
の
引
書
目

｢

魏
志｣

を

｢

魏
■｣

に
作

り
、
己
17
後
10

｢

我
女
縦
薄
命
何
能
嫁｣

の

｢

薄
命｣

を
、�
改
し
て

｢
婆
命｣

と
誤
刻
し
、
庚
26
後
13

｢

幸�
建
昌
人｣

を

｢

幸
■｣

に
作
る

等
、
底
本
不
良
部
分
の
放
置
ま
た
は
妄
改
が
目
立
ち
、
本
版
本
文
の
性
格

を
露
呈
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
款
式
字
体
や
字
様
の
相
似

に
止
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
本
文
の
劣
化
に
は
、[

元]

刊
本
の
版
面
の
故
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障
が
直
接
の
原
因
を
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
覆
刻
の
関
係
が
明

ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
版
で
は
字
形
の
相
似

に
由
来
す
る
初
歩
的
な
誤
刻
を
数
多
く
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
枚
挙
に

暇
を
得
な
い
が
、
甲
５
後
13

｢

熊
皎
號
九
華
山
人
工
詩
早
行
詩
云
山
前
猶

見
月
百
上
來
逢
人｣

の
末
句
は

｢

陌
上
未
逢
人｣

の
誤
り
で
あ
り
、
甲
７

後
４

｢

洪
興
祖

(

中
略)
張
周
与
諸
州
学
宮｣

は

｢

学
官｣

、
甲
38
前
１

｢

虞

〈

角
音

陳
留

蕣
有
天
下
曰

(
下
略)〉｣

は

｢

舜｣

、
甲
47
前
10

｢

朱
仁
軌

(

中
略)

終
身
譲
畔
不
朱
一
段｣
は

｢

不
失
一
段｣

、
乙
29
前
２

｢

孫�
與�
涓
同
學

(

中
略)

後
涓
爲
魏
將
我
韓
齊｣

は

｢

伐
韓
齊｣

、
丁

10
前
４

｢

王�
字
少
林
嘗
諸
京
師｣

は

｢

詣
京
師｣
、
丁
14
後
11

｢

王
播

字
明
■
徴
時
客
楊
州
木
蘭
守｣

は

｢

微
時
客
楊
州
木
蘭
寺｣
、
己
38
後
１

｢�
易

(

中
略)

長
史
袁
彖
欽
其
風
贈
以
鹿
角
書
格
蚌
盤
蚌
研
无
筆｣

は
｢

牙
筆｣

、
庚
１
後
７

｢

米�(
中
略)

天
留
米
者
庵｣

は

｢

米
老
庵｣
、

庚
36
前
３

｢

范
武
字
巨
卿｣

は

｢

范
式｣

が
正
文
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

単
純
な
誤
刻
と
見
る
の
に
、
さ
ら
な
る
例
証
は
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
右

の
挙
例
も
一
班
を
示
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
本
文
の
未
校
で
あ
る
こ
と
を

知
る
の
に
は
十
分
と
考
え
る
。
総
じ
て
本
文
の
整
わ
な
い
未
熟
の
版
本
と

す
る
批
判
を
免
れ
な
い
。

〈

国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫
・
林
家
旧
蔵
書

別
五
〇
・
三〉

九
冊

林
述
斎
手
沢

後
補
香
色
表
紙

(

二
六
・
一
×
一
五
・
二
糎)

左
肩
打
付
に

｢

排
韻
氏
族

大
全

幾｣

と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書
す
。
右
肩
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

昌

平
坂
／
學
問
所｣

墨
印
影
を
存
す
。
首
冊
の
み
右
下
方
に
小
簽
を
貼
布
し

｢

第
一
八
五
号
／
類
書

十
二
号｣

と
朱
書
す
。
第
二
冊
尾
に
丹
表
紙
剥

離
痕
。
改
糸
、
虫
損
修
補
。
綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
壬
至
癸
集
を
一

冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

室
町
期
朱
筆
に
て
竪
批
句
点
、
批
圏
、
欄
上
校
改
を
施
し
、
や
や
後
の
朱

墨
に
て
欄
上
校
補
注
、
近
世
の
朱
筆
に
て
欄
上
補
注
を
加
う
。
毎
巻
首
に

方
牌
中
円
形
陽
刻

｢

學
林｣

朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

述
齋
衡
／
新
收

記｣
｢

林
氏
／
藏
書｣

朱
印
影

(

以
上
二
顆
林
述
斎
所
用)

、
序
尾
及
び
毎

冊
尾
に
表
紙
同
印
影
、
毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

淺
草
文
庫

(

楷書)｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈
国
会
図
書
館

Ｗ
Ａ
六
・
六
六〉

六
冊

甲
集
配
同
版
本

天
龍
寺
旧
蔵

後
補
丹
表
紙

(

二
六
・
二
×
一
六
・
三
糎)

渋
紙
に
打
付
に
室
町
期
の
筆

に
て

｢

排
韻

〈
甲

(

乙
丙
三
至
九
十)〉｣

と
記
し
た
旧
表
紙
の
題
目
を
刪
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去
し
、
左
肩
に
貼
附
す
。
右
肩
打
付
に
後
筆
に
て
韻

(

或
は
声)

目
を
書

す
。
左
下
方
打
付
に
又
別
筆
に
て

｢

辰｣

と
書
す
。
五
針
眼
、
改
糸
、
裏

打
改
装
。
見
返
し
後
補
。
甲
、
辛
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
二
集
。

識
語
同
筆
の
室
町
期
の
朱
に
て
竪
句
点
、
同
朱
墨
欄
上
校
注
を
施
す
。
大

尾
題
後
に

｢

庚
寅
夏
林
鐘
初
八
日
於
龜
山
春
雨
軒
下
／
滴
露
研
朱
點
之
畢

焉
點
者
曰
管
窺
蠡
測
／
恐
有
点
寫
之
誤
乞
博
達
為
之
改
悪
取
善
矣｣

朱
識
、

末
字
上
に
鼎
形
模
糊
朱
印
影
を
存
す
。
第
一
冊
後
見
返
し
に

｢

敬
直｣

、

第
二
至
五
冊
後
見
返
し
に

｢

稽
古
堂｣
、
第
六
冊
朱
識
後
に

｢

義
直｣

墨

識
を
存
す
。
第
二
至
五
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

心
／
關｣

朱
印
影
、
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

山
田
／
學
校｣

朱
印
影
、
同

｢

讀
杜
／
艸
堂｣

朱
印
影

(

寺
田
望
南
所
用)

、
同

｢

東
京
／
圖
書
／
館
臧｣

及
び
明
治
二

十
九
年
購
求
印
影
を
存
す
。

右
の
朱
識
に
つ
い
て
、
室
町
期
の
庚
寅
は
応
永
十
七
年

(
一
四
一
〇)

、

文
明
二
年
、
享
禄
三
年
の
三
度
、｢

龜
山
春
雨
軒｣

と
は
、
霊
亀
山
天
龍

寺
の
い
ず
れ
か
の
庵
中
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た�
印
の
う
ち

｢
心

／
關｣

と
は
、
或
い
は
臨
済
宗
古
林
派
で
月
林
道
皎
門
下
の
心
関
清
通
か
。

心
関
は
応
安
八
年

(

一
三
七
五)

生
、
は
じ
め
天
龍
寺
に
掛
籍
、
心
伝
の

道
号
を
用
い
、
応
永
十
七
年
三
月
か
ら
天
龍
寺
に
住
し
た
大
岳
周
崇
の
下

で
焼
香
侍
者
を
務
め
、
同
二
十
六
年
備
後
康
徳
寺
に
出
世
し
て
法
を
古
雲

清
遇
に
嗣
ぎ
、
大
岳
に
依
っ
て
道
号
を
心
関
に
改
め
、
永
享
十
二
年

(

一

四
四
〇)

天
龍
寺
に
住
し

(

九
十
九
世)

、
文
安
六
年

(

一
四
四
九)

に

示
寂
し
た
。
仮
に
朱
識
の
点
者
を
こ
の
心
関
清
通
と
す
れ
ば
、
応
永
十
七

年
庚
寅
の
夏
に
天
龍
寺
に
在
っ
た
こ
と
は
符
を
合
す
る
が
、
当
時
は
未
だ

心
関
と
名
乗
ら
な
い
。
後
年
の�

印
で
あ
ろ
う
か
、
記
し
て
後
考
に
俟
ち

た
い
。

〈

国
会
図
書
館

Ｗ
Ａ
六
・
六
六
の
う
ち〉

乙
至
癸
集
配
同
版
本

存
甲
集

(

六
冊
の
う
ち
一
冊)

。
原
料
紙
匡
郭
外
を
刪
去
し

(

櫛
歯
状
に

書
入
部
分
の
み
存
す)

旧
表
紙
上
に
貼
附
し
、
さ
ら
に
裏
打
修
補
を
施
す
。

綱
目
を
欠
き
本
文
に
入
る
。

室
町
末
近
世
初
の
筆
に
て
朱
竪
批
句
点
、
傍
線
、
行
間
校
注
校
改
、
欄
外

墨
校
補
注
を
加
う
。
後
見
返
し
に

｢

敬
直｣

墨
識
。
配
本
前
掲
。

〈
天
理
図
書
館

二
八
二
・
二
・
イ
二
一〉

合
四
冊

後
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
八
×
一
五
・
八
糎)

左
肩
双
辺
摺
枠
題
簽
を
貼

布
し

｢
氏
族
排
韻

〈

声
目〉

幾｣

と
書
す
。
小
口
書
、
も
と
九
冊
。
書
背

｢

氏
族‖

合
巻‖

共
二｣

、
即
ち
正
確
に
は
九
冊
よ
り
二
冊
に
合
し
四
冊
に
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分
か
つ
。
綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
も
と
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、

毎
集
一
冊
。
一
時
甲
至
丁
集
、
戊
至
癸
集
と
二
冊
に
合
し
、
現
在
は
丙
至

戊
集
、
辛
至
癸
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集

(

上
平
、
下
平
、
上

声
、
去
入
覆
姓)
。

室
町
期
の
墨
筆
に
て
欄
上
行
間
校
改
、
補
注

(

仄
声
に
は
稀)

、
室
町
末

の
朱
筆
に
て
竪
批
句
点
、
近
世
期
の
朱
墨
に
て
欄
外
行
間
標
補
注
書
入
。

首
、
戊
集
首

(

旧
二
冊
時
毎
冊
首)

に
単
辺
円
形
陰
刻

｢

乗
／
付｣

、
単

辺
方
形
陽
刻
小

｢

乘
附
文
庫

(

楷書)｣
、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
大
同
文

朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

脩
道
館

(
隷書)｣

朱
印
影
、
同

｢

寶
玲
文
庫

(

行書)｣

朱
印
影

(

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
所
用)
を
存
す
。

こ
の
本

『

五
山
版
の
研
究』

未
収
。

〈

大
東
急
記
念
文
庫

二
二
・
三
〇
・
三
二〉

五
冊

己
至
癸
集
配
同
版
明
徳
四
年
印
本

後
補
草
色
漉
目
艶
出
表
紙

(

二
三
・
六
×
一
四
・
七
糎)

左
肩
題
簽
を
貼

布
し

｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全

〈

甲
乙〉

一｣

等
と
書
す

(

集
目

冊
序
数
朱
書)

。
草
色
包
角
。
綱
目
鈔
補
。
戊
集
、
辛
至
癸
集
を
各
一
冊

と
す
る
他
は
毎
冊
二
集
。

室
町
期
朱
批
点
、
別
朱
標
圏
、
竪
句
点
、
同
墨
欄
外
校
改
、
室
町
末
近
世

初
朱
欄
上
行
間
校
改
、
鈔
補
、
首
冊
の
み
行
間
補
注
を
施
す
。
毎
冊
首
に

単
辺
方
形
陽
刻

｢

菩
提
樹
菴
／
圖
書
印｣

朱
印
影
、
同

｢

爲
可
堂
／
臧
書

記｣

朱
印
影
を
存
す
。
配
本
後
掲
。

『

五
山
版
の
研
究』

で
は
、
配
本
の
刊
記
に
従
い
明
徳
の
後
印
本
と
録

す
る
が
、
前
半
は
別
の
伝
本
で
、
後
出
し
た
無
刊
記
墨
釘
の
故
宮
博
物
院

蔵
本
に
比
し
て
早
印
と
認
め
ら
れ
る
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院

楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書〉

四
冊

正
長
元
年

(

一
四
二
八)

加
点
識
語

東
福
寺
南
昌
院
旧
蔵

後
補
淡
渋
引
表
紙

(

二
三
・
八
×
一
四
・
六
糎)

左
肩
淡
茶
色
題
簽
を
貼

布
し

｢

氏
族
排
韻

声
目｣

と
書
す
。
下
辺
に
単
辺
円
形
陽
刻
不
明
朱
印

影
を
割
り
掛
け
に
存
す
。
天
地
截
断
、
虫
損
修
補
。
首
に
楊
氏
影
像
、
毎

冊
前
副
葉
。
綱
目
を
欠
き
、
本
文
に
入
る
。
丙
至
戊
集
、
辛
至
癸
集
を
各

一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集

(

上
平
、
下
平
、
上
声
、
去
入
覆
姓)

。

大
尾
題
下
に

｢

正
長
元
年
十
月
二
日
／
塗
朱
了
也
／
是
年
應
永
三
十
五
改

元
ー｣

朱
識
。
室
町
期
以
下
数
手
の
朱
筆
に
て
合
竪
句
点
、
批
圏
、
傍
線
、

行
間
校
注
校
改
を
加
え
、
室
町
末
近
世
初
の
朱
墨
を
以
て
欄
外
及
び
夾
紙

上
に
補
注
を
施
す
こ
と
が
夥
し
い
。
縹
色
不
審
紙
を
貼
附
。
毎
集
首
に
方

形
陰
刻
カ
不
明
朱
印
影
、
双
辺
方
形
陰
刻

｢

中
／
膽｣

朱
印
影
、
単
辺
方
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形
陽
刻

｢

南
昌
院

(

楷書)｣

朱
印
影

(

以
上
三
顆
擦
滅)

、
毎
冊
首
に
方
形

陰
刻

｢
巣
／
枩｣

朱
印
影
、
同

｢

飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

、
首
に
同

｢

宜

都
／
楊
氏
臧
／
書
記｣

、｢

楊
印
／
守
敬｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

星
吾
海
／

外
訪
得
／
秘
笈｣
朱
印
影

(

以
上
四
顆
清
楊
守
敬
所
用)

を
存
す
。

『

日
本
訪
書
志』
巻
十
一
、
阿
部
志
一
一
七
頁
著
録
。『

五
山
版
の
研
究』

未
収
、
但
し
書
帙
に
は
川
瀬
氏
審
定
の
識
語
を
附
す
。

又

明
徳
四
年

(

一
三
九
三)
印

前
記
無
刊
記
本
に
対
し
、
大
尾
題
下
の
墨
釘
に
刀
を
入
れ

｢

明�〈
癸

／
酉〉

八
月
開
板

〈

圓
／
成〉

(

跨行)｣

と
刻
す
る
後
印
本
が
あ
る
。
記
文

は
明
徳
四
年
刊
刻
完
成
の
意
に
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
よ
り
早
印
に
し
て
無

刊
記
の
伝
本
を
少
な
く
と
も
六
点
存
す
る
上
、
前
本
に
比
し
て
補
刻
の
張

子
も
認
め
ら
れ
ず
、
刊
記
の
他
に�
改
の
箇
所
は
見
出
さ
れ
な
い
た
め
、

明
徳
四
年
の
後
印
本
と
し
て
標
示
し
た
。
な
お
匡
郭
の
収
縮
等
は
特
に
認

め
ら
れ
な
い
。

〈

東
洋
文
庫

二
Ｂ
・
ｅ
・
ｌ〉

九
冊

妙
心
寺
退
蔵
院
旧
蔵

新
補
淡
茶
色
表
紙

(

二
四
・
四
×
一
五
・
八
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

排
韻
氏
族
大
全

〈

五
山
版〉

幾｣

と
書
す
。
襯
紙
改
装
、
天
地
截
断
。

綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

室
町
期
朱
竪
句
点
、
行
間
校
改
を
加
え
、
別
朱
に
て
批
点
、
批
圏
、
傍
線
、

欄
上
標
注
を
施
し
、
室
町
末
別
朱
墨
に
て
欄
上
補
注
書
入
。
首
に
単
辺
方

形
陽
刻

｢〈

法
山〉

退
藏
院

(

楷書)｣

朱
印
影

(

正
法
山
妙
心
寺
退
蔵
院
所

用)

、
第
三
冊
首
に
同

｢

唐
氏
／
原
泉｣

朱
印
影
、
毎
冊
尾
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

雲
邨
文
庫｣

朱
印
影

(

和
田
維
四
郎
所
用)

、
毎
冊
首
に
同

｢

江

風
山
／
月
莊｣

朱
印
影

(

稲
田
福
堂
所
用)

を
存
す
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫〉

四
冊

後
補
香
色
菱
繋
胡
蝶
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
四
・
二
×
一
六
・
八
糎)

左

肩
打
付
に

｢〈

氏
族〉

／
排
韻

〈

声
目〉

共
四｣

と
書
す
。
右
肩
方
簽
を
貼

布
し
朱
圏
中
に

｢

收｣

と
墨
書
、
そ
の
上
に
重
ね
て
方
簽
貼
布
、
朱
圏
二

顆
、
上
圏
中
に

｢

呂｣

と
墨
書
す
。
首
冊
後
補
前
見
返
し
下
に
附
箋
、

｢
一
〇
八｣

墨
書
並
に
単
辺
方
形
陽
刻
縦
横
有
界

｢

徳
富
氏
／
圖
書
記

(
楷書)｣

朱
印
影
等
を
存
す
。
旧
補
前
副
葉
に
室
町
期
の
筆
に
て
字
目
標
注
。

綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
丙
至
戊
集
、
辛
至
癸
集
を
各
一
冊
と
す
る
他

は
毎
冊
二
集

(
上
平
、
下
平
、
上
声
、
去
入
覆
姓)

。
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室
町
朱
竪
批
句
点
、
校
改
、
鈔
補
、
欄
上
声
目
標
注
、
稀
に
補
注
を
施
し
、

稀
に
室
町
末
の
墨
筆
を
以
て
欄
外
に
補
注
を
加
う
。
毎
冊
首
欄
上
に

｢(

毎
字

改
行)
清
寥
菴
公
用｣

墨
識
、
大
尾
後
補
見
返
し
に

｢

本
智
勝
所
藏
之

書
也
／
以
貲
購
得
之｣

墨
識
を
存
す
。
毎
冊
首
に
単
辺
小
判
形
陽
刻

｢

智

勝
／
書
藏｣

朱
印
影

(
墨
滅)

、
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
影

(

朱
滅)

、

毎
冊
尾
に
単
辺
小
判
形
陽
刻

｢

瑞
堂
新
□｣

朱
印
影

(

墨
滅)

、
毎
冊
首

尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
清
賞

(

楷書)｣

、
毎
冊
首
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢Tokutom
i

／(

陰刻)
I｣

、
同
方
形

｢
天
下
之
公
／
寶
須
愛
護

(

楷書)｣

、
同

石
形

｢

成
／
簣
堂
／
主｣

、
双
辺
方
形
陽
刻

｢�
富
／
所
有

(

楷書)｣

、
同

｢

成
簣
堂｣

、
単
辺
同

｢

經
國
之
大
業
／
不
朽
之
盛
事｣

、
毎
冊
首
尾
に
聯

珠
方
形
陰
刻

｢

徳
富
／
猪
印｣

単
辺
方
形
陽
刻

｢
蘇
／
峯｣

、
第
二
、
三

冊
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
學
人
／�
富
氏
愛
／
藏
圖
書
記｣

、
第
三

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
讀
書
／
記
印｣

、
同

｢�
／
富

(

楷書)｣

、

方
形
陰
刻

｢�
峰
／
清
賞｣

、
同

｢

青
山
／
艸
堂｣

朱
印
影

(

以
上
十
四

顆
徳
富
蘇
峰
所
用)

を
存
す
。

こ
の
本
の
巻
首
及
び
大
尾
の
書
影
を

『

善
本
影
譜』

第
一
期
第
十
輯

(

昭
和
七
年)

に
収
録
す
る
。

〈

天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫

古
一
六
六
・
一
〇〉

八
冊

後
補
古
丹
表
紙

(

二
五
・
〇
×
一
五
・
三
糎)

左
肩
打
付
に

｢

氏
族
排
韻

〈

集
目
声
目〉｣

と
書
す
。
改
糸
。
綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
己
至
庚
集
、

壬
至
癸
集
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
集
一
冊
。

室
町
期
朱
竪
批
句
点
、
校
改
、
同
墨
欄
上
校
注
、
稀
に
同
朱
墨
欄
上
補
注

書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
癸
集
第
二
、
三
張
間
に
剪
紙
を
夾
み

｢

明
徳
四
癸

酉
与
南
朝
和
之
翌
年
也
／
後
円
融
帝
崩
御
之
歳

明
大
祖
／
洪
武
二
十
六

年
該
当

自
大
正
七
年
／
五
百
二
十
七
年｣

墨
識
。
毎
冊
首
に
単
辺
鼎
形

陽
刻

｢

春
／
外｣

、
同
方
形

｢

東
／
榮｣

朱
印
影
を
存
す
。

こ
の
本

『

五
山
版
の
研
究』

未
収
。

〈

東
京
大
学
総
合
図
書
館
青
洲
文
庫

Ａ
〇
〇
・
五
八
一
八〉

一
冊

存
乙
集

〈

陽
明
文
庫

三
七
七
・
一
一〉

一
冊

存
壬
至
癸
集

表
紙
欠

(

二
六
・
七
×
一
七
・
〇
糎)

。
前
冊
前
見
返
し

(

剥
離)

前
半

の
右
肩
に

｢

五
山
版｣

と
墨
書
す
。

室
町
期
朱
竪
句
点
、
引
書
目
合
点
、
韻
字
標
圏
、
行
間
校
改
、
稀
に
返
点
、

連
符
、
批
圏
を
加
え
、
同
墨
欄
外
校
改
を
施
す
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

近
衛
藏｣
朱
印
影
、
前
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

青
洲
文
庫｣

朱
印
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影
(�

倒
、
渡
辺
青
洲
所
用)

を
存
す
。

こ
の
本

『

五
山
版
の
研
究』

未
収
。

〈

書
肆
某〉

五
冊

小
津
桂
窓
旧
蔵

後
補
古
丹
表
紙

(

二
五
・
五
×
一
五
・
八
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

氏

族
排
韻

〈

韻
目
／
韻
目〉｣
と
書
す
。
左
下
方
打
付
に
後
筆
に
て

｢

共
五

冊｣

と
書
す
。
首
の
み
題
簽
上
に
又
別
筆
に
て
集
目
を
書
し
、
右
肩
小
簽

を
貼
布
し｢

月
四〈

全
五〉｣

墨
書
、
双
辺
方
形
陽
刻｢

西
荘
文
庫(

楷書)｣

朱
印
影

(

小
津
桂
窓
所
用)

を
存
す
。
第
三
冊
前
方
に
は
書
肆
新
補
江
戸

初
丹
表
紙
。
尾
冊
前
表
紙
下
小
口
に
旧
安
田
文
庫
所
用
の
附
箋
。
一
部
虫

損
修
補
、
一
部
裏
打
修
補
。
綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
毎
冊
二
集
、
庚

集
第
一
張
欠
。

室
町
期
朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
稀
に
返
点
、
毎
集
首
張
版
心
上
に
標
柱
、

欄
外
朱
墨
校
補
注
を
加
う
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻
不

明
朱
印
影
、
同
単
辺

｢

雲
／
泉｣

墨
印
影
、
重�
し
て
双
辺
楕
円
形
陽
刻

｢

桂�
｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

大
東
急
記
念
文
庫

二
二
・
三
〇
・
三
二
の
う
ち〉

甲
至
戊
集
配
同
版
無
刊
記
早
印
本

存
己
至
癸
集

(

五
冊
の
う
ち
二
冊)

。
天
地
截
断
。
大
尾
に
明
徳
四
年
の

記
を
有
す
る
。

室
町
期
の
朱
竪
批
句
点
、
欄
外
行
間
校
改
、
稀
に
別
手
室
町
期
朱
墨
欄
上

補
注
を
加
う
。
末
冊
首
に
不
明
朱
印
影
を
存
す
。
配
本
前
掲
。

〈

天
理
図
書
館

二
八
二
・
二
・
イ
一
九〉

分
二
冊

存
丙
至
丁
集

美
濃
南
泉
寺
旧
蔵

後
補
黄
檗
染

(

縹
色)

表
紙

(

二
二
・
五
×
一
五
・
一
糎)

首
冊
左
肩
題

簽
剥
落
痕
。
天
地
截
断
、
虫
損
修
補
、
改
糸
。
小
口
書
、
も
と｢

排
／�｣

、

現
在
は
上
下
半
に
分
か
つ
。
毎
冊
一
集
。

室
町
末
朱
竪
批
句
点
、
欄
上
行
間
校
注
校
改
、
同
別
墨
欄
上
標
注
、
又
別

墨
校
改
を
施
す
。
尾
に
双
辺
鼎
形
陽
刻

｢

則
／
堂｣

墨
印
影
、
前
冊
前
副

葉
及
び
後
冊
後
見
返
し
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

濃
州
南
泉
／
藏
書
之
記(

楷書)｣

墨
印
影
、
毎
冊
首
に

｢

寶
玲
文
庫

(

行書)｣

朱
印
影

(

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー

レ
ー
所
用)

を
存
す
。

南
泉
寺
は
岐
阜
県
山
県
市
高
富
町
に
在
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
瑞
応
山

南
泉
寺
と
思
わ
れ
る
。
開
山
仁
岫
宗
寿
、
開
基
土
岐
頼
純
と
伝
え
る
。
こ

の
伝
本
は
残
存
二
集
で
あ
る
た
め
に
、
明
徳
の
刊
記
の
有
無
、
補
刻
の
様
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子
等
、
十
分
に
判
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
こ
の
位
置
に

掲
出
し
た
が
、
さ
ら
に
後
印
の
次
掲
後
修
本
に
並
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
本

『
五
山
版
の
研
究』

未
収
。

右
の
他

『

天
津
図
書
館
蔵
日
本
刻
漢
籍
書
目』

子
部
に

｢

新
編
排
韻�

廣
事
類
氏
族
大
全
十
卷

〈
不
著
撰
人〉

／
日
本
明�
四
年

(

洪
武
二
十
六

年)

刻
本

半
葉
十
六
行

行
二
十
八
字

黒
口

四
週
單
邊

Ｓ
八
三

五
三
／

(

中
略)

是
書
卷
一
爲
抄
配｣
と
著
録
の
一
本
は
、
巻
首
の
写
真

に
拠
っ
て
本
版
明
徳
四
年
印
本
と
確
認
さ
れ
、
印
影
に
よ
り
備
前
岡
山
城

清
泰
院
旧
蔵
と
知
ら
れ
る
。
清
泰
院
は
岡
山
市
に
在
り
、
藩
主
池
田
家
菩

提
所
で
あ
る
万
才
山
国
清
寺

(

臨
済
宗
妙
心
寺
派)
の
塔
頭
で
あ
る
。

又

後
修

右
の
明
徳
四
年
印
本
に
対
し
、
大
尾
下
に
刻
し
た
刊
記
を
削
り
、
無
文

と
し
た
後
印
本
が
あ
る
。
早
印
本
も
無
刊
記
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
存
す
る

墨
釘
を
、
此
に
は
欠
い
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
際
し
、
新
た
に
甲
集
第
十

張
の
板
木
を
改
刻
し
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
を
後
修
と
標
記
す
る
。

な
お
件
の
改
刻
に
つ
き
、
原
板
に
不
鮮
明
で
あ
っ
た
第
十
張
首

｢

蒙�｣
の

｢�｣

字
を
、
新
版
で
は
墨
釘
に
作
り
劣
化
の
度
を
進
め
た
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫〉

九
冊

円
覚
寺
黄
梅
院
旧
蔵

後
補
縹
色
艶
出
表
紙

(

二
二
・
八
×
一
五
・
一
糎)

、
第
二
冊
後
方
栗
皮

表
紙
。｢

排
韻
事
類
氏
族
大
全

〈

集
目〉｣

と
墨
書
の
題
簽
剥
離
、
本
文
に

差
夾
む
。
首
冊
の
み
蘇
峰
筆
に
て
左
肩
打
付
に

｢

五
山
版
／
排
韵
氏
族
大

全｣

、
右
肩

｢

中
梧
和
尚
遺
愛

〈

共
九
／
全〉｣

と
書
す
。
改
糸
、
襯
紙
改

装
、
天
地
截
断
。
扉
、
左
肩
に

｢

排
韻
事
類

甲｣

等
と
書
す
。
綱
目
を

存
し
本
文
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

室
町
期
朱
標
圏
、
竪
句
点
、
傍
線
、
校
注
校
改
、
鈔
補
、
稀
に
欄
上
補
注

を
加
え
、
稀
に
同
別
墨
行
間
欄
上
補
注
書
入
。
毎
冊
尾
に

｢

中
梧｣

墨
識

並
に
単
辺
鼎
形
陽
刻
不
明
朱
印
影
を
存
す
。
毎
冊
首
に
双
辺
亜
形
陽
刻

｢

黄
梅｣

墨
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

黄
梅
院
藏
書｣

朱
印
影
、
同

｢

成

簣
堂
／
圖
書
記｣

、
方
形
陰
刻

｢

蘇
峯
學
人
／
曾
經
一
讀｣

、
双
辺
円
形
陽

刻
｢

徳
富

(

楷書)｣

、
首
に
同
方
形

｢

貴
重
品

(

楷書)｣

、
方
形
陰
刻

｢

讀
書

／
懐
古｣

朱
印
影

(

以
上
五
顆
徳
富
蘇
峰
所
用)

を
存
す
。

こ
の
本
の
大
尾
の
書
影
を『

善
本
影
譜』

第
一
期
第
十
輯
に
収
録
す
る
。
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〈
日
光
山
輪
王
寺
天
海
蔵

一
七
三
八〉

五
冊

後
補
渋
引
表
紙

(

二
五
・
六
×
一
六
・
五
糎)

左
肩
打
付
に
随
風
筆
に
て

｢

氏
族
排
韵

〈

甲
乙〉｣

等
と
書
し
、
右
下
方
に
同
筆
に
て

｢

随
風｣

と
自

署
す
。
首
冊
の
み
題
下
に
双
辺
方
形
陽
刻
不
明
墨
印
影
を
存
し
、
中
央
下

方
打
付
に
別
筆
に
て

｢
八
十
三｣

と
書
す
。
第
二
冊
表
紙
前
後
錯
。
五
針

眼
。
第
四
冊
後
副
六
葉
。
綱
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
、
己
集

第
三
十
三
、
三
十
二
張
錯
綴
。
辛
集
第
四
、
五
、
八
至
十
二
張
大
破
、
補

紙
。

室
町
期
朱
竪
句
点
、
校
改
、
稀
に
同
朱
墨
補
注
、
室
町
末
墨
欄
上
標
注
、

稀
に
補
注

(

第
六
冊
後
副
葉
に
も)

書
入
。
毎
冊
首
に
首
冊
前
表
紙
同
墨

印
影
を
存
す
。

随
風
と
は
天
海
の
初
名
に
当
た
る
。
こ
の
本『

五
山
版
の
研
究』

未
収
。

右
の
他

『

五
山
版
の
研
究』

に
、
川
瀬
氏
の
称
す
る
後
印
本
と
し
て
三

井
文
庫
旧
蔵
九
冊
、
穂
久
邇
文
庫
蔵

(

合)

四
冊

(

市
野
迷
庵
旧
蔵)
と

録
し
、
又
川
瀬
氏
が

『

大
英
図
書
館
所
蔵
和
漢
書
総
目
録』

漢
籍
編
子
部

類
書
類
に
著
録
す
る
本
書

｢

南
北
朝
刊
五
山
版
後
印｣

本

(

合)

一
冊

(

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
旧
蔵)

は
、
い
ず
れ
も
本
稿
に
称
す
る
後
修
本

と
思
わ
れ
る
が
未
見
、
サ
ト
ウ
旧
蔵
本
の
み
は

『

総
目
録』

に
該
本
巻
首

の
書
影
を
掲
載
し
て
お
り
、
最
末
に
記
し
た
天
海
蔵
本
と
同
版
で
、
同
程

度
の
後
印
本
と
確
認
さ
れ
る
。

以
上
、
伝
本
の
調
査
を
尽
く
し
て
い
な
い
が
、
現
時
点
で
仮
に
本
版
諸

伝
本
の
様
相
を
判
ず
る
と
、
南
北
朝
に
将
来
さ
れ
た
粗
雑
な

[

元]

刊
十

六
行
本
を
底
本
と
し
、
本
文
の
改
修
に
及
ば
ず
安
易
に
覆
刻
さ
れ
た
本
書

の

[

南
北
朝]

刊
本
は
、
室
町
の
初
に
は
、
京
師
五
山
周
辺
の
禅
僧
に
受

容
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
補
刻
を
含
ん
で
数
次
に
及
ぶ
印
行
と
、
い
わ
ゆ

る
五
山
版
に
し
て
十
指
に
餘
る
伝
存
数
が
示
す
よ
う
に
、
本
版
は
長
き
に

渉
り
弘
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
該
本
の
受
容
に
は
先
ず
、
手
校
に

よ
る
改
正
に
相
当
の
労
力
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
室
町
の
朱
点
朱
引
を
伴
わ
な
い
本
は
皆
無
と
言
っ

て
よ
く
、
書
入
の
様
子
も
ま
た
版
本
の
消
長
と
揆
を
一
に
す
る
。
本
書
の

内
容
は
連
綿
す
る
著
述
で
は
な
く
、
氏
名
に
寄
せ
て
章
節
を
分
断
し
た
編

著
で
あ
る
の
に
、
本
版
へ
の
書
入
が
屡
々
全
編
を
尽
し
て
い
る
の
は
、
禅

林
に
於
い
て
本
書
の
常
用
さ
れ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
、
時
な
ら
ぬ
参
照

の
準
備
と
し
て
、
句
読
を
切
り
校
改
を
施
し
て
、
怠
り
な
く
名
辞
や
故
事

を
標
出
し
て
い
く
手
順
は
、
韻
書
に
於
け
る
書
入
と
同
様
の
方
法
で
あ
り
、

読
書
の
対
象
と
言
う
よ
り
、
表
現
を
産
み
出
す
循
環
の
一
部
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
夾
紙
を
加
え
紙
面
を
拡
張
し
、
書
入
に
よ
っ
て
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機
能
を
強
化
し
た
故
宮
博
物
院
蔵
本
の
如
き
は
、
伝
本
自
体
が
本
書
受
容

の
姿
を
よ
く
体
現
し
て
い
る
。
本
版
諸
伝
本
の
旧
蔵
者
を
見
る
と
、
そ
う

し
た
受
容
は
当
初
五
山
の
核
心
に
発
し
て
い
た
も
の
が
、
東
国
や
地
方
の

禅
院
、
林
下
へ
と
広
が
り
、
室
町
の
後
葉
に
向
け
て
、
緇
素
一
般
の
知
識

人
に
も
広
が
り
、
近
世
に
至
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

(�)
。
こ
の
よ
う
に
し
て

古
活
字
本
の
印
行
が
次
第
に
準
備
さ
れ
た
。

同

元
和
五
年(

一
六
一
九)

刊(
木
活
字)

翻

[

南
北
朝]

刊
本

該
本
は
前
掲
し
た
本
邦

[

南
北
朝]

刊
本
に
基
づ
き
つ
つ
、
木
活
字
を

用
い
款
式
を
改
め
た
翻
印
本
で
、
世
上
に
い
わ
ゆ
る
古
活
字
本
に
当
た
る
。

古
活
字
本
の
常
例
と
し
て
、
元
版
以
来
首
に
附
さ
れ
て
き
た
綱
目
が
失
わ

れ
、
打
付
に
本
文
を
存
す
る
形
が
取
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
文
の
組

織
自
体
に
変
更
は
な
い
。
次
に
解
題
を
加
え
て
伝
本
の
詳
細
に
及
ぶ
。

(

図
版
十
二
、
十
三
参
照)

巻
首
題｢

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全(

隔
七

格

)

甲(

至
癸)

集(

墨
囲

陰
刻)｣

、

次
行｢

一
東｣

等
韻
目(

墨
囲
陰
刻

〈

或
陽
刻〉 )

、
次
行
一
格
を
低
し
て｢

馮(

墨
囲
陰
刻

〈

或
陽
刻〉 )

〈

宮
音

始
平〉｣

等
と
姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
、
同
行
下
に
附
注

(

小
字

双
行)

、
次
行
低
四
格
に

｢

能
斷｣

等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り

｢

馮

簡
子｣

以
下
本
文
。
記
事
の
末
に

｢

左
襄
三
十
一
年

(

小字)｣

等
と
引
書

目
を
附
す(

間
々
欠
く)

。
ま
た
行
を
接
し
、
低
三
格｢

女�
婚
姻(

墨
囲

陰
刻)｣

と
標
し
て
、
さ
ら
に
章
目
本
文
を
附
す
。
ま
た
同
姓
の
末
尾
に
は
章
目
を

置
か
ず
、
圏
発
下
に
簡
略
の
伝
を
列
す
。
末
行
下
さ
ら
に
圏
発
を
打
っ
て

韻
藻
を
列
す
。
屡
々
毎
姓
改
張
。
全
編
左
の
如
し
。

甲
集

(

七
三
張)

(

上
平
声)

一
東
・
馮
―

十
虞
・
殳

乙
集

(

六
七
張)

十
二
齊
・
齊
―
二
十
七
刪
・
環

丙
集

(

五
七
張)

(

下
平
声)

一
先
・
田
―

九
麻
・�

丁
集

(

七
〇
張)

十
陽
・
陽
―�

戊
集

(

六
九
張)

十
二
庚
・
程
―
二
十
七
咸
・
凡

己
集

(

五
六
張)

(

上
声)

一
董
・
孔
―

九
麌
・�

庚
集

(

五
二
張)

十
一
薺
・
禰
―
五
十
三�

・
湛

辛
集

(

七
四
張)

(

去
声)

一
送
・
貢
―
五
十
四�

・
念

壬
集

(

五
二
張)

(

入
声)

一
屋
・
陸
―
三
十
二
洽
・�

癸
集

(

二
一
張)

(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

四
周
双
辺

(

二
一
・
七
×
一
六
・
〇
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
三
行
、
行
二

十
四
字
。
中
黒
口
、
双
花
口
魚
尾

(

対
向)

間
、
題

｢

排
韻
巻
幾｣

、
張

数
。
魚
尾
の
花
弁
に
六
枚
と
四
枚
と
が
あ
り
、
甲
集
巻
首
で
は
前
者
が
第
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三
、
六
、
九
張
等
と
循
環
す
る
。
巻
尾
題

｢

甲
集
終｣

等
、
大
尾
題

｢

新

編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
終｣

。

大
尾
題
後
二
行
を
隔
し
二
格
を
低
し
て｢

元
和
五〈

巳
／
未〉

年
九
月
日｣

の
記
あ
り
、
本
文
と
は
別
種
の
大
字
。

該
本
の
本
文
は
や
や
複
雑
な
性
格
を
有
す
る
。
便
宜
五
段
に
分
け
て
説

明
し
た
い
。
一
、
該
本
は

[
元]

刊
十
六
行
本
以
来
の
墨
釘
の
箇
所
を
、

や
は
り
正
文
に
改
め
得
ず
、
空
格
に
変
じ
て
継
承
す
る
。
二
、
該
本
は
十

三
行
二
十
四
字
の
款
式
で
あ
る
が
、
そ
の
排
字
は
前
出
十
六
行
二
十
八
字

本
の
款
式
を
前
提
と
す
る
。
例
え
ば
甲
集
第
十
三
張
前
半
第
六
行

(

以
下

｢

甲
13
前
６｣

等)
｢

豊
稷
宋
哲
宗
朝
為
殿
中
侍
御
大
夫
司
諌
首
論
蔡
京
之

罪
罪
数
上
疏
言
／
近
習

〈

之
／
非〉｣

と
末
尾
を
小
字
双
行
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
二
十
行
本
に
見
ら
れ
る
通
り
元
来

｢

近
習
非
之｣

の
本
文
で

あ
っ
た
の
を
、
毎
行
二
十
八
字
の
十
六
行
本
が
次
行
に
及
ぶ
こ
と
を
避
け
、

第
二
十
七
、
八
字
を
双
行
に
作
っ
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
該
本
で
は
既
に
改

行
の
後
で
あ
る
か
ら
同
じ
処
理
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
期
せ
ず
し
て

元
の
款
式
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
、
な
ど
。
三
、
本
邦
刊
刻
の
先
行

[

南
北
朝]

刊
本
に
墨
釘
を
増
し
た
箇
所
に
つ
い
て
該
本
を
検
す
る
と
、

前
者
甲
25
後
16

｢

危�
字
逢
吉
號
驪
塘
宋
嘉
定
中
柴
與
之
得
■｣

を
、
後

者
は
甲
36
後
１
に

｢

得
謫｣

に
作
り
、
同
様
に
丙
11
後
15

｢

姚�
宋
南
渡

後
人
号
雪
坡
以
功
除
■
守｣

を
、
丙
16
後
２

｢�
守｣

に
、
戊
48
前
３

｢

閻
温｣

条
の
引
書
目

｢

魏
■｣

を
、
戊
65
後
１

｢

魏
志｣

に
、
己
17
後

10

｢

我
女
縦

[

婆
命]

何
能
嫁｣

を
、
己
24
前
13

｢

薄
命｣

に
、
庚
26
後

13

｢

幸
■
建
昌
人｣

を
、
庚
35
前
７

｢

幸�
｣

に
作
っ
て
い
る
の
は
、
み

な
元
来
の
正
文
に
拠
っ
て
お
り
、[

南
北
朝]

刊
本
以
前
の
本
文
を
用
い

た
か
に
見
え
る
。
四
、
し
か
し
翻
っ
て

[

南
北
朝]

刊
本
が
誤
刻
を
犯
し

た
箇
所
に
つ
き
該
本
を
検
す
る
と
、
前
者
の
甲
７
後
４｢

洪
興
祖(

中
略)

張
周
与
諸
州
学
宮｣

を
、
後
者
の
甲
９
後
11
に
や
は
り

｢

学
宮｣

に
、
甲

38
前
１

｢

虞

〈

角
音

陳
留

蕣
有
天
下
曰

(

下
略)〉｣

を
、
甲
47
前
８

｢

蕣｣

に
、
甲
47
前
10

｢

朱
仁
軌

(

中
略)

終
身
譲
畔
不
朱
一
段｣

を
、

甲
59
前
７｢

不
朱
一
段｣

に
、
丁
10
前
４｢

王�

字
少
林
嘗
諸
京
師｣

を
、

丁
13
前
６

｢

諸
京
師｣

に
、
丁
14
後
11

｢

王
播
字
明
■
徴
時
客
楊
州
木
蘭

守｣

を
、
丁
19
後
３

｢

徴
時
客
楊
州
木
蘭
守｣

に
、
己
38
後
１

｢�
易

(

中
略)

長
史
袁
彖
欽
其
風
贈
以
鹿
角
書
格
蚌
盤
蚌
研
无
筆｣

を
、
己
51

後
11｢

无
筆｣

に
、
庚
36
前
３｢

范
武
字
巨
卿｣

を
、
庚
47
後
２｢

范
武｣

に
作
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

[

南
北
朝]

刊
本
に
特
有
の
誤
文
を
継
承
し

て
い
る
。
こ
れ
を
前
段
の
墨
釘
の
処
遇
と
併
せ
考
え
る
と
、
該
本
で
は
基

本
的
に

[
南
北
朝]

刊
本
に
拠
り
つ
つ
、
他
本
に
よ
っ
て
校
改
で
き
る
墨

釘
を
除
く
こ
と
は
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
誤
文
の
う
ち
で
も
、[

南
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北
朝]

刊
本
の
甲
５
後
13

｢

熊
皎
號
九
華
山
人
工
詩
早
行
詩
云
山
前
猶
見

月
百
上
來
逢
人｣

を
、
該
本
甲
７
後
５

｢

陌
上
未
逢
人｣

と
、
乙
29
前
２

｢

孫�
與�
涓
同
學

(

中
略)

後
涓
爲
魏
將
我
韓
齊｣

を
、
乙
40
後
10

｢

伐
韓
齊｣
と
、
庚
１
後
７

｢

米�(
中
略)

天
留
米
者
庵｣

を
、
庚
１

後
13
に

｢

米
老
庵｣
と
作
る
の
は
正
文
を
得
て
お
り
、
一
通
り
の
校
訂
が

為
さ
れ
た
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
五
、
た
だ
こ
れ
に
加
え
、
該

本
に
独
自
の
異
同
も
ま
た
散
見
さ
れ
、
丁
51
後
７

｢

姜
詩

(

中
略)

一
日

舎
側
忽
有
湧
泉
味
於
江
水｣

は
、
諸
本

｢

味
如
江
水｣

に
作
り
、
同
12

｢

姜
維

(

中
略)

魏
破
蜀
維
因｣

は

｢
維
囚｣

に
、
己
44
前
２

｢

杜
預
字

元
覬｣

は

｢

字
元
凱｣

に
作
る
所
で
あ
っ
て
、
や
は
り
翻
印
に
伴
う
劣
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
上
の
行
説
を
ま
と
め
る
と
、
元
和
五

年
刊
行
の
古
活
字
本
は
、
十
六
行
本
系
統
の
本
邦

[

南
北
朝]

刊
本
を
翻

印
し
、
墨
釘
や
幾
つ
か
の
誤
文
等
、
底
本
の
不
備
を
一
部
校
改
し
て
整
え

た
が
、
完
全
に
は
回
復
せ
ず
、
一
方
誤
植
に
よ
っ
て
新
た
な
不
備
を
も
加

え
た
形
の
本
文
を
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
該
本
採
用
の
字
体
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
掲
げ
た
版
本
に
同

じ
く
、
繁
簡
取
混
ぜ
な
が
ら
多
く
は
簡
略
に
就
く
様
相
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
本
来
活
字
本
は
底
本
の
字
体
に
規
制
さ
れ
ず
、
諸
書
に
共
通

の
字
体
を
用
い
る
が
故
に
、
一
度
の
刮
板
で
種
々
の
本
文
を
表
現
で
き
る

道
理
で
あ
る
か
ら
、
翻
印
と
言
っ
て
も
字
体
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
必
ず
し
も

底
本
に
従
わ
な
い
性
質
の
は
ず
で
あ
る
が
、
本
書
古
活
字
本
の
場
合
は
、

簡
略
に
渉
る
旧
版
の
字
体
が
、
屡
々
そ
の
ま
ま
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
偶
然
の
合
致
で
は
な
く
、
該
本
所
用
活
字
の
製
作
が
、
当
該
の
翻
印

を
契
機
と
し
て
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
他
書
刊

行
時
の
同
種
活
字
使
用
に
つ
い
て
知
見
を
得
な
い
が
、
当
面
そ
の
よ
う
に

理
解
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
字
体
に
於
い
て
一
致
す
る
と
言
っ

て
も
、
底
本
の
中
で
も
字
体
の
不
定
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
特
定
の
排
字

に
於
い
て
常
に
底
本
の
字
体
に
等
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
該
本
で

は

｢

爲｣

字
に
つ
い
て
略
体
の

｢

為｣

を
規
範
と
し
た
が
、
底
本
の
巻
首

に
於
い
て
は
特
に

｢

爲｣

を
用
い
る
の
で
、
そ
の
箇
所
で
は
、
彼
此
の
字

体
は
一
致
し
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、
元
和
五
年
の
刊
行
に
木
活
字
を
用

い
た
こ
と
は
、
曖
昧
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
底
本
の
字
体
を
一
定
の
規

範
に
添
わ
せ
る
効
果
を
上
げ
、
意
改
の
危
険
を
冒
し
つ
つ
、
あ
る
程
度
本

来
の
面
目
を
回
復
し
て
い
る
こ
と
は
、
指
摘
し
て
よ
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。

以
下
個
々
の
伝
本
に
つ
い
て
記
す
が
、
活
字
本
の
常
例
と
し
て
、
諸
本

印
行
の
先
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
以
下
の
配
列
は
恣
意
に
係
る
こ

と
を
予
め
諒
と
さ
れ
た
い
。
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〈
陽
明
文
庫

ハ
一〉

十
冊

丹
卍
繋
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
八
・
九
×
二
〇
・
三
糎)

左
肩
打
付

に

｢
排
韻

〈

甲〉｣

等
と
書
し
、
右
肩
よ
り
同
筆
に
て
韻
目
を
列
記
す
。

押
し
八
双
。
改
糸
。
本
文
楮
打
紙

(

諸
本
同
様
、
以
下
注
記
を
略
す)

。

毎
冊
一
集
。
丁
集
第
二
十
五
張
に
整
版
本
を
配
す
。

朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
稀
に
校
注
校
改
、
ご
く
稀
に
墨
校
改
書
入
。
縹
色

不
審
紙
を
貼
附
。

〈

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

甲
和
・
一
一〉

九
冊

寛
永
間
識
語

恵
林
寺
旧
蔵

栗
皮
表
紙(

二
八
・
六
×
二
〇
・
四
糎)

中
央
下
方｢
調｣

白
書
。
改
糸
。

前
見
返
し
に
集
韻
目
並
に
張
数
を
列
記
す
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、

毎
冊
一
集
。

朱
竪
句
点
、
校
改
、
行
間
校
注
を
加
え
、
稀
に
江
戸
初
の
墨
筆
に
て
返
点
、

連
符
、
音
訓
送
仮
名
書
入
。
大
尾
に

｢

寛
永
■
■
■
■
八
月
晦
日
求
之

[
]

(

花押)｣

墨
識

(

墨
滅)

。
毎
冊
首
に
単
辺
亜
形
陽
刻

｢

惠
林
什
書
／

門
外
不
出

(

楷書)｣

朱
印
影
、
毎
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

麟
／
猫｣

朱
印
影
、

第
一
、
六
冊
首
に
不
明
朱
印
影
を
存
す
。

〈

国
会
図
書
館

Ｗ
Ａ
七
・
一
二
二〉

九
冊

大
徳
寺
多
福
庵

円
光
寺
開
福
庵
旧
蔵

後
補
浅
葱
色
艶
出
表
紙

(

二
八
・
二
×
一
八
・
九
糎)

左
肩
打
付
に

｢

排

韵
氏
族

〈

幾〉｣

と
、
右
肩

｢

騰｣

と
書
す
。
右
肩
打
付
に
後
筆
に
て
声

韻
目
を
書
す
。
虫
損
修
補
、
五
針
眼
、
改
糸
。
見
返
し
並
に
前
副
葉
前
半

新
補
。
前
副
葉
後
半(

旧
前
見
返
し)

に｢

圓
光
寺
／
開
福
庵
蔵｣

墨
識
。

壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。
乙
集
第
六
十
五
張
を
欠
く
。

朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
傍
線
、
欄
上
行
間
校
注
校
改(

以
上
両
筆
を
交
う
、

仄
声
以
降
は
稀)

、
稀
に
行
間
墨
補
注
書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
首
に

単
辺
方
形
陰
刻

｢

多
福
文
庫｣

朱
印
影

(

大
徳
寺
多
福
庵
所
用)

、
同
陽

刻

｢

瑞
巖
圓
光
／
禪
寺
藏
書

(

隷書)｣

朱
印
影

(

京
円
光
寺
所
用)

を
存

す
。
毎
冊
首
に
明
治
三
十
九
年
当
館
購
求
受
入
印
を
認
む
。

伏
見
版
で
著
名
な
瑞
巖
山
円
光
寺
の
旧
蔵
書
で
あ
る
が
、
伏
見
版
活
字

印
本
と
は
特
に
関
連
が
認
め
ら
れ
な
い
。

〈
大
東
急
記
念
文
庫

三
五
・
三
二
・
五
七
八〉

合
四
冊

多
湖
訥
斎

信
濃
恵
光
院
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
表
紙

(

二
七
・
二
×
一
九
・
五
糎)

左
肩
打
付
に

｢

氏
族
排

韵〈

春(

至
冬)
上
平(

至
去
入)〉｣

と
書
し
、
直
下
に
同
手
に
て｢

嚴｣
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と
朱
書
す
。
破
損
修
補
、
天
地
截
断
。
も
と
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、

毎
冊
一
集
の
九
冊
、
こ
れ
を
合
し
て
、
甲
至
丙
集
、
辛
至
癸
集
を
各
一
冊

と
す
る
他
は
毎
冊
二
集
の
四
冊
と
す
。

首
の
み
江
戸
初
朱
標
批
圏
、
竪
批
句
点
、
傍
線
、
行
間
校
注
校
改
、
稀
に

欄
上
朱
墨
補
注
書
入
。
毎
旧
冊
首
に
単
辺
香
炉
形
陰
刻

｢

□
／
叔｣

朱
印

影
、
重�
し
て
単
辺
方
形
陰
刻

｢

□
／
和｣

朱
印
影
、
毎
冊
首
に
単
辺
方

形
陽
刻

｢

湖
家
／
藏
書｣
朱
印
影

(

多
湖
訥
斎
所
用)

、
毎
冊
尾
に
同

｢

松
本
／
慧
光
／
什
物

(

楷書)｣

藍
印
影

(

信
濃
恵
光
院
所
用)

を
存
す
。

多
湖
氏
は
歴
世
松
本
藩
崇
教
館
の
儒
者
、
円
覚
山
恵
光
院
は
信
州
松
本

城
下
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
寛
永
十
五
年
開
剏
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫〉

九
冊

丹
漉
目
表
紙(

二
八
・
一
×
二
〇
・
〇
糎)

右
肩
打
付
に｢
成｣
と
書
す
。

首
冊
の
み
左
肩
打
付
に
別
筆
に
て

｢

排
韻
増
廣
事
類｣

と
書
し
、
中
央
に

亀
甲
形
牌
中
円
形
陽
刻

｢

ト
ク
／
ト
ミ｣

朱
印
影
を
存
す
。
押
し
八
双
。

一
部
改
糸
。
見
返
し
並
に
前
後
副
葉
後
補
、
首
冊
前
見
返
し
下
小
口
附
箋
、

又
別
筆

｢

排
韻
増
廣
事
類
大
全
／(

低
五

格

)

共
九｣

墨
書
。
首
冊
前
見
返
し

前
副
葉
間
に
又
又
別
筆

｢

排
韻
事
類
大
全

〈

活
板〉｣

墨
書
剪
紙
を
差
夾

む
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
同
朱
墨
行
間
校
改
書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

東
／
海｣

朱
印
影
、
第
一
至
九
冊
首
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

天
下
之
公
／
寶
須
愛
護

(

楷書)｣

、
同

｢

徳
富
／
文
庫｣

、
同

｢�
／

富

(

楷書)｣

、
同

｢

蘇
峯
／
珍
臧｣

、
双
辺
同

｢

蘇
峰
／
清
賞

(

楷書)｣

、
方
形

陰
刻

｢

蘇
峰
／
清
賞｣

、
双
辺
方
形
陽
刻

｢

成
簣
堂｣

、
単
辺
石
形
陽
刻

｢

成
／
簣
堂
／
主｣

、
双
辺
方
形
陽
刻

｢

徳
富
／
護
持

(

楷書)｣

、
単
辺
方
形

陽
刻

｢

蘇
／
峯｣

、
方
形
陰
刻

｢

青
山
／
艸
堂｣

、
同

｢

菅
印
／
正
敬｣

、

単
辺
方
形
陽
刻

｢�
／
峰｣

朱
印
影

(

以
上
十
三
顆
徳
富
蘇
峰
所
用)

を

存
す
。

〈

東
洋
文
庫

三
Ａ
・
ｈ
・
一
五〉

九
冊

淡
茶
色
表
紙

(

二
八
・
二
×
二
〇
・
一
糎)

左
肩
打
付
に
書
入
と
同
筆
に

て

｢

排
韻
氏
族

〈

甲
集
／
上
平
一〉｣

等
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、
右
下
方

｢

共
九｣

と
書
す
。
首
冊
、
第
四
冊
の
み
中
央
に
別
筆
に
て

｢

荒｣

と
書

す

(

又
別
朱

｢

日｣

に
重
書)

。
改
糸
。
毎
冊
前
見
返
し
に
書
入
と
同
筆

に
て
声
韻
氏
目
を
列
記
す
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

江
戸
初
の
朱
筆
に
て
韻
序
数
、
竪
批
句
点
、
欄
上
行
間
校
注
、
返
点
、
音

訓
送
仮
名
、
韻
首
版
心
標
点
、
同
朱
墨
欄
上
行
間
校
補
注

(｢�
府｣

と

校
す
る
こ
と
甚
し)

書
入
。
上
辺
附
箋
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

國
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清
寺｣

墨
印
影
を
存
す
。

〈

慶
應
義
塾
図
書
館

二
四
・
七〉

九
冊

栗
皮
表
紙

(
二
八
・
二
×
二
〇
・
〇
糎)

首
冊
の
み
左
肩
打
付
に

｢

氏
族

排
韻

〈

甲
集〉｣
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
朱
書
す
。
押
し
八
双
。
改
糸
。

壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

朱
合
標
竪
批
句
点
、
標
批
圏
、
行
間
校
改
、
欄
上
標
注
、
欄
上
墨
標
注
書

入

(

乙
集
以
下
は
稀)

。
毎
冊
首
に

｢
佐
々
木
氏
／
藏
書
印

(

隷書)｣

朱
印

影
、
当
館

｢

佐
々
木
哲
太
郎
氏
／
遺
書
寄
贈
之
印
／
慶
應
義
塾
圖
書
館｣

受
入
印
影
を
存
す
。

〈

市
立
米
沢
図
書
館

米
澤
善
本
二
九〉

九
冊

後
補
香
色
漉
目
艶
出
表
紙

(

二
七
・
三
×
一
九
・
三
糎)

左
肩
題
簽
を
貼

布
し｢

排
韻
氏
族〈

幾〉｣

と
書
す
。
首
冊
の
み
右
肩
よ
り
打
付
に｢〈
子〉

八
十
一｣

と
朱
書
す
。
第
三
冊
前
表
紙
中
央
に
貼
紙
し
て

｢

石
典
籍
覧｣

と
書
す
。
改
糸
。
虫
損
修
補
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一
集
。

朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
傍
線
、
欄
上
行
間
校
注
校
改
、
稀
に
墨
行
間
補
注

書
入
。
丙
集
後
半
以
降
は
疎
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻｢

忠
／
辰｣

朱
印
影
、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

興
讓
館
藏
書｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣

Ｊ
三
・
四
六
八
Ａ〉

九
冊

李
王
家
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
八
・
六
糎)

左
肩
双
辺
摺
枠
題
簽
を
貼

布
し

｢

排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全

幾｣

と
書
す
。
右
下
方
綫
外
打
付
に

｢

共
九｣

と
書
す
。
虫
損
修
補
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
一

集
。

朱
竪
批
句
点
、
批
圏
、
稀
に
同
墨
欄
上
校
注
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

江
風
山
／
月
莊｣

、
同

｢

稲
田
／
福
堂
／
圖
書｣

朱
印
影

(

二
顆

稲
田
福
堂
所
用)

、
同

｢

李
王
家
／
圖
書
之
／
章｣

朱
印
影
を
存
す
。

右
の
他
、
川
瀬
一
馬
氏

『〈

増
補〉

古
活
字
版
の
研
究』

(

昭
和
四
十
二

年)

に
久
原
文
庫
、
安
田
文
庫
、
高
木
文
庫
蔵
本
を
録
す
る
が
、
知
見
を

得
な
い
。
こ
の
う
ち
安
田
文
庫
本
は
同
書
に
大
尾
図
版
を
掲
載
し
、
同
種

印
本
と
確
認
さ
れ
る
。
ま
た

『

中
国
科
学
院
図
書
館
蔵
中
文
古
籍
善
本
書

目』

子
部
類
書
類
に
本
書

｢

日
本
活
字
印
本｣

九
冊
を
録
す
る
が
、
こ
れ

は
北
京
人
文
科
学
研
究
所
以
来
の
襲
蔵
書
と
目
さ
れ
、
同
所
蔵
書
目
録
に

も

｢
日
本
元
和
五
年
活
字
本｣

を
録
す
る
か
ら
、
同
種
本
の
可
能
性
が
高

い
。
後
の
著
録
を
期
す
。

該
本
諸
伝
本
の
書
入
や
旧
蔵
者
を
見
る
と
、
室
町
以
来
の
遺
風
を
伝
え
、
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禅
院
で
の
使
用
に
特
色
が
あ
る
。
古
活
字
本
の
書
入
も
朱
点
朱
引
を
主
と

し
て
、
日
用
の
求
め
に
備
え
る
趣
で
あ
る
。
た
だ
旧
時
に
比
し
、
そ
の
稠

密
さ
に
於
い
て
は
後
退
の
傾
向
も
窺
わ
れ
、
仄
声
以
降
に
疎
で
あ
る
場
合

が
目
に
着
き
、
専
ら
韻
事
に
限
る
等
の
用
途
の
縮
小
が
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
収
蔵
者
の
傾
向
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
近
世
の
初
に

興
隆
し
た
林
下
や
地
方
禅
院
へ
の
伝
播
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
和
刻
本
の
解
説
に
向
か
う
べ
き
順
序
で
は
あ
る
が
、
行
説
の
都

合
上
、
少
し
く
溯
っ
て
明
版
二
種
の
刊
刻
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

新
刻
京
本
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目
十
集
二
十
八
巻

元
闕
名
編

明
周
尚
文
増

傅
起
巖
校

[

明]

刊

本
版
は
明
代
の
後
葉
に
刊
行
さ
れ
た
坊
刻
本
で
あ
り
、
角
書
を
改
め
た

も
の
の
、
巻
首
附
編
の
題
目
を
そ
の
ま
ま
本
文
に
冠
す
る
等
、
首
題
か
ら

し
て
既
に
そ
の
粗
雑
を
露
し
て
い
る
。
し
か
し
少
し
く
編
集
を
新
た
に
し
、

記
事
の
増
修
も
認
め
ら
れ
る
。

先
ず
徐
序

(

三
張)

、
首
題

｢

刻
氏
族
大
全
綱
目
敘｣

、
次
行
よ
り
一
格
を

低
し
諱
字
単
擡
に
て
本
文

｢(

上
略)

近
因�
省
倭
冦
／
為
梗
坊
間
舊
板

焼
毀
無
存
書
林
陳
氏
崑
泉‖

子
者
購
求
重
梓
所
頼
家
藏
萬
巻
此
帖
猶
新
／

不
敢
自
私
因
售
與
四
方
好
古
者
共
之

(

中
略)

又
得
後
學
中
洲
子
者
加
以

‖

(

単擡)

皇
明
人
文
逐
韻
増
入
可
請
全
書
矣
同
志
君
子
／
幸
留
意
焉
／

(

低
七

格

)

江
右�
興
北
山
徐
湯
謹
序

(

楷書)｣

六
行
十
七
字
。

序
者
の
徐
湯
は
伝
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
倭
寇
の
災
禍
に

よ
り�
省
に
在
っ
た
本
書
の
旧
版
が
焼
失
し
た
の
を
見
て
、
書
舗
陳
崑
泉

が
重
刊
を
企
て
、
家
蔵
本
の
提
供
を
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
陳

氏
は
積
善
堂
を
称
す
る�
の
書
舗
で
、
名
を
孫
安
と
言
い
、
概
そ
万
暦
の

初
年
に
版
刻
の
事
蹟
が
あ
る

(�)

。
さ
ら
に
ま
た
、
中
洲
子
な
る
者
の
編
集
を

加
え
、
韻
ご
と
に

｢

皇
明
人
文｣

を
増
入
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
言
及
に

正
確
さ
を
欠
く
も
の
の
、
巻
首
や
本
文
の
状
態
に
は
対
応
す
る
点
が
あ
る
。

ま
た
後
に
見
る
よ
う
に
、
中
洲
子
と
は
、
江
右
饒
安
の
周
尚
文
の
こ
と
と

知
ら
れ
る
。

右
の
序
に
つ
い
て
、
丁
丙
の

『

善
本
書
室
蔵
書
志』

巻
二
十
に
同
題
の

｢

萬
暦
刊
本｣

二
十
八
卷
を
著
録
し

｢

前
有
萬
暦
二
年�
興
北
山
徐
湯
序
、

後
有
萬
暦
三
十
七
年
癸
酉
歳
秋
月
陳
氏
積
善
堂
奇
泉
梓
木
記｣

と
称
す
る

(�)

。

こ
れ
に
従
え
ば
、
徐
序
及
び
陳
崑
泉
重
刊
の
事
蹟
は
万
暦
二
年
に
、
本
版

は
同
三
十
七
年
の
陳
奇
泉

(

同
属
、
名
孫
賢)

積
善
堂
の
重
刊
に
係
る
こ

と
に
な
る
が
、
知
見
の
伝
本
に
は
こ
れ
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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次
で
綱
目

(

一
四
張)

、
首
題

｢

新
刻
京
本
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
綱

目｣
、
次
行
黒
魚
尾
下
低
一
格
に
集
目
、
次
行
低
二
格
に
声
目
、
次
行
低

参
格
に
韻
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
声
類

(

墨囲)

、
姓
氏
、
貫
籍
を
列
す
。

毎
行
五
段
、
癸
集
、
覆
姓
の
夾
谷
氏
に
至
る
。
十
行
二
十
字
。
尾
題

｢

氏

族
目
録
畢｣

。

巻
首
題｢

新
刻
京
本
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目
巻
之
一(

至
二
十
八)

(

隔
五

格

)

甲

(

至
癸)

集
／(
低
九

格

)
江
右

(

大
字

跨
行)

{

饒
安

後
學

中
洲

周
尚
文

校
閲
／�
江

庠
生

築
野

傅
起
巖

参
閲}｣

、
次
行
三
格

を
低
し
て

｢

○
一
東｣

等
と
韻
目
を
標
し
、
次
行
線
黒
魚
尾
下
低
一
格
に

｢

馮

宮
音

始
平｣

等
と
姓
氏
、
声
類
、
貫
籍
を
標
し
、
同
行
下
に
附

注

(

小
字

双
行)

、
次
行
低
三
格
に

｢

○
能
断｣

等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り

｢

馮
簡
子｣

以
下
本
文
。
毎
章
改
行
、
末
尾
に

｢

左
襄
三
十
一
年｣

等
と

引
書
目
を
附
す

(

間
々
欠
く)

。
さ
ら
に
行
を
接
し
、
花
口
魚
尾
下
に

｢

女
徳
婚
姻｣

と
標
し
て
次
行
よ
り
章
目
本
文
を
連
ね
、
後
に
圏
発
下
に

簡
略
の
編
を
列
す
。
末
尾
に
ま
た
行
を
接
し
、
花
口
魚
尾
下
に

｢

皇
明
人

文｣

と
標
し
、
次
行
よ
り
章
目
本
文
を
増
入
す
。
全
編
左
の
如
し
。

甲
集

第
一
巻(

一
二
張)(

上
平
声)

一
東
・
馮
―

風

第
二
巻(

一
二
張)

二
冬
・
龍
―

四
江
・
雙

第
三
巻(

二
〇
張)

五
支
・
支
―

九
魚
・
諸

第
四
巻(

二
八
張)

十
虞
・
虞
―

殳

乙
集

第
五
巻(

三
八
張)

十
二
齊
・
齊
―

十
七
眞
・�

第
六
巻(

一
五
張)

二
十
一
文
・
文
―
二
十
二
元
・
宛

第
七
巻(

一
九
張)

二
十
五
寒
・
寒
―
二
十
七
刪
・
環

丙
集

第
八
巻(

二
三
張)(

下
平
声)

一
先
・
田
―

五
爻
・
茅

第
九
巻(

一
五
張)

六
豪
・
陶
―

勞

第
十
巻(

一
四
張)

七
歌
・
羅
―

九
麻
・�

丁
集

第
十
一
巻(

二
八
張)

十
陽
・
陽
―

王

第
十
二
巻(

一
―
九
至
十
―
二
十
二
、
計
二
一
張)

黄
―

姜

第
十
三
巻(

一
七
張)

梁
―�

戊
集

第
十
四
巻(

一
七
張)

十
二
庚
・
程
―

十
五
青
・�

第
十
五
巻(

一
四
張)(

十
六
蒸)

滕
―

弘

第
十
六
巻(

二
四
張)(

十
八
尤)

周
―
二
十
一
侵
・
尋

第
十
七
巻(

九
張)

二
十
二
覃
・
譚
―
二
十
七
咸
・
凡

己
集

第
十
八
巻(

二
七
張)(

上
声)

一
董
・
孔
―

四
紙
・
綺

第
十
九
巻(

一
一
張)

八
語
・
許
―�

第
二
十
巻(

一
三
張)

九
麌
・
杜
―�

(

庚
集)

第
二
十
一
巻(

五
二
張)

十
一
薺
・
禰
―
三
十
五
馬
・
假
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第
二
十
二
巻(

二
一
張)

三
十
六
養
・
蒋
―
五
十
三�
・
湛

辛
集

第
二
十
三
巻(

二
〇
張)(

去
声)

一
送
・
貢
―

十
遇
・
遇

第
二
十
四
巻(

二
〇
張)

十
二
霽
・
衛
―
三
十
七
號
・
暴

第
二
十
五
巻(

二
八
張)

三
十
八
箇
・
賀
―
五
十
四�
・
念

壬
集

第
二
十
六
巻(

二
四
張)(

入
声)

一
屋
・
陸
―

十
六
屑
・
節

第
二
十
七
巻(
二
四
張)

十
八
藥
・
藥
―
三
十
二
洽
・�

癸
集

第
二
十
八
巻(

一
八
張)(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

単
辺

(

一
八
・
四
×
一
二
・
一
糎)
有
界
、
毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十

八
字
。
白
口
、
単
線
黒
魚
尾
下
題｢

甲
集
幾｣

等
、
下
方
張
数
。
下
辺
間
々

工
名
一
字
を
存
す

(｢

昇｣

以
下)

。

巻
尾
題

｢

新
刊
京
本
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
綱
目
巻
之
二
終｣

等
。

巻
首
題
署
に
名
を
標
す
る
周
尚
文
は
、
本
編
戊
集
第
十
六
巻
、
周
氏

｢

皇
明
人
文｣

中
に
録
し
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

周
尚
文
、
字
載
道
、
號
中
洲
、
江
西
安
仁
人
。
早
歳
穎
悟
異
常
、
聰

明
特
達
、
閭
里
奇
之
。
曁
因�
試
不
達
、
遂
忿
志
遊�
書
市
、
日
以

著
述
爲
事
。
考
古
索
今
、
比
時
聲
譽
益
隆
、
四
方
同
儕
者
咸
曰
、
嘉

惠
來
學
、
先
生
之
功
大
矣
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
郷
試
に
達
せ
ず
書
林
に
活
路
を
求
め
た
編
集
者
の
一

人
で
あ
ろ
う
。
前
出
の
徐
序
に
見
え

｢

皇
明
人
文｣

を
作
っ
た
と
さ
れ
る

中
洲
子
は
、
こ
の
周
尚
文
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
右
の
小

伝
は
周
氏
自
ら
が
記
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

(�)

。
本
版
の
最
大
の
特
色
は

こ
の

｢

皇
明
人
文｣

を
加
え
明
人
の
伝
を
補
っ
た
点
に
あ
り
、
題
署
に

｢

校
閲｣

と
称
す
る
も
の
の
、
周
氏
は
校
編
を
一
手
に
手
掛
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
庠
生
傅
起
巖
の
伝
は
詳
か
で
な
い
。
な
お
旧
編
の
十
集
の
組
織

を
残
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
乃
至
四
巻
に
分
け
二
十
八
巻
と
し
た
の
は
、

本
版
に
端
を
発
す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
旧
編
の
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど

手
を
つ
け
て
お
ら
ず
、[

元]

刊
十
六
行
本
の
款
式
に
基
づ
い
て
い
る
。

た
だ
実
際
上
ど
の
一
版
に
基
づ
い
た
か
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

二
〇
五
・
一
四
、
〇
三
〇
四
四〉

一
二
冊

清
劉
文
燿
旧
蔵

新
補
淡
青
地
淡
茶
色
気
泡
文
漉
目
表
紙

(

二
八
・
二
×
一
六
・
八
糎)

(

旧
藍
表
紙
上
に
貼
附)

。
擬
康
煕
綴
、
素
絹
包
角
。
天
地
截
断
、
金�
玉

装
。
前
副
葉
、｢

建
業
劉
氏
幼
丹
甫
珍
蔵‖

明
版
氏
族
大
全｣

と
書
し
、

｢
珍｣
字
に
重
ね
方
形
陰
刻

｢

劉
氏
／
文
燿｣

朱
印
影

(

清
劉
文
燿
所
用)

を
存
す
る
旧
時
の
補
葉
を
差
夾
む
。
徐
序
、
綱
目
の
後
、
本
文
に
入
る
。

第
七
至
八
巻
、
第
二
十
一
至
二
十
八
巻
を
毎
冊
二
巻
と
す
る
他
は
、
毎
冊
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三
巻
。
第
十
巻
第
二
、
一
張
、
第
二
十
二
巻
第
二
十
、
十
九
張
錯
綴
。

欄
上
行
間
に
墨
補
注
、
朱
鈔
補
を
施
す
。

こ
の
本
の
書
影
は
、
前
出
の
国
家
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

｢

古
籍
影

像
検
索
系
統｣
に
て
閲
覧
で
き
る
。

〈

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館

989･576〉

十
二
冊

新
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
六
×
一
六
・
三
糎)

、
後
補
藍
色
絹
表
紙
。
淡

青
包
角
。
襯
紙
改
装
、
破
損
部
補
紙
。
前
後
副
葉
。
徐
序
、
綱
目
を
存
し

本
文
に
入
る
。
第
七
至
九
巻
、
第
十
二
至
十
四
巻
、
第
十
五
至
十
七
巻
、

第
二
十
二
至
二
十
四
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
巻
。

稀
に
欄
上
墨
補
注
書
入
。
巻
首
及
び
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

東
方
文

化
／
事
業
總
委
員
會
所
／
臧
圖
書
印｣

、
毎
冊
尾
に
方
形
陰
刻
同
文
朱
印

影
を
存
す
。

右
の
他
、『

中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
蔵
古
籍
善
本
書
目』

伝
記

類
に

｢(

新
刻
京
本
排
韻�
廣
事
類)

氏
族
大
全
綱
目

二
十
八
卷
／

(

明)

周
尚
文
校
／
明
初�
書
林
陳
氏
積
善
堂
刊
本

十
二
冊｣

と
録
す

る
本

(

北
京
人
文
科
学
研
究
所
旧
蔵
か)

、
王
重
民
氏

『

美
国
国
会
図
書

館
蔵
中
国
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に

｢

新
刻
京
本
排
韻�
廣
事
類
氏
族

大
全
綱
目
二
十
八
卷

十
八
冊｣

｢

明
萬
暦
間
刻
本

[

十
四
行
二
十
八
字

(19

×12)]｣

と
録
す
る
本
は
同
版
か
、
未
見
。
本
邦
に
は
伝
存
が
知
ら

れ
て
い
な
い
。

精
刻
張
翰
林
重
訂
京
本
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
二
十
八
巻

元
闕
名
編

明[

周
尚
文
増]

張
溥
校

明
崇
禎
五
年

(

一
六
三
二)

序
刊

(

積
善
堂
陳
國
旺)

こ
の
版
本
は
前
記
十
集
二
十
八
巻
本
を
受
け
、
長
く
行
わ
れ
た
十
集
の

組
織
を
廃
し
、
款
式
字
様
を
も
改
め
た
新
校
本
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
本
文

は
大
略
前
本
と
同
様
で
あ
り
、
前
本
に
附
さ
れ
た

｢

皇
明
人
文｣

を
引
継

い
で
い
る
が
、
こ
の
本
で
は
そ
の
編
者
の
名
を
失
な
い
、
歴
々
た
る
校
者

の
名
を
押
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

封
面
、
単
辺
有
界

｢

太
史
張
天
如
先
生
重
訂‖

排
韻
古
今
氏
族

(

楷
体

大
書) ‖

{

是
集
原
倣
京
本
。
刋
行
巳
久
。
茲
求
／(

単擡)

張
太
史
再
參
考
訂
。
古
今

備
列
。
始
末
週
詳
。
無
疑
不
析
。
無
美
不
傳
。
允‖

百
代
之
／
芳
規
。
長

爲
千
秋
之
金
鏡
。
是
宇
宙
一
大
奇
觀
也
。
欲
譜
世
系
之
牒
者
。
寧
能
巳
／

于
斯
乎
。
余
用
是
重
梓
以
公
于
世
。(

隔
五

格

)

繼
善
堂
陳
玉
我
梓
行

(

小
字
、

圏
点
略)}｣
牌
記
。
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張
天
如

(

張
太
史)

は
張
溥
、
字
天
如
。
太
倉
人
。
崇
禎
元
年
貢
生
と

し
て
南
監
に
入
り
、
同
四
年
辛
未
進
士
、
後
年
復
社
の
主
盟
と
な
る
。
継

善
堂
陳
玉
我
は
、
前
出
積
善
堂
陳
崑
泉
と
同
属
の
後
裔
、
名
を
国
旺
と
言

う
。

先
ず
管
序

(

五
張)
、
首
題

｢

重
刻
官
板
氏
族
大
全
序｣

、
次
行
よ
り
諱
字

単
擡
に
て
本
文

｢(

上
略)
前
因�
省
倭
冦
爲
梗
坊
間
舊‖

板
無
存
書
林

陳
氏
捜
藏
重
梓
以
／
公
于
世
亦
一
片
苦
心
之
務
矣

(

中
略)

／�
／
崇
禎

壬
申
歳
夏
月
年
弟
管
正
傳
／
撰
于
繼
善
堂｣

、
次
行
よ
り
方
形
陰
刻

｢

管

印
／
正
傳｣

単
辺
方
形
陽
刻｢

辛
未
／
聯
捷｣

印
影
模
刻
。
六
行
十
二
字
。

管
正
伝
、
字
元
心
、
徳
園
と
号
す
。
長
洲
の
人
。
崇
禎
四
年
辛
未
進
士
。

前
出
の
張
溥
と
同
年
で
あ
る
。
こ
の
序
に
拠
る
と
、
該
本
は
万
暦
頃
刊
行

と
思
わ
れ
る
前
掲
の

[

明]

刊
本
を
継
承
す
る
。

次
で
目
録

(

一
二
張)

、
首
題

｢

精
刻
張
翰
林
重
訂
京
本
排
韻�
廣
事
類

氏
族
大
全
目
録｣

、
次
行
低
二
格
に
声
目
、
次
行
低
三
格
に
韻
目
を
標
し
、

次
行
よ
り
毎
行
六
段
に
姓
氏
、
声
類

(

小
字

双
行)

、
貫
籍
を
列
す
。

巻
首
題

｢

精
刻
張
翰
林
重
訂
京
本
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
巻
之
一

(

至

二
十
八)

／(

以
下
低

一
六
格)

太
倉

天
如

張

溥

訂
正
／
潭
陽

玉
我

陳
國
旺�
梓｣

、
次
行
低
四
格
に

｢

一
東｣

等
と
韻
目
、
次
行
低
二
格

に

｢

馮

宮
音

始
平｣

等
と
姓
氏
、
声
類
、
貫
籍
を
標
し
、
同
行
下
に

附
注

(

小
字

双
行)

、
次
行
低
四
格
に

｢

能
斷｣

等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り

本
文

｢

馮
簡
子｣

以
下
。
首
行
単
擡
、
毎
章
改
行
。
末
尾
に

｢

左
襄
三
十

一
年

(

小字)｣

等
と
引
書
目
を
附
す

(

間
々
欠
く)

。
さ
ら
に
行
を
接
し
、

低
三
格
に

｢

女
徳
婚
姻｣

と
標
し
て
次
行
よ
り
章
目
本
文
を
連
ね
、
後
に

圏
発
下
に
簡
略
の
編
を
列
す
。
末
尾
に
ま
た
行
を
接
し
、
低
三
格
に

｢

皇

明
人
文｣

と
標
し
、
次
行
よ
り
章
目
本
文
を
増
入
す
。
全
編
左
の
如
し
。

第
一
巻

(

一
五
張)

(

上
平
声)

一
東
・
馮
―

風

第
二
巻

(

一
四
張)

二
冬
・
龍
―

四
江
・
雙

第
三
巻

(

二
四
張)

五
支
・
支
―

九
魚
・
諸

第
四
巻

(

三
五
張)

十
虞
・
虞
―

殳

第
五
巻

(

三
五
張)

十
二
齊
・
齊
―

十
七
眞
・�

第
六
巻

(

二
八
張)

二
十
一
文
・
文
―
二
十
二
元
・
宛

第
七
巻

(

二
四
張)

二
十
五
寒
・
寒
―
二
十
七
刪
・
環

第
八
巻

(

二
八
張)

(

下
平
声)

一
先
・
田
―

五
爻
・
茅

第
九
巻

(

一
九
張)

六
豪
・
陶
―

勞

第
十
巻

(

一
七
張)

七
歌
・
羅
―

九
麻
・�

第
十
一
巻

(

三
五
張)

十
陽
・
陽
―

王

第
十
二
巻

(

二
九
張)

黄
―

姜

第
十
三
巻

(

二
一
張)

梁
―�
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第
十
四
巻

(

二
一
張)

十
二
庚
・
程
―

十
五
青
・�

第
十
五
巻

(

一
八
張)

(

十
六
蒸)

滕
―

弘

第
十
六
巻

(

三
一
張)

(

十
八
尤)

周
―
二
十
一
侵
・
尋

第
十
七
巻

(

一
一
張)

二
十
二
覃
・
譚
―
二
十
七
咸
・
凡

第
十
八
巻

(
三
四
張)

(

上
声)

一
董
・
孔
―

四
紙
・
綺

第
十
九
巻

(

一
一
張)

八
語
・
許
―�

第
二
十
巻

(

一
六
張)

九
麌
・
杜
―�

第
二
十
一
巻

(

三
四
張)

十
一
薺
・
禰
―
三
十
五
馬
・
假

第
二
十
二
巻

(

二
五
張)
三
十
六
養
・
蒋
―
五
十
三�
・
湛

第
二
十
三
巻

(

二
六
張)

(

去
声)
一
送
・
貢
―

十
遇
・
遇

第
二
十
四
巻

(

二
六
張)

十
二
霽
・
衛
―
三
十
七
號
・
暴

第
二
十
五
巻

(

三
六
張)

三
十
八
箇
・
賀
―
五
十
四�
・
念

第
二
十
六
巻

(

三
〇
張)
(

入
声)

一
屋
・
陸
―

十
六
屑
・
節

第
二
十
七
巻

(

三
〇
張)

十
八
藥
・
藥
―
三
十
二
洽
・�

第
二
十
八
巻

(

二
二
張)

(

覆
姓)

上
平
・
公
孫
―

入
声
・
夾
谷

単
辺

(

二
二
・
五
×
一
三
・
八
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
一
行
、
毎
行
二
十

九
字
、
方
刻
体
。
白
口
、
上
辺
題

｢

官
板
排
韻
氏
族｣

、
単
線
黒
魚
尾
下

標

｢

幾
巻｣

、
下
方
張
数
。

巻
尾
題

｢

精
刻
京
本
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
幾
巻
終｣

。

本
文
末
尾
よ
り
一
行
を
隔
し
低
一
格
に

｢(

上
略)

今
復
重
幣
購
求
／
翰

林
張
太
史
照
依
原
本
再
詳
捜
集
／(

単擡)

當
代
群
書
稽
考
事
實
逐
韻
増
入

訂
正
無
訛
誠
譜
族
者
之
要
書
也
爰
是
本
坊
繍
／
刋
廣
布
天
下
書
旅
須
認
書

林
積
善
堂
爲
記
／(

低
一

六
格)

潭
陽
陳
國
旺
玉
我
氏
謹
白｣

告
文
。

こ
こ
で
は
前
本
の
徐
序
の
文
言
を
用
い
つ
つ
中
洲
子
の
名
は
出
さ
ず
、

張
溥
が
増
訂
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
実
態
に
合
わ
な
い
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

二
〇
五
・
一
四
／
〇
三
〇
四
五〉

合
六
冊

清
呉
引
孫
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(

二
六
・
八
×
一
六
・
五
糎)

、
首
冊
の
み
香
色
旧
表
紙

を
も
存
す
。
改
糸
、
破
損
修
補
。
前
副
葉
。
封
面
を
欠
く
。
管
序
首
題
下

に

｢

六
本
一
函
／
三
元｣

墨
書
、
末
葉
後
半
欠
。
次
で
目
録
を
存
し
、
本

文
に
入
る
。
第
十
一
至
十
四
、
二
十
五
至
二
十
八
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他

は
毎
冊
五
巻
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

眞
州
呉
氏
／
有
福
讀
／
書
堂
臧
書｣

朱
印
影

(
清
呉
引
孫
所
用)

を
存
す
。

こ
の
本
の
書
影

(

第
一
巻
首
第
一
張
後
半)

も
、
前
出
の
国
家
図
書
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

｢

古
籍
影
像
検
索
系
統｣

に
て
閲
覧
で
き
る
。
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〈
国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫･

楓
山
官
庫
旧
蔵
書

史
七
四
・
二〉

八
冊

香
色
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
六
・
六
糎)

左
肩
黄
檗
染
題
簽
を
後
補
し

｢

排
韻
氏
族
大
全

〈

幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
改
糸
。
封
面
、
白
紙
淡
墨
印
、

左
方
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

陳
氏
／
積
善
堂
／
□
記｣

朱
印
影
を
存
す
。
管

序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
第
九
至
十
一
、
十
六
至
十
八
、
二
十

三
至
二
十
五
、
二
十
六
至
二
十
八
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
四
巻
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢
秘
閣
／
圖
書
／
之
章｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

一
二
〇
・
三〉

十
冊

駿
河
御
譲
本

白
漉
目
表
紙

(

二
七
・
五
×
一
六
・
六
糎)

左
肩
打
付
に

｢

氏
族
大
全

[
]

幾｣

、
又｢

氏
族
／
精
刻
張
林
訂
京
本
排
韻[

]
六｣

等
と
書
す
。

虫
損
破
損
修
補
。
封
面
、
白
紙
淡
墨
印
、
積
善
堂
朱
印
影
を
存
す
。
管
序
、

目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
第
四
至
五
、
二
十
一
至
二
十
二
巻
を
各
一

冊
と
す
る
他
は
毎
冊
三
巻
。

淡
縹
色
不
審
紙
貼
附
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

御
／
本｣

朱
印
影
を

存
す
。

〈

愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館

名
二
八
二
・
ｗ
四〉

八
冊

名
古
屋
藩
校
明
倫
堂
旧
蔵

香
色
表
紙(

二
七
・
八
×
一
六
・
五
糎)

左
肩
打
付
に｢

氏
族
排
韻〈

幾〉｣

と
書
す
。
右
下
方
打
付
に
別
筆
に
て｢

念｣

と
書
す
。
改
糸
。
破
損
修
補
。

封
面
、
白
紙
淡
墨
印
、
積
善
堂
朱
印
影
を
存
す
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、

本
文
に
入
る
。
第
五
至
七
、
十
二
至
十
四
、
二
十
三
至
二
十
五
、
二
十
六

至
二
十
八
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
四
巻
。

朱
韻
目
標
圏
、
稀
に
姓
名
合
点
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

翰
墨

齋｣

朱
印
影
、
方
形
陰
刻

｢

明
倫
堂
圖
書｣

朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

愛
知
縣
第
／
一
師
範
學
／
校
圖
書
印｣

、
同

｢

愛
知
第
一
／
師
範
學
校
／

圖
書
之
印｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

上
越
市
立
高
田
図
書
館
修
道
館
文
庫

四
〇
・
一
七
九
・
八〉

八
冊

榊
原
忠
次
旧
蔵

香
色
表
紙

(

二
六
・
八
×
一
六
・
二
糎)

左
肩
打
付
に

｢

排
韻

〈

自
幾
至

幾〉｣

と
書
し
、
直
下
よ
り
同
朱
筆
に
て
声
韻
目
を
書
す
。
中
央
に
単
辺

方
形
陽
刻

｢

脩
道
／
館
印｣

朱
印
影
を
存
す
。
封
面
、
白
紙
印
、
同
前
積

善
堂
朱
印
影
を
存
す
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
第
五
至
七
、

八
至
十
、
二
十
三
至
二
十
五
、
二
十
六
至
二
十
八
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他

は
毎
冊
四
巻
。
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毎
冊
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

吏
部
大
卿
忠
次｣

、
単
辺
円
形
陽
刻

｢

文
／

庫｣
朱
印
影

(

二
顆
榊
原
忠
次
所
用)

、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
左
右

龍
文

｢
高
田｣

、
表
紙
同
朱
印
影

(

高
田
藩
校
修
道
館
所
用)

を
存
す
。

〈

柳
川
古
文
書
館
伝
習
館
文
庫
・
安
東
家
旧
蔵
書

安
七
一〉

六
冊

新
補
海
松
色
表
紙

(
二
五
・
六
×
一
六
・
二
糎)

、
改
糸
。
次
で
後
補
淡

渋
引
表
紙
を
存
し
、
左
辺
打
付
に

｢

氏
族
大
全

[
]

幾｣

と
書
す

(

第

二
至
六
冊
題
目
別
手
朱
書)

。
管
序
、
目
録
を
存
し
本
文
に
入
る
。
第
五

至
九
、
十
四
至
十
八
、
十
九
至
二
十
四
、
二
十
五
至
二
十
八
巻
を
各
一
冊

と
す
る
他
は
毎
冊
四
巻
。

序
の
み
欄
上
墨
補
注
、
毎
巻
首
張
付
に
朱
標
点
、
第
六
冊
の
み
韻
目
朱
標

圏
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

傳
習
館
／
郷
土
文
／
庫
之
印｣

朱

印
影
を
存
す
。

〈

市
立
米
沢
図
書
館

米
澤
善
本
三
〇〉

八
冊

欠
巻
二
十
八

後
補
栗
皮
表
紙

(

二
六
・
二
×
一
六
・
二
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

氏

族
排
韻

〈

平〉｣

等
と
書
す
。
題
簽
下
打
付
に
冊
序
数
、
中
央
方
簽
を
貼

布
し
韻
目
を
書
す
。
押
し
八
双
。
五
針
眼
、
改
糸
。
小
口
書

｢

氏
族
大
全

金

(

以
下
八
音)｣

。
破
損
修
補
。
封
面
、
白
紙
印
、
同
前
積
善
堂
朱
印
影

を
存
す
。
管
序
、
目
録(

第
十
一
至
十
二
張
欠)

を
存
し
、
本
文
に
入
る
。

第
二
十
八
巻
を
欠
き
、
第
一
至
四
、
十
四
至
十
七
、
十
八
至
二
十
一
巻
を

各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
三
巻
。

間
々
朱
章
目
標
圏
、
竪
句
点
、
墨
破
損
部
鈔
補
を
施
す
。
毎
冊
首
に
単
辺

方
形
陽
刻

｢

麻
谷
藏
書

(

楷書)｣

朱
印
影
を
存
す
。

右
の
他
、『

中
国
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に
同
趣
の
版
本
を
録

し
、
華
東
師
範
大
学
図
書
館
、
建
甌
県
図
書
館
の
収
蔵
を
誌
す
等
、
中
国

各
地
に
伝
存
す
る
か
と
推
量
さ
れ
る
。

前
記
二
版
の
わ
が
国
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
、
前
者

[

明]

刊
本
が
本
邦

に
稀
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
崇
禎
刊
本
は
近
世
の
初
、
わ
が
国
の
大
名

が
書
物
の
蒐
集
に
努
め
、
競
っ
て
唐
本
を
入
手
し
た
頃
に
将
来
さ
れ
る
巡

り
合
せ
と
な
り
、
数
多
く
伝
え
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
顕
れ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
し
か
し
根
源
の
問
題
と
し
て
、
伝
統
的
な
版
本
の
装
い
を
遺
す

前
者
に
比
し
、
明
末
の
版
刻
盛
行
の
時
節
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
形
で
再

登
場
し
た
後
者
と
で
は
、
商
品
と
し
て
の
力
量
に
始
め
か
ら
大
き
な
違
い

が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。
本
文
自
体
に
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
、
か

え
っ
て
示
唆
的
な
事
例
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
本
来
の
増
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編
者
の
名
が
隠
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
後
世
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
全
十
集�
補
一
巻

元
闕
名
編

闕
名
點

(�)
明[

周
尚
文]

編

[

江
戸
前
期]
刊

覆
元
和
五
年
古
活
字
刊
本

最
後
に
、
わ
が
国
の
近
世
期
に
刊
行
さ
れ
た
附
訓
本
、
い
わ
ゆ
る
和
刻

本
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
版
は
標
記
の
よ
う
に
、
款
式
字
様
も
そ
の
ま

ま
に
十
三
行
二
十
四
字
の
古
活
字
本
を
覆
刊
し
、
直
前
に
述
べ
た
明
版
の

影
響
を
も
容
れ
て
増
編
の
本
文
を
附
綴
し
た
上
、
全
編
に
訓
点
を
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
以
下
古
活
字
本
に
異
な
る
点
の
み
を
挙
げ
て
、
本
版
の
大

要
を
記
す
。

題
簽
、
双
辺

｢

排
韻
氏
族
大
全

〈

幾〉｣

、
同
じ
く
集
声
韻
目
を
列
し
た
目

録
題
簽
を
も
存
す
。

封
面
、
様
式
も
本
文
も
明
崇
禎
五
年
序
刊
本
に
同
じ
、
但
し
本
文
左
行
小

字
の
告
文
に
、
元
来
の
圏
点
に
加
え
て
附
訓
を
施
し
た
。

先
ず
管
序

(

四
張)

、
本
文
様
式
、
毎
行
の
字
数
は
崇
禎
刊
本
に
同
じ
。

但
し
毎
半
張
七
行
に
作
り
一
張
を
減
じ
た
。
附
訓
。

次
で
目
録

(

一
一
張)

、
こ
れ
も
本
文
様
式
、
毎
行
の
字
数
は
崇
禎
刊
本

に
同
じ
。
但
し
も
と
十
一
行
に
対
し
十
二
行
に
作
り
、
一
張
を
減
じ
た
。

巻
首
以
下
本
文
は
古
活
字
本
に
同
じ
。
但
し
首
行
下
の
集
目
、
第
二
行
の

韻
目
、
第
三
行
の
姓
氏
を
双
辺
亀
甲
形
の
牌
中
に
標
す

(

韻
目
は
陰
刻)

。

本
文
に
返
点
、
連
符
、
音
訓
送
仮
名
を
附
す
。

四
周
双
辺

(

二
一
・
三
×
一
五
・
八
糎)

無
界
。
字
款
不
斉
、
一
見
し
て

活
字
本
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。

本
文
末
尾
の
刊
記
は
取
り
去
っ
て
あ
る
。

次
で
増
補

(

五
二
張)

、
首
題

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
／(

低
三

格

)

増
補
皇
明
人
文

{

太
倉

天
如

張

溥

訂
正
／
潭
陽

玉
我

陳
國

旺�
梓}｣

、
次
行
低
一
格
に

｢

一
東

(

墨
囲

陰
刻)｣

等
韻
目
、
次
行
低
二
格

に

｢

馮

(

双
辺
亀
甲

形
牌
記

)｣

等
と
姓
氏
を
標
し
、
次
行
四
格
を
低
し

｢

龍
蟠
虎

踞｣

等
と
章
目
を
標
し
て
、
次
行
よ
り
低
一
格

(

首
行

単
擡)

に
本
文

｢

馮
國

用｣

以
下
。
本
文
の
末
よ
り
二
行
を
隔
し
、
改
張
し
て
陳
國
旺
告
文
。
次

で
二
行
を
隔
し
尾
題

｢

排
韻
増
補
皇
明
人
文

〈

終〉｣

。

こ
の
附
巻
は
、
周
尚
文
が
編
集
し

[

明]

刊
本
の
毎
姓
の
後
に

｢

皇
明

人
文｣
と
標
し
て
増
補
し
た
明
人
の
小
伝
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
継
承
翻

刻
し
た
崇
禎
刊
本
か
ら
抄
出
し
、
一
巻
に
纏
め
末
尾
に
附
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
部
分
に
は
同
款
式
の
底
本
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
た
に
版
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下
を
製
作
し
た
と
見
え
、
款
式
こ
そ
本
編
ま
た
古
活
字
本
の
そ
れ
に
同
じ

く
十
三
行
二
十
四
字
に
作
る
が
、
本
編
に
認
め
ら
れ
た
字
款
不
斉
の
活
字

本
の
影
響
が
見
ら
れ
ず
、
首
尾
に
張
溥
や
陳
國
旺
の
名
を
顕
し
て
、
本
文

低
一
格
で
毎
章
の
首
に
擡
頭
す
る
体
式
は
、
崇
禎
刊
本
の
そ
れ
を
引
継
い

で
い
る
。

本
版
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
、
版
本
の
内
部
徴
証
に
従
う
と
、
首
尾
の

拠
本
で
あ
る
明
崇
禎
五
年

(
一
六
三
二)

序
刊
本
の
版
行
を
前
提
と
し
、

字
様
か
ら
推
し
て
江
戸
前
期
、
拠
本
よ
り
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
頃
と
推
定
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
承
応
二
年

(
一
六
五
三)

刊
後
修
本

『

陳
眉

公
重
訂
野
客
叢
書』

末
尾
の
広
告
に

｢

排
韻
氏
族
大
全

〈

張
天
如〉｣

以

下
五
種
を
載
せ
、
二
行
を
隔
し

｢

承
應
二
癸
巳
年
林
鍾
吉
旦
／(

以
下
低

四
格

)

京
師
書
坊

(

隔
三

格

)

風
月
莊
左
衛
門
／
尾
張
書
坊

(

隔
三

格

)
風
月

孫
助｣

と
あ
っ
て
、
本
書
に
は
本
版
の
他
に
類
版
も
知
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
が
大
略
刊
行
の
下
限
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
江
戸

時
代
書
林
刊
行
の
出
版
書
籍
目
録
類
を
見
る
と
、
寛
文
六
年(

一
六
六
六)

頃
刊
行
の

『〈

和
漢〉

書
籍
目
録』

外
典
類
に
既
に

｢〈

十
一
／
冊〉

氏
族

大
全｣

と
、
同
十
年
刊

『〈

増
補〉

書
籍
目
録』

詩
集
類
に
は

｢〈

十
一
／

冊〉

氏
族
大
全

〈

天
如
張
溥〉｣

と
見
え
、
こ
れ
ま
で
に
は
刊
行
さ
れ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
年
に
は
正
徳
五
年

(

一
七
一
六)

修
刻
の

『〈

増
益〉

書
籍
目
録
大
全』

ま
で

｢｢
〈

十
一
／
風
月〉

氏
族
排
韻

(

シ

ソ
ク
ハ
ヰ
イ
ン)

〈

張
天
如
作

廿
五
匁〉｣

等
と
見
え
て
い
る
。
な
お
先

の
広
告
に
承
応
頃
風
月
堂
蔵
版
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、｢

風
月｣

の
名

は
元
禄
九
年

(

一
六
九
六)

刊

『〈

増
益〉

書
籍
目
録
大
全』

以
降
に
も

｢〈

十
二
／
風
月
清〉

排
韻
大
全

(

ハ
ヰ
イ
ン)

〈

天
如
張
傳〉｣

等
と
見
え

る
。
風
月
堂
の
い
ず
れ
の
者
が
関
わ
っ
た
か
、
ま
た
刊
刻
者
か
、
求
板
者

か
不
明
。
再
考
を
期
し
た
い
。

本
版
の
本
文
は
、
古
活
字
本
ま
で
に
重
層
し
た
本
文
の
劣
化
と
、
同
本

に
於
け
る
若
干
の
校
改
を
そ
の
ま
ま
承
け
て
、
こ
れ
に
附
訓
し
た
形
で
あ

る
が
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
本
邦
に
行
わ
れ
た
本
書
の
版
本
の
中
で
は
、

最
も
広
い
伝
播
を
示
し
た
。

〈

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣

Ｊ
三
・
四
六
八〉

十
一
冊

天
龍
寺
鹿
王
院

鹿
島
則
文

李
王
家
旧
蔵

栗
皮
表
紙

(

二
八
・
二
×
二
〇
・
〇
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、
目

録
題
簽
を
貼
附
。
右
肩
に
小
簽
を
貼
布
し｢

辛
四
十
四
、
十
四｣

と
書
す
。

五
針
眼

(

以
下
の
伝
本
も
同
じ)

。
封
面
、
見
返
し
別
葉
の
素
紙
後
半
に

印
刷
し

(
以
下
の
伝
本
も
同
じ)

、
同
前
半
中
央
に
方
形
陰
刻

｢

鹿
王
院｣

朱
印
影
を
存
す
。
管
序
、
目
録
を
存
し
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。
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朱
竪
句
点
、
欄
上
行
間
校
注
、
稀
に
朱
墨
補
注
書
入
。
目
首
及
び
毎
冊
首

に
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鹿
王
藏
書

(

隷書)｣

朱
印
影

(

天
龍
寺
鹿
王
院
所

用)

、
毎
冊
首
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

櫻
山
文
庫

(

隷書)｣

朱
印
影

(

鹿
島
則

文
所
用)

、
首
及
び
毎
冊
首
に

｢

李
王
家
／
圖
書
之
／
章｣

朱
印
影
を
存

す
。

〈

尊
経
閣
文
庫〉

十
一
冊

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
五
×
一
九
・
七
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
を
欠
き
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入

る
。
毎
冊
一
集
。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

二
一
六
・
三
六〉

十
一
冊

徳
山
藩
毛
利
家
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(

二
八
・
〇
×
一
九
・
五
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
を
欠
き
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入

る
。
毎
冊
一
集
。

朱
墨
竪
批
点
、
批
圏
、
返
点
補
正
、
稀
に
欄
上
墨
補
注
書
入
。
毎
冊
首
に

方
形
陰
刻

｢�
／
山｣

朱
印
影
、
双
辺
方
形
陽
刻
有
界

｢

明
治
二
十
九
年

改
濟‖�
／
山‖

毛
利
家
藏
書‖

第

番‖

共

冊｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

弘
前
市
立
図
書
館

Ｗ
二
八
二
・
九〉

十
一
冊

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
五
×
一
九
・
六
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
右
肩
打
付
に

｢

漢

全
一
〇

(｢

一｣

と
重
書)

／
第

五
九
号｣

朱
書
、
重
ね
て
亀
甲
形
の
小
簽
を
貼
布
し

｢

漢

全
一
〇
／
第

五
九
号｣

墨
書
。
封
面
同
。
管
序
を
欠
き
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。

毎
冊
一
集
。

首
の
み
淡
紅
色
不
審
紙
を
貼
附
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

紀
徳
一
／

字
吉
甫
／
號
天
膸｣

、
同

｢

黄
／
華
／
園｣

朱
印
影
を
存
し
、
消
印
。
毎

冊
首
に
当
館

｢

明
治

[

丗
九]

年

[

十]

月
／[

工
藤
日
諒
君]

寄
贈｣

受
入
印

([
]

内
墨
書)

を
存
す
。

〈

愛
知
大
学
附
属
図
書
館
簡
斎
文
庫

一
三
三〉

十
一
冊

樋
口
銅
牛
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
二
×
一
九
・
三
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎

冊
一
集
。

毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

常
高
寺

(

楷書)｣

、
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
同
文

朱
印
影
、
毎
冊
首
に

｢

筑
後
遊
士
／
得
川
東
涯｣

朱
印
影

(

樋
口
銅
牛
所

用)

を
存
す
。
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〈
東
京
都
立
中
央
図
書
館
井
上
文
庫

一
七
八
七
・
一〉

十
一
冊

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
三
×
一
九
・
三
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎

冊
一
集
。

朱
合
標
竪
批
句
点
、
標
批
点
、
音
訓
送
仮
名
補
正
、
行
間
補
注
校
改
、
同

墨
欄
上
標
補
注

(

仄
声
以
下
は
稀)

、
別
朱
欄
上
標
圏
、
竪
点
書
入
。
縹

色
或
い
は
素
不
審
紙
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

井
上
巽
軒
／
藏
書
之

印

(

隷書)｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

大
阪
天
満
宮
御
文
庫

子
一
二
・
一
三〉

十
一
冊

近
藤
南
洲
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
〇
×
一
九
・
五
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
首
冊
の
み
左
下
方
打
付
に

｢

秋｣

と
書
す
。
毎
冊
右

肩
蔵
書
票
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊

一
集
。

極
稀
に
行
間
墨
校
改
を
加
う
。
毎
冊
首
に
単
辺
亜
形
陽
刻

｢(

梵
字)

山｣

朱
印
影
、
同
方
形

｢

近
藤
／
氏
臧｣

、
同

｢

猶
興
書
／
院
圖
書｣

朱
印
影

(

近
藤
南
洲
旧
蔵)

を
存
す
。

〈

静
嘉
堂
文
庫

四
二
・
一
〇〉

十
一
冊

中
村
敬
宇
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(

二
六
・
八
×
一
九
・
一
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
左
下
方
亀
甲
形
小
簽
を
貼
布
し

｢

太｣

と
書
す
。
封

面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。

稀
に
朱
竪
批
点
書
入
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

度
會
／
忠
鼎｣

朱
印
影
、

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

中
邨
敬
宇
／
臧
書
之
記｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

九
州
大
学
附
属
図
書
館
六
本
松
分
館

282.2

・
Ｈ
一
五
・
一〉

合
六
冊

福
岡
高
等
学
校
旧
蔵

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

二
七
・
一
×
一
八
・
八
糎)

左
肩
打
付
に

｢

排
韵

〈

幾
之
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書
す
。
又
別
手
に
て
左
上
辺
打
付
に

｢

排
韵｣

と
細
書
す
。
右
肩
に
亀
甲
形
小
簽
を
貼
布
し

｢

辰｣

と
書
す
。

封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
甲
集
を
一
冊
と
す
る
他
、

毎
冊
二
集
。

稀
に
朱
句
点
。
淡
茶
色
或
い
は
淡
紅
色
不
審
紙
。
第
三
冊
尾
に

｢

享
保
五

子
年

龍
峯
寺｣

墨
識
。
毎
冊
尾
に
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影

(

墨
滅)

、

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

福
岡
高
／
等
學
校
／
圖
書
印｣

、
毎
冊
尾
に

単
辺
円
形
陽
刻
二
層

｢(

外層)

★
福
岡
高
等
學
校‖

(

内層)

圖
書｣

朱
印
影
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を
存
す
。
毎
冊
首
に
大
正
十
五
年
鹿
田
静
七
納
、
受
入
印
影
を
存
す
。

〈

山
口
大
学
附
属
図
書
館
棲
息
堂
文
庫

M
282,03

―S21

＼A
1

―11〉

十
一
冊

徳
山
藩
毛
利
家
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(
二
七
・
〇
×
一
九
・
二
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
、
第
二
、
三
冊
題
簽
錯
貼
。
封
面
同
、
前
見
返
し
位
。

管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。

毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

悳
藩
／
臧
書｣
、｢

明
治
二
十
九
年
改
濟‖�
／
山

‖

毛
利
家
藏
書‖

第

[

千
八
十
四]
番‖

共

[

十
一]

冊｣

朱
印
影

([
]

内
墨
書)

を
存
す
。
毎
冊
前
見
返
し
に
毛
利
就
挙
寄
贈
受
入
印
影

を
存
す
。

〈

住
吉
大
社
御
文
庫

四
二
・
七〉
十
一
冊

淡
渋
引
表
紙

(

二
七
・
五
×
一
九
・
一
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
、
右
肩
鶴
松
文
摺
り

｢

住
吉
文
庫｣

蔵
書
票
、
又
朱
摺

り
蔵
書
票
貼
附
。
首
冊
の
み
右
肩
に
方
簽
を
貼
布
し
単
辺
方
形
陽
刻

｢

津

國
／
住
吉
／
文
庫｣

朱
印
影
を
存
し
、
重
ね
て
方
簽
を
貼
り

｢

丑
十
三
／

共
拾
壱｣

と
朱
書
す
。
押
し
八
双
。
封
面
同
。
管
序
を
欠
き
、
目
録
を
存

し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。

〈

金
刀
比
羅
宮
図
書
館

七
〇
・
三〉

合
六
冊

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

二
七
・
二
×
一
九
・
一
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題

簽
、
目
録
題
簽
を
貼
附

(

毎
冊
に
旧
二
冊
分
を
貼
す)

、
右
肩
打
付
に

｢

共
六｣

と
、
中
央
下
方

｢

金
光
院｣

と
書
す
。
四
針
眼
。
封
面
同
。
管

序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
甲
集
を
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集
。

〈

久
留
米
市
立
中
央
図
書
館

漢

(

和)

・
史
・
四
七〉

十
一
冊

新
補
渋
引
刷
目
包
背
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
八
・
九
糎)

左
肩
打
付
に

｢

排
韻
古
今
氏
族

幾｣

と
書
す
。
右
肩
に
三
原
文
庫

(

三
原
顕
蔵
、
良

太
郎
原
蔵)

蔵
書
票
貼
附
。
次
で
後
補
淡
渋
引
表
紙
、
左
肩
、
中
央
に
原

摺
り
題
簽
、
目
録
題
簽
を
貼
附

(

或
い
は
題
簽
剥
落
痕
に

｢

排
韻
古
今
氏

族

幾｣

と
書
す)

、
右
肩
に
三
原
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
封
面
同
。
管
序
、

目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。

朱
筆
に
て
附
訓
補
正
を
施
す
。

〈
東
京
都
立
中
央
図
書
館
諸
橋
文
庫

九
二
一
Ｍ
Ｗ
一
五
六･

九〉

十
一
冊

新
補
黄
色
布
目
小
葵
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
七
・
四
×
一
九
・
九
糎)

左

肩
貼
附
旧
題
簽
、
同
工
同
文
覆
版
摺
り
。
中
央
同
目
録
題
簽
貼
附
。
浅
葱

色
包
角
。
四
針
眼
、
旧
五
針
眼
を
改
装
。
虫
損
修
補
。
封
面
同
、
前
見
返
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し
位
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。

毎
冊
首
に
紅
葉
形
不
明
朱
印
影
、
毎
冊
首
に
同

｢

隆
源
／
實
空｣

、
毎
冊

尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

廬
□
實
空

(

楷書)｣
(

刪
去)

朱
印
影
を
存
す
。

〈

早
稲
田
大
学
図
書
館

ヌ
八
・
四
九
六
一〉

合
十
冊

縹
色
艶
出
表
紙(

二
五
・
七
×
一
八
・
七
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
毎
冊
後
表
紙
中
央
に｢

樂
天
堂

佐
藤
了
翁
／(

低
七

格

)

藏
書｣

墨
識
。
小
口
書
十
一
冊
分
。
封
面
同
、
前
見
返
し
位
。
管
序
、
目

録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
壬
至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
一
集
。

丙
集
第
二
張
欠

淡
茶
色
不
審
紙
。
首
に

｢

■

(

墨
滅)

山
常
住｣
墨
識
。
毎
旧
冊
首
尾
に

単
辺
方
形
陽
刻

｢

天
眞
堂
／
圖
書｣

朱
印
影
、
毎
冊
首
に

｢
生
樂
舎｣

朱

印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

日
本
イ
ス
／
ラ
ム
協
會
／
圖
書
之
印｣
朱
印
影

を
存
す
。

〈

国
会
図
書
館

一
一
八
・
七
九〉

合
六
冊

新
補
渋
引

｢

帝
國
圖
書
館
藏｣

打
出
表
紙

(

二
七
・
一
×
一
九
・
一
糎)

左
肩
に
双
辺
摺
り
枠
題
簽
を
貼
布
し

｢

排
韻
氏
族
大
全

幾｣

と
書
す
。

次
で
後
補
渋
引
市
松
格
子
文
空
押
布
目
表
紙
、
左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
ま
た
東
京
図
書
館
蔵
書
票
貼
附
。
小
口
書

｢

排
韻
氏

族
大
全
何
集｣

十
一
冊
分
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入

る
。
も
と
毎
冊
一
集
、
現
在
は
甲
集
を
一
冊
と
す
る
他
、
毎
冊
二
集
。

序
題
下

｢

品｣

墨
書
。
首
の
み
素
附
箋
。
毎
旧
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

宮
内
省
／
圖
書
印｣

朱
印
影
、
双
辺
円
形
陽
刻

｢TO
K
IO

LIB
R
A
R
Y

‖

(

毎
字

改
行)

東
京
書
籍
館‖

(

下
略)｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

無
窮
会
平
沼
文
庫〉

十
冊

縹
色
艶
出
表
紙(

二
七
・
三
×
一
九
・
三
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
簽
上
題
下
に
集
目
を
書
し
、
円
形
二
層

｢(

外層)

M
A
SU

D
A

(

陰刻)

‖

(

内層)
(

毎
字

有
界)

増‖

田‖

文‖

庫

(

襷掛)｣

朱
印
影
を

存
す
。
虫
損
修
補
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
壬

至
癸
集
を
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
一
集
。

稀
に
墨
筆
に
て
批
点
、
欄
上
墨
標
補
注
、
破
損
部
鈔
補
、
朱
批
点
、
欄
上

校
改
を
加
う
。
増
補
第
八
、
九
張
間
に
剪
紙
を
差
夾
み

｢�
按

(

中
略)

‖
(

低
二

格

)

明
治
三
十
一
年
七
月
十
四
日
夜
録｣

評
注
並
に
識
語
墨
書
。

毎
冊
首
に
表
紙
同
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

無
窮
會
／
神
習
文
庫｣

朱
印

影
を
存
す
。
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〈
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫

史
部
伝
記
類
五
七〉

十
一
冊

安
西
雲
煙
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙(

二
六
・
六
×
一
八
・
八
糎)

左
肩
、
中
央
に
摺
り
題
簽
、

目
録
題
簽
を
貼
附
。
四
針
眼
。
毎
冊
前
見
返
し
中
央
に
単
辺
方
形
陽
刻
有

界

｢(

上層)
(

毎
字

改
行)
子
孫
永
保‖

(

下層)

共
十
一
巻‖

雲
煙
家
／
藏
書
記‖

(

楷書)｣

藍
印
影

(

安
西
雲
煙
所
用)

を
存
し
、
右
辺
に

｢

小
川
清
七
郎
主

／
十
一

(

拾
壱)

冊
之
内｣
墨
識
。
首
冊
前
見
返
し
に

｢

民
国
拾
二
年
七

月
一
日
／
於
北
京
琉
璃
廠｣

墨
識
。
封
面
同
。
管
序
、
目
録
を
存
し
、
本

文
に
入
る
。
先
ず
増
補
、
次
で
甲
至
癸
集
。
毎
冊
一
集
。

稀
に
朱
竪
批
句
点
、
句
圏
書
入
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

埜
／
善｣

朱
印

影
、
首
尾
冊
の
首
尾
に
方
形
陰
刻｢

貴
數
／
卷
殘
／
書｣

朱
印
影
を
存
す
。

〈

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

狩
三
・
六
九
五
九〉

五
冊

渡
部
邁
旧
蔵

後
補
縹
色
雷
文
繋
桐
花
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
五
・
九
×
一
八
・
三

糎)

。
梨
色
包
角
。
改
糸
。
天
地
截
断
。
封
面
同
、
扉
の
位
。
管
序
、
目

録
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
先
ず
増
補
、
次
で
甲
至
癸
集
。
辛
至
癸
集
を

一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
二
集
。

間
々
欄
上
墨
音
注
書
入
。
下
辺
附
箋
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

下
埜

國
／
渡
部
氏
／
藏
書
印｣

朱
印
影

(

渡
部
邁
所
用)

、
目
首
に
双
辺
同

｢

荒
井
泰
治
氏
／
寄
附
金
ヲ
／
以
テ
購
入
セ
ル
文
學
博
士
／
狩
野
亨
吉
氏

舊
藏
書｣

朱
印
影
を
存
す
。

右
の
外
、『

北
京
大
学
図
書
館
蔵
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に
録

す
る
同
名
の

｢

日
本
刻
本

十
一
冊｣

、『

中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目』

子
部
類
書
類
に
録
す
る
同
名

｢

日
本
刻
本｣

(

北
京
図
書
館
、
南
京
図
書

館
、
大
連
図
書
館
蔵)

、
王
重
民
氏

『

美
国
国
会
図
書
館
蔵
中
国
善
本
書

目』

子
部
類
書
類
に
録
す
る

｢〈

十
一
冊

二
函〉

日
本
翻
明
本

〈

十
三

行
二
十
四
字〉｣

、『

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
和
書
目
録』

漢
籍
編
、
子

部
類
書
類
に
録
す
る

｢

寛
文
こ
ろ
刊(2032)｣

｢

江
戸
初
期
刊(2033)｣

は
、
み
な
十
集
に
増
補
一
巻
を
附
す
る
由
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
言
う

[

江
戸
前
期]

刊
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
た
調
査
の
機
を
俟

ち
た
い
。

最
後
に
上
記
諸
版
本
の
展
開
に
つ
い
て
再
述
す
る
と
、
元
の
世
に
無
名

の
編
者
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
本
書

『

氏
族
大
全』

は
、
始
め
に
や
や
粗
雑

の
版
刻
と
見
な
す
べ
き

[

元]

刊
十
集
十
六
行
本
が
行
わ
れ
、
こ
の
本
を

起
点
と
し
て
元
末
明
初
に
十
六
、
二
十
、
十
七
行
の
覆
刻
、
翻
刻
が
相
次
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い
だ
。
こ
の
う
ち
の
二
十
行
本
は
十
巻
に
纏
め
ら
れ
、
宋
末
以
来
流
行
し

て
い
た
韻
書
類
書
の
款
式
を
模
し
、
大
小
の
字
を
併
せ
、
よ
り
洗
練
さ
れ

た
形
を
採
っ
て
玉
融
書
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
明
永
楽
十
七
年
に
日

新
書
堂
か
ら
も
翻
刻
が
為
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
半
張
に
一
行
を
増
す
の

み
、
か
え
っ
て
原
刻
の
様
式
を
残
し
、
後
世
屡
々
元
版
に
偽
装
さ
れ
た
。

も
と
の

[

元]

刊
本
は
、
わ
が
国
の
南
北
朝
に
将
来
さ
れ
て
本
邦
独
自
の

�
版
を
生
み
、
そ
の
本
文
は
未
校
の
ま
ま
刻
さ
れ
、
至
る
所
に
不
都
合
を

生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
禅
林
に
受
容
者
を
迎
え
稠
密
な
校
読
を
経
て
、

室
町
末
近
世
初
の
交
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
流
通
し
、
江
戸
初
に
及
び
十
三

行
の
古
活
字
本
と
し
て
再
生
さ
れ
た
。
元
々
本
書
は
通
俗
的
編
集
に
係
る

た
め
、
体
例
の
不
備
や
本
文
の
劣
化
が
災
い
し
て
中
国
に
は
あ
ま
り
震
わ

ず
、
明
の
半
ば
ま
で
に
そ
の
流
布
は
減
少
に
転
じ
た
と
思
し
い
が
、
か
え
っ

て
同
時
代
の
本
邦
に
弘
通
し
、
常
時
作
文
の
用
意
に
供
さ
れ
た
格
好
で
あ

る
。
た
だ
明
代
後
葉
に
至
り
、
編
集
事
業
に
活
路
を
求
め
た
周
尚
文
と
書

林
陳
国
旺
が
手
を
結
び
、
旧
編
を
二
十
八
巻
に
装
い
明
人
の
伝
を
補
っ
た

増
編
本
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
よ
う
や
く
需
要
を
回
復
し
、
款
式
字
様
を
改

め
、
崇
禎
の
初
に
又
一
版
を
生
じ
た
。
こ
の
版
本
は
、
本
邦
の
江
戸
初
に

当
た
っ
て
数
多
く
舶
載
さ
れ
、
大
名
の
唐
本
蒐
集
に
も
与
っ
て
各
地
に
収

蔵
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
江
戸
前
期
、
整
版
附
訓
本
に
よ
り

漢
籍
の
普
及
が
大
規
模
に
拡
が
っ
た
頃
、
本
書
に
は
室
町
の
遺
風
を
体
す

る
古
活
字
本
と
、
新
増
の
崇
禎
刊
本
と
が
並
存
し
て
い
た
た
め
、
前
者
を

主
に
後
者
を
折
衷
し
た

[

江
戸
前
期]

刊
本
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
は
江
戸

時
代
を
通
じ
て
印
行
さ
れ
、
附
訓
の
流
布
本
と
し
て
漢
学
者
の
参
考
に
供

さ
れ
た
。

右
の
関
係
を
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
表
さ
れ
よ
う
。

○
諸
本

�
十
集
十
六
行
本

�
十
巻
二
十
行
本

�
十
集
十
七
行
本

�
十
集
二
十
八
巻
十
四
行
増
編
本�
二
十
八
巻
十
一
行
増
編
本

�
十
集
十
三
行
本

○
諸
版

(

十
集
十
六
行
本)

[

元]

刊
本�[
元
末]

刊
本

�(
十
巻
二
十
行
本)

[

元
末]

刊
本

�[
明
初]

刊
本

�[
南
北
朝]

刊
本�(
十
集
十
三
行
本)

― 315 ―



�(
十
集
十
七
行
本)

明
永
楽
十
七
年
刊
本

�(
十
集
二
十
八
巻
十
四
行
増
編
本)

(

十
集
二
十
八
巻
十
四
行
増
編
本)

[

明]

刊
本�(
二
十
八
巻
十
一
行
増
編
本)

明
崇
禎
五
年
序
刊
本

(

十
集
十
三
行
本)

←

元
和
五
年
古
活
字
刊
本�[
江
戸
前
期]

刊
増
補
附
訓
本

以
上
、
知
見
の
伝
本
に
従
い

『
氏
族
大
全』

の
版
本
と
そ
の
受
容
に
つ

い
て
記
述
し
た
。
但
し
現
在
ま
で
、
中
国
大
陸
や
欧
米
に
伝
来
の
版
本
に

つ
い
て
情
報
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
補
い
正
す
べ
き
点
の
生
ず
る
可
能
性

を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
の
整
理
を
仮
設
と
し
て
、
さ
ら
な
る
伝
本
の
著
録

を
加
え
、
後
日
の
増
修
を
期
し
た
い
。

[

注](

１)

明
代
の
私
家
蔵
書
目
を
見
る
と
、『

晁
氏
宝
文
堂
書
目』

卷
下
・
姓
氏
に

｢

氏
族
大
全

〈

四
本〉｣

と
、『

近
古
堂
書
目』

卷
上
・
譜
牒
類
に

｢

氏
族
大

全
綱
目｣

と
、『

濮
陽
蒲
汀
李
先
生
家
蔵
目
録』

東
間
朝
東
三
櫃
二
層
に

｢

氏
族
大
全〈

二
本〉｣

と
、
同
西
間
朝
西
二
櫃
三
層
に｢

氏
族
大
全〈

四
本〉｣

と
、『

脈
望
館
書
目』

列
字
號
・
子
・
類
書
に

｢

氏
族
大
全
十
本

又
一
本

〈

不
全
只
有
聲〉｣

と
、『

徐
氏
家
蔵
書
目』

卷
二
・
姓
氏
に

｢

氏
族
大
全
二

十
八
卷｣

と
見
え
る
。

(

２)
『

建
炎
以
来
繋
年
要
録』

巻
七
、
丁
巳

(

紹
興
七
年)

条
に

｢

趙
明
誠
知

江
寧
府
兼
江
東
經
制
副
使
。
明
誠
、
挺
之
子
也｣

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
や

は
り
葉
氏
の
説
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

(

３)
『

楚
辞』

巻
六

｢

卜
居｣

に

｢

夫
尺
有
所
短
、
寸
有
所
長｣

と
、
王
逸
注

に

｢

莊
子
云
、
梁
麗
可
以
充
城
而
不
可
以
窒
穴
、
尺
有
所
短
也
。
騏
驥��

一
日
而
馳
千
里
、
捕
鼠
不
如
貍�
、
寸
有
所
長
也｣

と
あ
る
。

(

４)

朝
鮮
朝
に
於
け
る

『

氏
族
大
全』

の
受
容
に
つ
い
て
は
、
中
国
以
上
に
稀

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
唯
一
正
祖
時
代
の
購
進
書
を
著
録
し
た

『

内

閣
訪
書
録』

史
部
に

｢

新
編
排
韻
廣
事
類
氏
族
大
全
十
冊｣

の
著
録
が
見
ら

れ

｢

甲
至
癸
集
為
十
集｣

と
記
す
他
は
そ
の
跡
を
絶
っ
て
お
り
、
本
書
の
伝

存
は
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
が
、
相
当
に
微
弱
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
現
在
諸
方
面
の
書
目
に
徴
し
て
も
、
朝
鮮
に
於
け
る
複
製
の
事
蹟
を
見

な
い
た
め
、
本
稿
の
研
究
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な

お
識
者
の
教
示
を
乞
い
た
い
。

(
５)

芳
賀
幸
四
郎
氏

『

東
山
文
化
の
研
究』

(

昭
和
二
十
年
、
河
出
書
房)

八

二
頁
、
ま
た

『

中
世
禅
林
の
学
問
及
び
文
学
に
関
す
る
研
究』

(

昭
和
三
十

一
年
、
日
本
学
術
振
興
会)

三
三
〇
頁
に
、『

臥
雲
日
件
録』

『

蕉
雨
夜
話』
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『

幻
雲
文
稿』

に
於
け
る
本
書

(｢

排
韻｣)

へ
の
言
及
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

る
。

(

６)
当
該
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
、『

早
稲
田
大
学
図
書
館
所

蔵
漢
籍
分
類
目
録』

史
部
伝
記
類

(

九
三
頁)

に

｢

新
編
排
韻�
廣
事
類
氏

族
大
全

〈

一
〇
集
／
明
張
溥
校

五
冊

和
中〉｣

と
著
録
す
る
が
、
後
出

の
明
版
以
降
に
見
え
る
張
溥
の
名
は
本
版
と
無
関
係
と
思
わ
れ
、
ま
た
表
紙

そ
の
他
、
和
装
で
は
あ
る
が
、
中
身
は
唐
本
と
見
な
さ
れ
る
。

(

７)

危
素
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
宋
濂

｢

故
翰
林
侍
講
學
士
中
順
大
夫
知
制
誥

同
脩
國
史
危
公
新
墓
碑
銘｣

(『

宋
學
士
文
集』

巻
五
十
九)

に

｢

公
自
至
正

二
年
用
大
臣
交
薦
入
經
筵
爲
檢
討

(

中
略)
二
十
年
拜
通
奉
大
夫
中
書
參
知

政
事
同
知
經
筵
事
堤
調
四
方
獻
言
詳
定
使
司
、
後
四
年
階
陞
資
政
大
夫
、
俄

除
翰
林
學
士
承
旨
榮
禄
大
夫
知
制
誥
兼
脩
國
史｣

と
あ
る
。

(

８)

字
音
の
声
類
を
、
五
音
の
名
を
以
て
呼
称
す
る
方
法
は
、
例
え
ば
司
馬
光

の
撰
と
伝
え
る

『

切
韻
指
掌
図』

に
見
え
、
韻
書
に
よ
っ
て
細
部
の
相
違
は

あ
る
も
の
の
、
宋
元
の
頃
に
あ
る
程
度
普
及
し
て
い
た
。

(

９)
『

古
今
韻
会
挙
要』

は
見
か
け
上
、
一
〇
七
平
水
韻
の
も
と
に
同
音
字
を

集
め
、
声
類
の
順
に
配
列
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
て
、
韻
中
同
音
字
の
声
母

は
、
圏
発
を
冠
し
て
示
さ
れ
た
先
頭
の
字
目
に
附
し
、
反
切
の
後
に
注
記
さ

れ
て
い
る
。
同
書
は

｢

角
徴
羽
宮
商｣

の
五
音
名
の
他
に

｢

半
徴
商｣

｢

半

商
徴｣

を
増
益
し
た
七
音
を
用
い
、
さ
ら
に

｢

清｣
｢

次
清｣

｢

濁｣
｢

次
濁｣

の
四
等

(

実
際
は

｢

次
清
次｣

｢

次
濁
次｣

を
増
益)

と
組
合
せ
て
類
別
を

標
記
し
て
い
る
。
今
、
声
類
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
清
濁
の
等
位
を
除
き
七

音
の
み
を
示
し
た
。
七
音
は
次
の
よ
う
な
音
を
示
す
と
い
う
。

角
―
牙
音

半
徴
商
―
来
母

徴
―
舌
音

半
商
徴
―
日
母

宮
―
唇
音

商
―
歯
音

羽
―
喉
音

同
書
は
さ
ら
に

｢

中
原
雅
声｣

に
基
づ
い
て

｢

音
與
何
同｣

等
の
注
記
を
頻

用
し
、
旧
来
の
韻
目
を
超
え
て
、
音
韻
の
実
態
を
標
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

以
上
の
理
解
は
花
登
正
宏
氏

『

古
今
韻
会
挙
要
研
究
―
中
国
近
世
音
韻
史
の

一
側
面
―』

(

平
成
九
年
、
汲
古
書
院)

の
恩
恵
に
拠
る
。
前
掲
声
類
の
音

価
対
照
等
に
つ
い
て
は
な
お
同
書
に
拠
ら
れ
た
い
。
ま
た
表
中
で
は
前
記
の

理
解
に
基
づ
き
、
他
の
字
目
下
の
声
類
注
記
を
参
照
し
て
得
ら
れ
た
音
名
を

示
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
逐
一
断
っ
て
い
な
い
。

(
10)

二
〇
〇
四
年
九
月
の
訪
書
時
、
該
本
は
第
五
、
六
巻
を
欠
く
五
冊
本
の
形

で
提
供
さ
れ
た
。
し
か
し

『〈

国
立
故
宮
博
物
院〉

善
本
旧
籍
総
目』

、
阿
部

隆
一
氏

『
中
国
訪
書
志』

の
著
録
や
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
該
本
の
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影
像
を
見
る
限
り
、
元
来
は
共
六
冊
の
完
本
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
著
録
は
、

私
に
儲
け
た
書
誌
の
他
に
、
右
の
資
料
を
参
考
と
し
た
。

(

11)
該
本
に
つ
い
て

『

国
立
北
平
図
書
館
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に

｢

新
編

排
韻�
廣
事
類
氏
族
大
全
二
十
二
卷

〈

元
刻
本〉

／
存
六
卷

〈

二
至
七〉｣

と

著
録
す
る
が
、
同
版
本
は
全
十
巻
か
ら
成
り
、
巻
数
を
二
十
二
と
す
る
の
は

誤
り
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
全
二
十
二
巻
に
分
か
つ

『

四
庫
全
書』

本
を
参

照
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
ま
で
そ
の
よ
う
な
版
本
の
伝
存
を
確
認
し

て
い
な
い
。『

四
庫
全
書』
本
は
書
前
提
要
に
録
す
る
通
り
二
十
二
巻
で

(

文
淵
閣
本

『

欽
定
四
庫
全
書
総
目』
は

｢

浙
江
巡
撫
採
進
本｣

｢

例
以
十
干

分
集
、
毎
一
集
爲
二
卷｣

等
と
録
し
て

｢
二
十
巻｣

に
作
る)

、
書
前
提
要

中
に｢

相
其
板
式
、
亦
建
陽
麻
沙
所
刊
、
乃
當
時
書
肆
本
也｣

と
し
て
い
て
、

二
十
二
巻
本
の
刊
行
を
記
し
て
お
り
、
ま
た

『

嘉
業
堂
蔵
書
志』

巻
二
・
史

部
伝
記
類
に

｢

氏
族
大
全
二
十
二
卷

〈

舊
鈔
本〉｣

を
録
し
て

｢
元
人
建
陽

書
鋪
本｣

と
記
し
て
い
る
が

(

繆�
孫
稿)

、
少
な
く
と
も
こ
の
北
平
図
書

館
本
の
巻
立
は

『

四
庫
全
書』

と
は
異
な
り
、
同
版
の
完
本
に
よ
っ
て
十
巻

と
判
明
す
る
。

(

12)

日
新
書
堂
に
つ
い
て
録
す
る
既
成
の

『

明
代
版
刻
総
録』

、『

福
建
古
代
刻

書』

等
に
は
当
該
版
本
の
著
録
を
欠
く
。
本
版
牌
記
の
年
代
は
明
初
永
楽
年

間
で
あ
り
、
元
末
か
ら
明
宣
徳
の
間
に
断
絶
し
て
い
た
日
新
書
堂
開
版
書
の
、

空
白
を
埋
め
る
意
味
で
も
貴
重
で
あ
る
。

(

13)

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
、
後
出

『

柏
克�
加
州
大
学
東
亜
図
書
館
中

文
古
籍
善
本
書
志』

子
部
類
書
類

(

四
五
〇
番)

に
本
版
を
著
録
し
、『

静

嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録』

輯
録
の
元
刻
本
が
こ
の
永
楽
版
と
同
版
で
あ
る
こ

と
、
既
に
指
摘
が
あ
る
。

(

14)

故
宮
博
物
院
蔵
本
に
つ
い
て
、
阿
部
志
に
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
と
同
版
で
あ

る
由
、
既
に
著
録
が
あ
る
。

(

15)

こ
れ
に
つ
い
て
も
阿
部
志
及
び

『

柏
克�
書
志』

に
指
摘
あ
り
。

(

16)

こ
の
う
ち
の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
は

『

木
犀
軒
蔵
書
題
記
及

書
録』

書
録
編
・
子
部
類
書
類
に
著
録
が
あ
り
、
存
甲
至
戊
集
の
残
本
で
あ

る
由
。

(

17)

本
版
の
室
町
期
に
於
け
る
受
容
に
つ
い
て
、『

蔭
涼
軒
日
録』

延
徳
四
年

(

一
四
九
二)

七
月
二
十
一
日
条
に

｢

春
英
和
尚
來
面
之
。
賀
桂
公
轉
位
。

以
排
韻
和
本
謝
之｣

と
記
し
、
相
国
寺
の
亀
泉
集
証
か
ら
春
英
寿
芳
に
贈
ら

れ
た

｢

排
韻
和
本｣

と
は
本
版
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
流
通
の
一
齣

を
止
め
て
い
る
。

(
18)

謝
水
順
、
李�
両
氏

『

福
建
古
代
刻
書』

(

一
九
九
七
年
、
福
建
人
民
出

版
社)

参
照
。

(

19)

王
重
民
氏

『

中
国
善
本
書
提
要』

に
米
国
議
会
図
書
館
収
蔵
の
同
種
本
を
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録
し
て
こ
の
丁
氏
の
説
を
引
き
、
さ
ら
に｢

此
本
徐
序
闕
後
半
、
且
無
木
記
、

蓋
爲
書
賈
抽
去
、
以
僞
稱
元
本｣

と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
も
や
は
り
牌
記

等
を
欠
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(

20)

こ
の
点
、
既
に
注

(

19)

王
氏
提
要
に

｢

偶
繹
此
本
人
文
内
、
有
周
尚
文

小
傳
、
再
檢
積
善
堂
本
亦
有
之
、
繹
其
語
氣
似
是
自
傳
。
茲�
録
於
後
、
爲

讀
者
知
人
者
尋
覽
焉｣
と
し
て
引
用
が
あ
り
、
さ
ら
に
考
証
を
進
め
て
次
の

よ
う
に
記
す
。

攷
同
治

『

上
饒
縣
志
・
選
擧
表』
、
有
周
尚
文
、
稱

｢

正�
間
貢
成
均
、
官

貴
州
通
判｣

、
時
代
相
値
、
疑
即
其
人
。
然

『

義
行
傳』

引

『

高
洲
周
氏
族

譜』

云

｢

尚
文
別
號
雙
溪
、
少
穎
敏
、
以
明
經
擧
進
士
、
官
国
子
監
祭
酒｣

、

則
與

『

自
傳』

｢�
試
不
達｣

之
言
不
合
。
觀
選
擧
表
不
著
其
擧
進
士
之
年
、

恐

『

族
譜』

有
溢
美
。
然
遊
食
書
林
之
後
、
稍
獲
聲
譽
、
得
儕
下
僚
、
如

『

縣
志』

所
稱
官
貴
州
通
判
之
類
、
則
非
不
可
能
之
事
也
。

[

附
記]

本
稿
は
平
成
十
七
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究(

Ｂ)

｢

日
本
漢
籍
の
本
文
形
成
に
関
す
る
研
究
―
五
山
版
・
古
活
字
版
を
中
心
と
し
て
―｣

(

課
題
番
号
一
七
七
二
〇
〇
三
五)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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[元] 刊 16行本 首
早稲田大学図書館蔵

図
版
一



― 321 ―

[元] 刊 16行本 巻首
早稲田大学図書館蔵

図
版
二



― 322 ―

[元末] 刊 20行本 封面
故宮博物院蔵

図
版
三



― 323 ―

[元末] 刊 20行本 首
故宮博物院蔵

図
版
四
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[元末] 刊 20行本 巻首
故宮博物院蔵

図
版
五



― 325 ―

明永楽17年刊 17行本 首
天理図書館蔵

図
版
六



― 326 ―

明永楽17年刊 17行本 目尾
天理図書館蔵

図
版
七



― 327 ―

明永楽17年刊 17行本 巻首
天理図書館蔵

図
版
八



― 328 ―

[南北朝] 刊 16行本 首
国立公文書館旧内閣文庫蔵

図
版
九



― 329 ―

[南北朝] 刊 16行本 巻首
国立公文書館旧内閣文庫蔵

図
版
十



― 330 ―

[南北朝] 刊 16行本 尾
国立公文書館旧内閣文庫蔵

図
版
十
一



― 331 ―

元和５年刊 古活字13行本 巻首
陽明文庫蔵

図
版
十
二



― 332 ―

元和５年刊 古活字13行本 尾
陽明文庫蔵

図
版
十
三


